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て
お
く
こ
と
も
徒
爾
で
は
あ
る
ま
い
。

元
緑
十
一

（
一
六
九
八
）
年
備
中
吉
岡
銅
山
の
経
営
を
打
切
っ
て
こ
れ
を
返
上
し
て
か
ら
、
数
年
を
経
ず
し
て
、

住
友
は
ま
た
同
銅
山
の
稼
行
を
請
負
う
こ
と
に
な
り
、
元
緑
十
五
(
-
七
0
二
）
年
よ
り
正
徳
五
(
-
七
一
五
）
年
ま

で
、
第
二
次
の
経
営
が
行
な
わ
れ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
経
過
を
究
明
す
る
と
と
も
に
、

と
っ
て
は
別
子
に
次
い
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
銅
山
で
あ
る
か
ら
、

第
二
次
経
営
着
手

そ
の
後
明
治
維
新
に
い
た

る
ま
で
の
吉
岡
銅
山
の
稼
行
の
推
移
を
も
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
本
叢
考
第
拾
弐
輯

「
住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次

経
営
」
と
併
わ
せ
て
、
明
治
以
前
の
吉
岡
銅
山
史
は
ほ
ぼ
成
る
わ
け
で
あ
る
。
住
友
と
し
て
は
、
享
保
以
後
は
直

接
同
鉱
山
の
稼
行
に
関
係
し
た
わ
け
で
な
い
が
、
吉
岡
ほ
銅
鉱
業
史
上
西
国
を
代
表
す
る
の
み
で
な
く
、
住
友
に

そ
の
過
去
の
全
貌
を
能
う
か
ぎ
り
明
か
に
し

元
緑
十
五
年
正
月
、
勘
定
奉
行
荻
原
近
江
守
重
秀
の
要
請
に
よ
っ
て
、
吉
左
衛
門
友
榮
（
友
芳
）
は
同
業
者
の
大

坂
屋
久
左
衛
門
と
同
道
し
て
江
戸
へ
下
っ
た
。
出
府
早
々
重
秀
の
前
へ
出
頭
す
る
と
、
長
崎
御
用
銅
が
出
廻
り
が

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

は

じ

め

に



住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

不
十
分
で
、
泉
屋
・
大
坂
屋
の
稼
行
銅
山
さ
ら
に
諸
国
銅
山
の
増
産
の
た
め
に
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。

荻
原
重
秀
は
元
緑
三
年
十
一
月
佐
渡
奉
行
に
任
じ
、

銅
が
開
坑
以
来
の
最
高
記
録
を
つ
く
り
、

翌
年
四
月
佐
渡
に
渡
っ
た
が
、
多
数
の
山
主
か
ら
金
銀
山

諸
坑
の
古
来
の
盛
衰
の
始
末
を
詳
し
く
書
出
さ
し
め
て
、
開
掘
振
興
の
諸
施
策
を
打
出
し
た
。
重
秀
は
、
江
戸
時

代
百
余
名
の
佐
渡
奉
行

の
中
に
あ
っ
て
相
川
金
銀
山
の
振
興
に
最
も
実
績
を
挙
げ
た
奉
行
の
一
人
で
あ
っ
た
。
元

緑
九
年
四
月
勘
定
奉
行
を
兼
ね
て
近
江
守
と
な
る
。
元
緑
八
年
十
月
幕
府
は
諸
国
諸
所
に
金
銀
銅
山
あ
る
と
き
は
、

積
極
的
に
掘
ら
す
よ
う
計
る
旨
を
触
れ
、
同
十
一
年
二
月
御
料
・
私
領
（
幕
府
直
轄
地
・
旗
本
等
の
知
行
地
）
に
金

銀
銅
山
の
探
訪
試
掘
を
奨
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
重
秀
の
方
針
で
あ
る
。
こ
の
元
緑
十
一
年
に
は
別
子
銅
山
の
産

ま
た
長
崎
輸
出
銅
が
九

0
0
万
斤
（
五
、
四

0
0屯
）
を
超
え
た
。

し
か

し
、
二
、
三
年
の
間
に
輸
出
銅
高
は
減
少
し
、
幕
府
が
元
緑
十
年
に
長
崎
御
用
銅
の
定
額
と
し
た
八
九

0
万
二
、

0
0
0斤
に
及
ば
ざ
る
こ
と
著
し
く
、
十
三
、
十
四
年
度
の
輸
出
高
は
よ
う
や
く
そ
の
五
分
三
、
若
し
く
は
そ
れ

に
も
満
た
ぬ
有
様
と
な
っ
た
。
幕
府
が
十
四
年
三
月
銀
座
加
役
と
し
て
新
た
に
大
阪
に
銅
座
を
設
け
て
、
銅
の
集

荷
や
配
給
を
ぎ
び
し
く
統
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
長
崎
御
用
銅
の
確
保
を
お
も
な
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
銅
山
増
産
に
つ
い
て
の
重
秀
の
諮
問
に
対
し
て
、
友
榮
等
の
提
出
し
た
意
見
書
は
、
自
己
の
手
山
に
限

ら
ず
、
諸
国
銅
山
の
稼
行
法
に
関
係
し
て
長
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
住
友
の
記
録
に
は
、
別
子
・



い
て
は
、
休
坑
の
自
在
な
ど
五
つ
の
間
歩
を
稼
行
す
れ
ば
、

右
の
文
書
を
提
出
し
て
、
数
日
の
後
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

い
る
状
態
で
あ
る
。

の
大
水
抜
を
掘
り
、

―
ヵ
年
に
産
銅
六

0
万
斤
ほ
ど
あ
る
と
思
わ
れ
る
と

そ
の
後
七
カ
年
間
に
は
多
量
の
銅
を
掘
出
し
た
。

吉
岡
両
銅
山
に
関
す
る
も
の
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
別
子
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
別
稿
に
記
述
し
た

①
 

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
吉
岡
銅
山
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
う
ち
主
要
な
事
項
を
箇
条
書
に
す
る
と
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う

②
 

に
な
る
。

一
、
吹
屋
村
御
銅
山
（
吉
岡
銅
山
）
は
、
延
宝
八
(
-
六
八
0
)
年
か
ら
元
緑
十
一
年
ま
で
、
前
後
一
八
ヵ
年
泉

屋
が
請
負
稼
行
し
、
貞
享
元
年
か
ら
元
緑
四
年
ま
で
八
ヵ
年
か
か
り
自
分
入
用
を
も
っ
て
、

一
、
し
か
し
、

、n

、

た
カ

―1
0
0
間
余

し
だ
い
に
掘
下
っ
て
深
坑
と
な
り
、
稼
行
は
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
水
抜
の
場
所
を
見
立
て

そ
の
延
長
は
一
―

1
0
0
間
ほ
ど
も
あ
り
、
自
分
入
用
を
も
っ
て
切
抜
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

銅
山
を
返
上
し
た
。

一
、
前
述
し
た
水
抜
を
切
抜
ぎ
う
れ
ば
、
新
山
同
様
と
な
り
出
鉛
も
期
待
で
ぎ
る
。
住
友
が
取
明
け
た
千
枚

（符）

間
歩
な
ど
―
―
ヵ
所
の
間
歩
（
坑
）
も
、
坑
底
に
は
確
か
に
鉛
が
あ
る
が
、
排
水
で
き
ぬ
た
め
掘
り
残
し
て

R
 

さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
た
意
見
書
を
差
出
し
た
。
そ
の
う
ち
別
子
に
つ



々
六
、

0
0
0
石
の
飯
米
を
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

1
0
ヵ
月
延
べ
上
納
と
い
う
こ
と
で
買
請
の
許

こ
れ
ら
間
歩
の
鉛
は
下
鉛
で
あ
る
た
め
、
近
年
の
米

・
炭
そ
の
他
諸
品
の
物
価
高
で
は
引
合
わ
ぬ
の
で
休

坑
し
て
い
る
が
、
金
一
万
両
一

0
ヵ
年
賦
返
済
の
拝
借
金
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
損
金
を
埋
合
わ
せ
て
稼
行
し
た

い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
岡
に
つ
い
て
は
、

坂
本
谷
よ
り
八
ヵ
年
ほ
ど
の
計
画
で
延
長
―
―

1
0
0間
ほ
ど
の
大

一
カ
年
に
八
、
九

0
万
斤
の
産
銅
を
見
積
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、
水
抜
の
エ
費
は
金
三

千
二
、
三
百
両
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
が
、

工
費
の
増
加
も
あ
り
う
る
か
ら
金
九
、

0
0
0両
の
拝
借
を
願
い
た
く
、

な
お
水
抜
工
事
中
、
他
方
で
は
古
間
歩
を
取
明
け
て
、
右
の
八
、
九

0
万
斤
と
は
別
個
に
、
今
年
中
に
も
二

0
万

斤
く
ら
い
の
増
産
は
あ
ろ
う
し
、
拝
借
金
は
一

0
ヵ
年
年
賦
で
返
上
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
。

二
月
二
日
に
右
の
願
意
を
多
少
修
正
し
た
願
書
を
江
戸
店
の
手
代
孫
兵
衛
が
持
参
し
提
出
し
た
。
修
正
し
た
の

は
、
別
子
の
拝
借
金
一
万
両
一

0
ヵ
年
年
賦
返
済
を
五
、

0
0
0両
一
〇
カ
年
延
べ
返
済
と
し
、

可
を
求
め
た
こ
と
、
別
子
・
立
川
両
銅
山
の
一
手
稼
ぎ
を
願
い
で
た
こ
と
、
吉
岡
の
拝
借
金
九
、

0
0
0両
一
〇

④
 

カ
年
年
賦
返
済
も
一

0
ヵ
年
延
べ
返
済
に
改
め
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
重
秀
は
こ
れ
を
見
て
、
文
言
を
短
く
せ
よ

と
て
差
戻
し
た
が
、

の
で
、
認
め
直
し
て
孫
兵
衛
が
持
参
し
た
。
重
秀
は
な
お
も
、
文
言
が
長
く
当
方
よ
り
願
書
の
案
を
遣
わ
す
と
い

水
抜
を
切
抜
け
ば
、

述
べ
、

一
石
に
つ
ぎ
代
銀
五

0
匁
と
し
、

そ
の
代
り
に
年

な
お
、
拝
借
金
一
万
四
、

0
0
0
両
は
余
り
に
嵩
高
な
れ
ば
一
万
両
に
削
減
せ
よ
と
告
げ
た

四



つ
き
代
銀
五

0
匁、

-
0
カ
月
延
べ
上
納
の
願
書
を
認
め
、

五

い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
へ
拝
借
金
一
万
両
、
別
子
へ
毎
年
買
請
米
六
、

0
0
0
石、

⑤
 

五
日
に
友
榮
が
持
参
提
出
し
た
。

三
月
八
日
に
い
た
っ
て
、
呼
出
が
あ
り
、
重
秀
自
ら
友
榮
に
、
願
意
を
聞
届
け
る
旨
を
申
渡
し
た
。
重
秀
が
住

友
に
対
し
て
、
好
意
的
で
あ
っ
た
態
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
よ
り
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
と
ぎ
も

其
外
何
二
而
も
指
閻
候
事
在
之
候
ハ
ヽ
、
其
方
逗
留
之
内
、
急
ミ
以
書
付
申
来
候
へ
、

ま
た
、
住
友
よ
り
願
出
て
、
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
の
銅
荷
物
を
大
阪
ま
で
海
上
輸
送
す
る
と
き
、

印
を
使
用
す
る
こ
と
、
両
銅
山
入
用
銀
を
大
阪
よ
り
陸
送
す
る
と
ぎ
、
御
用
銀
と
記
し
た
御
紋
付
の
指
札
お
よ
び

御
用
提
灯
を
使
用
す
る
こ
と
も
聞
届
け
ら
れ
た
。
友
榮
よ
り
は
、
拝
借
金
・
買
請
米
・
日
の
丸
御
船
印
・
御
紋
付

指
札
・
御
用
提
灯
の
免
許
に
対
し
て
請
状
を
差
出
し
た
が
、

抜
工
事
と
別
子
銅
山
の
新
道
付
替
工
事
の
た
め
許
可
さ
れ
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑦
 

取
り
、
友
榮
は
そ
の
月
末
に
帰
阪
し
た
。

不
依
何
二
可
成

日
の
丸
の
船

そ
の
請
状
に
は
拝
借
金
・

買
請
米
は
吉
岡
銅
山
の
水

五
月
十
三
日
金
一
万
両
を
受

こ
の
よ
う
に
し
て
、
元
緑
十
五
年
六
月
か
ら
住
友
で
は
、
吉
岡
銅
山
の
第
二
次
経
営
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ

の
後

事
者
指
閻
不
申
様
二
可
相
成
候

R
 。

と
い
っ
た
と
い
う

一
石
に



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

た
。
同
年
十
一
月
代
官
遠
藤
新
兵
衛
か
ら
御
勘
定
所
へ
、
吹
屋
村
銅
山
は
当
年
五
月
ま
で
は
、
吹
屋
村
庄
屋
五
右

（
住
友
）

衛
門
が
稼
行
し
て
い
た
が
、
六
月
か
ら
は
泉
屋
吉
左
衛
門
が
引
継
い
で
、
現
在
は
水
抜
を
急
ぎ
施
工
中
で
あ
る
こ

⑧
 

と
を
報
告
し
て
い
る
。
大
塚
家
文
書
に
、
天
明
八
(
-
七
八
八
）
年
四
月
に
記
さ
れ
た
「
慶
長
年
中
よ
り
天
明
八
年

申
迄
備
中
園
川
上
郡
吹
屋
村
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
L

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
元
緑
十
五
年
午
六
月
ョ
リ
享
保
元

申
年
迄
、
拾
五
年
切
、
前
之
泉
屋
吉
左
衛
門
御
請
仕
相
稼
申
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
前
之
泉
屋
と
あ
る
の
は
、

延
宝
八
年
（
稼
行
着
手
は
翌
天
和
元
年
正
月
）
以
来
の
第
一
次
経
営
の
記
事
を
承
け
て
書
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
住
友
の
第
一
次
経
営
に
お
い

て
は
、
元
緑
四
年
に
水
抜
の
竣
工
に
よ
っ
て
、

歩
の
瀦
水
を
放
出
で
ぎ
て
、
産
銅
高
は
急
増
し
た
が
、

そ
れ
も
同
六
年
を
最
高
と
し
て
以
後
は
産
銅
情
況
は
悪
化

し
た
。
元
緑
十
四
年
九
月
、
当
時
の
吉
岡
銅
山
の
稼
行
人
吹
屋
村
庄
屋
五
右
衛
門
よ
り
代
官
遠
藤
新
兵
衛
へ
差
出

し
た
願
書
に
、
右
の
情
況
を

又
段
々
堀
下
り
深
敷
二
罷
成
、

候
、
依
之
水
強
御
山
難
稼
仕
常
相
不
申
二
付
、
寅
之
春
泉
屋
御
山
差
上
申
候

R
 

と
述
べ
て
い
る
。
元
緑
十
年
七
月
頃
に
は
、
関
東
・
釜
山
の
両
間
歩
で
、
よ
う
や
<
-
日
に
鉱
石
七
〇
荷
余
が
採

掘
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
翌
十
一
年
が
五
ヵ
年
の
請
負
年
季
の
満
了
の
年
で
あ
る
が
、

は
や
く
も
同
年
春
に
は

（井）

水
貫
か
長
サ
八
尺
九
尺
或
ハ
壼
丈
之
樋
戴
挺
な
ら
ひ
拾
四
挺
堀
下
り
申

こ
れ
ま
で
湛
え
て
い
た
諸
間



嘗
村
御
百
姓
少
分
之
持
高
五
斗
八
斗
或
は
壼
石
高
所
持
仕
候
御
百
姓
二
而
御
座
候
、

仕
候
二
付
、
寅
ノ
年
よ
り
跡
山
私
奉
願
上、

と
述
べ
て
い
る
。
吹
屋
村
百
姓
は
、

を
述
べ
て
、
吹
屋
村
は
高
七

0
石
余
り
の
小
高
、

只
今
迄
御
山
稼
申
候

七

そ
の
後
を
う
け
て
、
吹
屋
村
庄
屋
五
右
衛
門
が
稼
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
が
稼
行
を
引
請
け
る
よ
う
に
な

難
送
、
先
年
か
御
山
稼
を
以
御
年
貢
相
調
来
申
候
、
御
山
無
御
座
候
得
ハ
御
百
姓
仕
御
田
地
も
相
績
不

み
な
零
細
な
田
地
を
所
有
す
る
だ
け
で
、
農
作
の
み
で
は
生
活
は
困
難
で
あ

り
、
掘
子
を
は
じ
め
銅
山
の
稼
働
に
よ
り
渡
世
が
可
能
と
な
り
、
年
貢
を
納
め
る
こ
と
も
出
来
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
の
ち
に
大
塚
が
、
吉
岡
銅
山
の
稼
行
を
請
負
う
た
と
ぎ
、
自
ら
こ
れ
に
挺
身
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情

し
か
も
荒
地
山
田
に
て
、
家
数
は
百
軒
も
あ
り
、
農
業
の
み
で

は
渡
世
な
り
が
た
く
、
村
民
の
過
半
は
銅
山
稼
方
に
よ
り
相
続
し
て
お
り
、
休
山
に
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
こ
と

五
右
衛
門
が
稼
行
を
引
請
け
た
と
ぎ
は
、
深
鋪
の
た
め
に
す
で
に
採
鉱
は
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
元
緑
十
二

年
秋
か
ら
十
枚
間
歩
を
稼
行
し
た
が
、
住
友
が
切
抜
い
た
水
抜
よ
り
、
樋
七
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

を
、
繰
返
し
強
調
し
て
い
る
。

っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
の
願
書
に

⑩
 

銅
山
を
返
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。

八
挺
分
も
掘
下
げ
て
採
掘
し
た
。

（
マ
‘

]）

田
地
彰
二
而
渡
世



五
右
衛
門
等
の
訴
願
は
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

同
十
四
年
秋
頃
に
は
、
樋
二
挺
な
ら
び
で
―
二
挺
を
も
っ
て
水
を
引
い
て
い
る
が
、
湧
水
強
く
、
水
底
へ
掘
下
げ

ろ
う
と
も
い
っ
て
い
る
。
同
年
九
月
、

れ
ば
銅
山
も
栄
え
よ
う
と
い
い
、
鉛
石
を
掘
る
た
め
に
は
樋
二
挺
な
ら
び
で
二
八
挺
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ

⑪
 

五
右
衛
門
は
村
内
の
有
力
者
と
見
ら
れ
る
政
右
衛
門
・
利
右
衛
門
と
連
名

で
、
銅
山
振
興
の
た
め
の
水
抜
工
事
の
計
画
案
と
そ
の
経
費
支
出
の
た
め
拝
借
金
の
許
与
方
の
願
書
を
、
代
官
遠

藤
新
兵
衛
あ
て
に
差
出
し
た
。

千
枚
・
末
廣
・
閥
東
の
諸
間
歩
の
水
底
の
鉛
石
を
採
掘
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

七
ヵ
年
の
工
程
と
見
積
り
、
拝⑫

 

借
銀
一
五
〇
貫
目
の
年
々
の
利
足
銀
で
そ
の
入
用
に
あ
て
、
七
年
後
に
拝
借
銀
を
返
納
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

か

じ

ち

拝
借
銀
に
対
し
、
大
阪
で
家
質
一

0
0
貫
目
分
を
、
残
り
五

0
貫
目
分
は
備
中
で
御
下
知
ど
お
り
の
田
地
を
差
上

げ
る
と
あ
る
。

に
答
え
た
意
見
書
の
中
で
、
吉
岡
銅
山
の
振
興
策
と
し
て
の
水
抜
工
事
計
画
案
は
、

は
大
ぎ
な
変
り
は
な
い
。
住
友
が
元
緑
四
年
に
切
抜
い
た
水
抜
は
、
中
野
川
筋
つ
ま
り
現
在
の
白
石
長
屋
付
近
に

坑
口
を
開
く
も
の
で
、

そ
の
水
抜
の
計
画
と
い
う
の
は
、
坂
本
村
境
よ
り
二

0
三
間
半
の
水
抜
を
切
抜
ぎ
‘

つ
い
に
当
局
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。

地
よ
り
水
抜
を
切
る
た
め
に
は
、
坂
本
村
方
面
に
坑
口
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
住
友
が
当
局
の
諮
問

五
右
衛
門
の
そ
れ
と
趣
意
に

ほ
ぼ
海
抜
四
七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
度
を
も
っ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
低

五
右
衛
門
の
計
画
で
は
坂
本

八



つ
意
味
で
あ
ろ
う
。

上
書
。

こ
れ
に
対
し
住
友
の
考
え
で
は
、
村
境
に
接
す
る
が
坂
本
村
地
内
に
坑
口
を
切
る
も
の
で
あ

①

第

拾

参

輯

「
別
子
銅
山

の
発
見
と
開
発
」
九
一
ー
九

三
頁
。

②

「
彗
聾
元
詠
四
未
年
か
諸
願
控
」
、
「
元
緑
十
四
“
鱈
御
銅
山

之
覺
」
午
正
月
泉
屋
吉
左
御
門
御
銅
山
之
儀
御
尋

二
付
存
寄
申

御
尋

二
付
申
上
書
。

一疇
詞
鯛
叫
元
緑
四
未
年
か
諸
願
控
」
午
正
月
泉
屋
吉
左
衛
門
拝

借
金
買
請
米
に
付
願
書
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

⑥
こ
の
経
緯
中
で
、
別
子
銅
山
に
関
す
る
事
項

は、

前
輯
「
別
子

⑤ ④
 
「
右
同

二
記
録
」
元
祗
十
五
午
年
泉
屋
吉
左
衛
門
銅
増
益
之
儀

「
右
同

二
記
録
」
午
正
月
泉
屋
吉
左
衛
門
御
銅
山
之
御
尋

二
付

同
年
春
の
返
上
と
訂
正
す
る
。

九

⑪
利
右
衛
門
は
大
塚
氏
初
代
利
（
理
）
右
術
門
宗
勝
で

あ
ろ
う
。

し
た
よ
う
に
記
し
た

が

こ

れ

は

五

右
御
門

の
願
書
に
従
い

明
八
年
の
書
上
に
よ
っ
て
、
住
友
が
元
詠
十
一
年
秋
ま
で
稼
行

⑩
第
拾
弐
輯
「
住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営
L

に
、
前
掲

の
天

門
等
水
抜
普
請
の
為
め
拝
借
銀
願
書
。

⑤
 

申
上
書。

⑥
 
「
元
禄
十
四
巳
年
ョ
リ

兵
衛
覚
。

⑥
 

⑦
 
「
銅
山
維
書
」
元
詠
十
冗
年
拝
借
金
・
家
質
に
つ
ぎ
覚
書
。

「
元
緑
十
四
”
砂

御
釦
山
之
登
」
元
緑
十
五
年
十

一
月
遠
藤
新

銅
山
の
発
見
と
開
発
」
九

八
ー
一

0
五
頁
に
述
べ
て
い
る
。

註 ＜ ヽ

住
友
で
は
こ
の
水
抜
工
事
の
成
否
に
銅
山
の
前
途
を
か
け
て
、

稼
行
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
後
に
も
触
れ
る
。
こ
れ
が
延
長
間
数
に
大
差
の
あ
る
理
由
の
―
つ
で
あ
る
。

ど
ヽ

八
カ
年
で
切
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
坂
本
村
境
よ
り
と
い
う
の
は
、

村
境
よ
り
延
長
二

0
三
間
半
を
七
ヵ
年
で
切
る
と
あ
り
、
住
友
の
意
見
書
で
は
、

銅
座
留
帳
」
元
緑
十
四
年
巳
九
月
五
右
衛

と
も
か

坂
本
村
境
の
吹
屋
村
地
内
に
坑
口
を
も

坂
本
谷
よ
り
延
長
―
―

1
0
0間
ほ



の
出
高
を
書
付
け
た
覚
が
あ
っ
て
、

で
は
、

吹
屋
村
銅
山
に
つ
い
て
は

こ
こ
で
も
口
銅
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

一
夜
分
入
用
を
銀
三―
――匁
四
厘、

に
初
め
て
記
さ
れ
る
が
、

一
カ
年
三
五

四
カ
日
の
入
用

稼
行
経
過
、

〇
貫
目
の
代
銀
五
五

0
匁
ず
つ
の
計
算
で
代
銀
納
す
る
こ
と
、

々
三
分
一
値
段
の
代
銀
で
上
納
し
、
御
番
所
小
屋
は
代
官
所
の
指
示
に
よ
り
住
友
が
建
設
し
、

物
納
の
形
を
と
り
、
残
り
の
銅
を
代
銀
納
と
し
た
。

と
し
て
、
不
足
分
八
九
六
匁
一
分
六
厘
は
稼
行
人
よ
り
補
充
す

る
と
あ
る
。

ま
た
御
番
所
御
入
用
米
一
〇
九
石
二
斗
の
分
を
年

吉
岡
で
は
こ
の
年
の
御
運
上
目
録
に
も
そ
の
事
実
が
見
え
な
い
。

元
緑
十
六
年
九
月
江
戸
店
の
孫
兵
衛
が
、
御
勘
定
所
の
役
人
と
思
わ
れ
る
下
村
甚
兵
衛
よ
り
の
依
頼
で
諸
銅
山

も
負
担
す
る
こ
と
は
、
第
一
次
経
営
の
場
合
と
変
ら
な
い
。

吉
岡
銅
山
の
稼
行
請
負
に
つ
い
て
、

運
上
は
山
師
取
分
銅
一
、

0
0
0
貫
目
に
対
し
一

0
0貫
目
と
し
、

産
鋼
情
況

を
銀
―
一
貫
六
九
六
匁

一
分
六
厘
と
し
、
拝
借
銀
の
貸
付
利
銀

⑫
願
書
と
と
も
に
差
出
し
た
小
日
記
に
よ
る
と
、
水
抜
普
請

一
日

し
か
し
第
二
次
経
営

口
銅
の
制
度
は
、
別
子
銅
山
で
は
元
緑
七
年
の
御
運
上
目
録

そ
の
破
損
修
覆
を

く
ち

た
だ
し
、
運
上
銅
の
六

0
分
一
を
口
銅
と
よ
ん
で
現

一
カ
年

一
〇
貫
八

0
0
目
(
-
力
月
六
朱 1

0
 

1
0
 

一
カ
年
七
分
二
朱
）



此
謬

但
銅
壼
ヶ
年
二
拾
六
七
万
斤
も
出
申
候
、
是
ハ
去
年
か
又
ミ
取
立
申
山
之
義
二
御
座
候
故
、
此
後
ハ
段

ミ
重
ク
出
可
申
様
二
奉
存
候

①
 

と
あ
る
。
し
か
し
、
元
緑
十
五
年
中
に
、
手
山
即
ち
住
友
経
営
の
吉
岡
銅
山
よ
り
大
阪
へ
送
ら
れ
た
銅
高
は
二
万

R
 

四
、
六
四
四
斤
、
二
三
六
丸
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
六
月
以
後
の
ほ
ぼ
産
銅
高
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

官
遠
藤
新
兵
衛
が
、
吹
屋
村
へ
出
張
し
て
検
分
し
た

と
こ
ろ
を
御
勘
定
所
へ
報
告
し
た
中
に
、
水
抜
工
事
に
従
事

し
て
い
る
他
方
で
は
、
鉛
石
を
掘
っ
て
い
る
情
況
を
述
べ
て
「
庄
屋
五
右
衛
門
稼
の
時
分
よ
り
銅
も
少
ミ
多
出
申

年
頃
に
そ
れ
ほ
ど
の
産
銅
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
住
友
の
第
一
次
経
営
の
末
期
元
緑
十
年
に
は
約
―

1
0
万

斤
の
産
銅
が
あ
っ
た
が
、
孫
兵
衛
は
そ
の
記
憶
よ
り
推
測
し
て
こ
の
よ
う
な
報
告
を
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

元
緑
十
六
年
の
産
銅
高
に
つ
い
て
は
所
見
が
な
い
。

R
 

録
が
あ
る
。

備
中
國
吹
屋
村
銅
山
御
運
上
目
録

銅
高
五
千
七
拾
九
貫
五
百
目

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

出
来
銅
辻

候
」
と
い
っ
て
い
る
。
先
ぎ
の
孫
兵
衛
の
覚
に
、

し
か
し
翌
宝
永
元
(
-
七
0
四
）
年
分
に
つ
い
て
は
次
の
記

一
カ
年
に
ニ
ハ
、

七
万
斤
も
出
る
と
あ
る
が
、
元
緑
十
四
、

五

同
年
秋
代



こ
れ
に
よ
る
と
、

五
月
以
後
は
涌
水
が
は
げ
し
い
た
め
採
掘
が
不
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
稼
行
の
前
途
が
多

難
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宝
永
二
年
以
降
の
銅
の
出
来
高
（
産
銅
額
）

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
銅
山
御
運
上
目
録
」
お
よ
び
「
豫
州
備
中
御
運
上
控
帳
」
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う

遠
藤
新
兵
衛
様

御
手
代
中

座
候
以
上

代
銀
戴
貫
四
百
九
拾
七
匁
四
分
戴
厘

右
之
銅
申
正
月
か
同
四
月
迄
四
ヶ
月
分
燒
吹
仕
、
御
差
圏
を
請
間
符
燒
鼈
床
屋
之
内
畳
夜
御
吟
味
之
上
御

改
被
成
、
小
帳
面
之
通
相
違
無
御
座
候
、
尤
五
月
か
極
月
迄
ハ
鋪
内
水
強
稼
相
止
申
候
二
付
右
之
通
―
―
御

賓
永
戴
年
酉
正
月

残
四
百
五
拾
四
貫
七
十
六
匁
五
分
一
厘

内
七
貫
六
百
九
拾
六
匁
賦
分
壼
厘

口

銅
百
貫
目
二
付

代
銀
五
百
五
拾
匁

但

銅

四
百
六
拾
壺
貫
七
百
七
拾
戴
匁
七
分
賦
厘

御

運

上

四
千
六
百
拾
七
貫
七
百
戴
拾
七
匁
戴
分
八
厘
山
師
取
分

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

と
運
上
銅
代
銀
を
、

泉

屋

吉

左

衛

門

銅
千
貫
目
二
付

但

（

マ

、

）

御
運
上
百
拾
/
目
ツ
、

拾
賦
貫
目
二
付

口
銅
賦
百
目

ツ
、

但



、。し
こ
れ
で
見
る
と
、
年
々
の
産
銅
額
は
高
低
が
は
げ
し
く
、

四
年 一年

二
年

正
徳
元
年

七
年

六
年

五
年

四
年 一年

宝
永
二
年

多日

一
九
、

一
六
、

四
六
、

に
な
る
。
運
上
銅
代
銀
は
、
運
上
銅
よ
り
口
銅
を
控
除
し
た
残
り
の
上
納
銅
代
銀
で
あ
る
。

二
二
、

―
一
、ニ

―-‘

四
四
、

二
七
、

一
七
、

九
四
四
斤
余

一
、
四

0
七
斤
余

宝
永
五
年
よ
り
正
徳
二
年
ま
で
五
ヵ
年
間
の
、
大
阪
の
吹
屋
の
諸
国
銅
の
買
入
高
と
買
入
値
段
の
記
録
が
あ
る

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

六
五
五
斤
余

八
三
二
斤
余

八
二
三
斤
余

八
一
〇
斤
余

六
二
八
斤
余

七
四
〇
斤
余

五
―
―
―
―
斤
余

七
四
一
斤
余

銀

か
つ
そ
の
最
高
額
さ
へ
な
お
五
万
斤
に
達
し
て
い
な

一
、
四
―
―
匁
六
七

一
、
五
四
六
匁
二
四

二、
．
 

ヽ 一
、
七
八
八
匁

九

0
五
匁
七
一

一、

0
八

0
匁
九
八

三
ニ
ニ
匁
四
四

一
八
八
匁
七
四

―

-
0
匁
七
二

、
五
二
六
匁
八

―
-
、
六
六
八
匁



ま
た
、

四
年

――年

口
正
徳
二
年

二
年

七
年

六
年

巳
宝
永
五
年

正
徳
元
年

銅 銅

一
六
、

0
0
0斤

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後④

 

が
、
吉
岡
銅
の
分
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
買
入
値
段
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
）

五
八
、

五

0
0斤

二
九
、

0
0
0斤

四
三
、
九

0
0斤

二
―

‘
0
0
0斤

1
0
、
0
0
0
斤

銀

正
徳
六
（
享
保
元
）
年
五
月
、
大
坂
町
奉
行
鈴
木
利
雄
の
依
頼
に
よ
り
、

カ
年
間
の
諸
国
銅
の
大
阪
廻
着
高
、
代
銀
高
お
よ
び
値
段
付
（
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
）
を
吹
屋
よ
り
書
上
げ
て
い
る

⑤
 

が
、
吉
岡
銅
の
分
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

七、

0
0
0斤

三
、
八

0
0
斤

付
を
大
坂
町
奉
行
所
へ
提
出
し
て
い
る
が
、

銀

―
二

0
匁

―
二

0
匁

―
二

0
匁

さ
ら
に
、
住
友
が
宝
永
五
年
よ
り
正
徳
三
年
ま
で
六
カ
年
間
の
銅
買
入
高
、
手
山
銅
登
り
高
お
よ
び
代
銀
の
書

⑥
 

そ
の
う
ち
吉
岡
銅
の
分
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

―-
0
匁

―-
0匁

1
0
五
匁

1
0
五
匁

1
0
五
匁

正
徳
二
年
よ
り
同
五
年
ま
で
四

一
四



た
わ
け
で
な
く
、

――年
二
年

正
徳
元
年

七
年

六
年

詞
宝
永
五
年

一
部
は
さ
ら
に
他
の
吹
屋
に
も
売
渡
さ
れ
た
。

銅

五

0
、

四
四
、

八
四
五
斤

―1
0
0
斤

五

0
0
斤

1
0
、

0
0
0
斤

二
三
、

0
0
0斤

荒
銅
を
銅
座
が
買
上
げ
、
吹
屋
に
賃
吹
さ
せ
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

二
五
、
二
六

0
斤

ニ
四
、

銀

二
七
、

四
六
、

七
八
六
匁

七
二
五
匁

五
――-
、
三
八
七
匁
二
五

二
五
、

四

0
0
匁

―
一
、

0
0
0
匁

三
四
、

五

0
0
匁

手
山
は
住
友
経
営
の
銅
山
で
、
別
子

・
吉
岡
両
銅
山
の
ほ
か
、

五

正
徳
三
年
に
は
日
向
の
日
平
銅
山

・
土
佐
の
桑

瀬
銅
山
や
播
磨
の
小
畑
銅
山
が
あ
る
。
元
緑
十
四
年
銀
座
加
役
と
し
て
大
阪
に
銅
座
が
設
け
ら
れ
、
諸
国
よ
り
大

阪
へ
送
ら
れ
た
荒
銅
は
、
実
際
は
銅
商
吹
屋
が
綽
銅
．
型
銅
に
吹
い
て
長
崎
廻
銅
や
地
売
払
に
当
る
が
、
す
べ
て

地
売
払
値
段
お
よ
び
仕
法
を
指
示
し
、
自
ら
長
崎
廻
送
す
る
と
い

う
形
式
を
採
っ
た
。
正
徳
二
年
銅
座
を
廃
止
し
、
六
月
か
ら
吹
屋
一
七
人
が
長
崎
廻
銅
も
引
請
け
て
差
送
る
よ
う

に
な
っ
た
。
住
友
が
、
手
山
の
産
銅
は
す
べ
て
引
取
り
そ
の
吹
屋
で
吹
い
た
こ
と
に
は
、
実
際
上
は
変
り
は
な
い
。

そ
の
他
に
秋
田
・
永
松
・
生
野
等
を
は
じ
め
諸
銅
山
の
産
銅
の
一
部
を
買
入
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
住
友
で
吹
い



山
元
の
出
来
銅
裔
は
一
万
五
、
九

0
0斤
で
あ
る
が
、

正
月
よ
り
九
月
十
二
日
ま
で
の
登
り
高
は
一
万
斤
で
、

正
徳
二
年
十
月
住
友
よ
り
代
官
平
岡
彦
兵
衛
へ
提
出
し
た
報
告
で
は
、
同
年
正
月
よ
り
八
月
ま
で
に
吉
岡
銅
山

年
正
月
の
届
出
に
は
、

①
 

致
す
る
。

（
代
銀
高
は
口
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
）

同
四
年
中
の
登
り
高
は
三
、
八

0
0斤
、
代
銀
七
貫
九
八

0
匁
と
あ
り
、

0
匁
と
あ
る
か
ら
、

多
く
な
っ
て
い
る
。

と
同
の
吉
岡
銅
高
は
、

正
徳
二
年
分
を
除
い
て
は
一
致
せ
ず
、

五
カ
年
分
の
合
計
高
も
日
の
方
が
七
、
五
九
五
斤

月
の
届
出
に
は
、

正
徳
元
年
十
一
月
よ
り
同
年
極
月
晦
日
ま
で
の
登
り
高
は
、

り
十
一
月
十
五
日
ま
で
の
登
り
高
は
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

宝
永
七
年
十
月
住
友
よ
り
大
坂
三
郷
惣
年
寄
会
所
へ
の

届
出
に

よ
る
と
、

宝
永
六
年
中
に
住
友

へ
送
ら
れ
た

十
月
の
同
じ
く
届
出
に
よ
る
と
、

匁
と
あ
る
。
こ
の
数
字
は
同
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。

さ
ら
に
正
徳
元
年
十
一
月
の
届
出
に
は
、
同
年
正
月
朔
日
よ

二
万
二
、

0
0
0斤、

正
徳
元
年
中
の
登
り
高
は
計
二
万
五
、

0
0
0斤
と
な
っ
て
、

（一

ー
カ）

た
、
正
徳
三
年
二
月
の
届
出
に
、
同
二
年
中
の
登
り
高
一
万
斤
、
代
銀
ニ
一
貫
匁
と
あ
り
、
伺
と
一
致
す
る
。
日

ま
た
曰
口
で
正
徳
二
年
分
に
差
が
あ
り
、
口
詞
の
正
徳
三
年
分
に
も
多
少
が
あ
る
。
正
徳
五

「
備
中
吹
屋
村
御
山
銅
」
の
登
り
高
は
二
万
四
、
二

0
0斤、

斤
数
は
口
と
合

ほ
ぼ
同
の
数
字
に
近
い
。

三、

0
0
0斤
、
代
銀
三
貫
三
〇

代
銀
二
四
貫
二

0
0匁
と
あ
り
、

宝
永
七
年
中
の
同
じ
く
登
り
高
は
四
万
四
、
五

0
0斤
、
代
銀
四
六
貫
七

0
0

代
銀
二
五
貫
四

0
0匁
と
あ
り
、

一
六

前 ま

ま
た
正
徳
元
年

翌
正
徳
二
年
正



水
抜
の
工
事
に
重
点
が
お
か
れ
た
が
、
他
方
に
お
い
て
、

あ
る
。
登
り
高
・
買
入
高
は
後
者
に
よ
る
も
の
で
、

り
正
徳
二
年
ま
で
五
カ
年
の
出
来
銅
高
を
合
計
す
る
と
、

わ
け
で
な
い
か
ら
、

R
 

正
徳
元
年
の
同
期
間
の
大
阪
着
銅
高
は
一
万
八
、
二
六
〇
斤
で
あ
っ
た
と
い
う

正
徳
三
年
正
月
よ
り
七
月
十
五
日
ま
で
の
廻
着
銅
高
は
一
万
五

‘
1
0
0
斤
で
、

R
 

そ
れ
は
二
、

0
0
0
斤
で
あ
る
と
見
え
る
。

あ
る
の
は
、
廻
着
銅
を
受
入
れ
た
期
日
に
よ
っ
て
集
計
に
差
が
生
ず
る
の
も
一
因
ら
し
い
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
銅
山
御
運
上
目
録
」
等
に
よ
る
産
銅
高
を
、
該
当
年
度
の
大
阪
登
り
高
或
は
買
入
高

と
比
較
す
る
と
、

で
は
、

こ
の
よ
う
に
報
告
に
よ
っ
て
、

そ
の
間
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
も
と
よ
り
産
銅
が
す
べ
て
そ
の
年
内
に
大
阪
へ
廻
送
さ
れ
た

一
致
し
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

一
七

涌
水
に
苦
し
み
な
が
ら
古
間
歩
の
採
鉱
を
つ
づ
け
た
。

こ
れ
は
、

一
三
万
六
、

0
九
五
斤
六
二
五
と
な
る
。

し
か
し
、

こ

た
と
え
ば
、
運
上
控
帳
に
よ
っ
て
宝
永
五
年
よ

は
も
と
よ
り
詞
の
合
計
高
に
比
較
し
て
も
一
万
八
、
七
一
〇
斤
ほ
ど
少
な
い
。

上
の
基
準
と
な
る
公
式
の
掛
改
め
と
、
稼
行
人
が
わ
で
行
な
っ
た
貫
目
掛
け
と
は
、

曰
の
合
計
高

宝
永
四
年
の
出
来
銅
高

を
加
算
し
て
よ
う
や
く
近
似
す
る
ほ
ど
の
大
ぎ
な
開
ぎ
で
あ
る
。
銅
山
山
元
で
行
な
わ
れ
る
公
儀
改
め
、
即
ち
運

目
方
が
違
っ
て
い
た
よ
う
で

こ
れ
が
実
際
の
目
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑩
 

れ
が
前
述
の
よ
う
な
大
ぎ
な
開
ぎ
を
生
じ
た
有
力
な
事
由
で
あ
る
ま
い
か
。

お
そ
ら
く
、

同
じ
年
度
分
の
登
り
銅
高
に
出
入
が

さ
ら
に
正
徳
四
年
七
月
の
報
告

正
徳
四
年
の
同
期
間
の



住
友
の

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

本
十
枚
間
歩
は
、

万
治
・
寛
文
頃
に
大
阪
の
濱
田
屋
庄
兵
衛
が
稼
行
主
時
代
に
、

坪
と
よ
ば
れ
た
の
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
）

に
お
い
て
、

そ
の
下
財
廣
嶋
七
郎
左
衛
門
等

が
取
明
け
た
と
い
わ
れ
る
が
、
宝
永
三
年
盆
後
よ
り
翌
年
正
月
末
へ
か
け
て
、
二
挺
な
ら
び
で
、
大
角
樋
―
―
―
―
挺

と
さ
ら
に
小
角
樋
四
挺
合
わ
せ
て
一
七
挺
を
装
置
し
た
。
そ
し
て
本
十
枚
の
う
ち
西
の
坪
（
本
十
枚
の
枝
坑
七
丁

そ
の
根
戸
（
底
部
）
か
ら
涌
水
を
小
樋
七
丁

こ
れ
を
箆
で
導
い
て
、
本
樋
（
前
述
の
二
挺
な
ら
び
の
一
七
挺
の
樋
）
で
揚
水
し、

寛
で
船
鋪
の
排
水
路

へ
流
し
て
坑
外
へ
放
出
し
た
。
本
十
枚

・
船
鋪
両
間
歩
間
の
寛
の
延
長
は
―
二
五
間
と
い
う
。

七
月
涌
水
強
く
て
採
掘
を
や
め
た
。
中
十
枚
間
歩
は
、
住
友
の
第
一
次
経
営
の
泉
屋
彦
兵
衛
名
代
時
代
に
取
明
け

た
が
、
本
十
枚
と
坑
内
で
疏
通
し
て
お
り
、

覧
の
延
長
が
一

0
0
間
余
あ
る
。
宝
永
四
年
春
よ
り
取
明
け
に
か
か

り
、
や
が
て
本
十
枚
の
採
掘
を
中
止
し
た
の
で
、
代
わ
っ
て
採
掘
に
着
手
し
た
。
本
樋
―
―
挺
で
涌
水
を
揚
げ
て

寛
に
注
い
だ
の
で
あ
る
が
、
樋
七
番
つ
ま
り
七
挺
目
の
樋
よ
り
東
の
と
こ
ろ
に
鉛
が
出
た
。

〇
挺
目
ま

で
下
が
る
と
細
く
な
り
、

や
が
て
涌
水
が
強
く
な
り
、

し
か
し
宝
永
四
年

し
か
し
そ
の

鉛
も

一

⑪
 

十
一
月
に
は
採
掘
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
正
徳

元
年
に
納
戸
山
間
歩
を
取
明
け
て
少
量
の
鉛
を
採
っ
た
が
、

瀬
戸
間
歩
の
採
掘
は
失
敗
し
て
い
る
。

正
徳
三
年
春
代
官
平
岡
彦
兵
衛
は
、
住
友
に
対
し
て
、
吉
岡
銅
山
の
採
掘
を
止
め
て
、
水
抜
工
事
の
み
に
専
心

し
て
い
る
よ
う
に
聞
く
が
、

で
揚
げ
‘

そ
れ
が
事
実
な
ら
採
掘
中
止
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か
と
尋
ね
た
。
こ
れ
に
住
友
よ

一
八



り
答
え
た
中
に

右
銅
山
之
儀
稼
相
止
候
儀
、
全
無
御
座
候
、
元
来
此
御
山
之
義
敷
百
年
稼
申
御
山
二
而
御
座
候
故
、
中

稼
場
無
敷
御
座
候
得
共
、
水
抜
成
就
仕
候
迄
ハ
先
年
切
残
候
鉛
石
少
ッ
、
掘
揚
、
唯
今
迄
燒

吹
仕
来
り
候
得
共
、
年
ミ
古
山
―
―
罷
成
候
二
随
ひ
、
中
通
り
鉛
石
掘
盛
し
、

淋
敷
相
見
へ
申
候
、
鉛
石
掘
場
御
座
候
得
ハ
相
止
申
儀
曽
而
無
御
座
候
、
惣
而
古
鋪
之
内
ヲ
稼
申
事
ニ

御
座
候
故
、
鉛
石
二
逢
候
ヘ
ハ
、
夫
―
―
應
し
鎚
敷
相
立
燒
吹
仕
候
故
、

申
候
得
ハ
、
鉄
さ
か
し
と
申
迄
を
切
申
事
二
御
座
候
故
、

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
年
暮
に
住
友
よ
り
平
岡
代
官
へ
あ
て
た
願
書
に

中
通
り
敷
ヶ
所
之
古
間
符
取
明
、
大
造
成
普
請
仕
0
中
略
其
上
中
通
り
稼
山
も
掘
盛
シ
唯
今
二
て
ハ
稼

可
申
場
所
も
無
御
座
候

と
い
っ
て
い
る
。
古
間
歩
取
明
け
大
造
な
る
普
請
と
い
う
の
は
、
本
十
枚
や
中
十
枚
の
取
明
け
の
工
事
を
含
め
て

述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

盤
も
堅
く
計
画
通
り
に
進
捗
せ
ず
、
住
友
で
は
銅
山
返
上
の
方
針
へ
傾
い
て
い
っ
た
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

御
事

通
ニ
ハ
、

一
九

お
の
つ
か
ら
次
第
二
山
稼

山
稼
賑
ひ
申
候
、
鉛
石
二
逢
不

お
の
つ
か
ら
稼
尺
取
不
申
様
二
相
聞
へ
申
候

し
か
し
正
徳
に
な
る
と
、
出
来
銅
高
は
い
よ
い
よ
減
少
し
た
。
他
方
に
水
抜
工
事
は
、
岩



②
 

①
 

註

四

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

「
銅
座
御
用
控
」

九
月
十
七
日
泉
屋
孫
兵
衝
覚。

「
銅
座
御
用
控
」
未
十
月
泉
屋
吉
左
衛
門
午
年
中
手
山
銅
元
彿

目
録
。

R

「

闘

御

運

上

控
帳
」
。

④

正
徳
三
年
巳
四
月
「
去
ル
子
年
か
辰
年
迄
五
ケ
年
分
買
入
銅
高

井
買
直
段
之
書
付
L
o

仰
付
候
辰
年
か
去
未
年
迄
四

ケ
年
分
廻
着
銅
之
員
敷
井
直
段
付

同
代
銀
高
之
控
帳
」
。

R
正
徳
―
―一
年
巳
五
月
「
子
年
か
辰
年
迄
銅
買
入
高
手
山
銅
登
高
代

元
緑
十
五

程
水
抜
深
参
候
」

疏
水
坑
工
事
、

（
一
七

0
二
）
年
六
月
、

同
年
秋
代
官
遠
藤
新
兵
衛
が
銅
山
を
検
分
し
て
御
勘
定
所
へ
報
告
し
た
中
に

と
見
え
る
。

経
営
の
終
末

R

正
徳
六
年
申
五
月
「
正
徳
六
年
申
四
月
廿
九
日
於
飛
騨
守
様
被

⑪ ⑩
前
輯
「
別
子
銅
山
の
発
見
と
開
発
」

―
二
九

I
-―――四
頁
参
照
。

⑥
午
七
月
泉
屋
吉
左
衛
門
覚
。

⑥ 

「
備
中
銅
山
控
」
辰
十
月
泉
屋
吉
左
衛
門
覚
。

銀
書
付
」
、
「
巳
年
中
銅
買
入
高
井
手
山
銅
登
高
代
銀
之
書
付」、

「
無
名
帳
、
銅
吹
屋
仲
間
控
」
正
徳
四
年
午
正
月
十
八
日
辰
巴

雨
年
手
山
銅
廻
着
之
覺゚

⑦
住
友
よ
り
大
坂
三
郷
惣
年
寄
会
所

へ
の
届
出
は
、

留

二
番
」
に
よ
る
。

「
宝
の

山
L
o

「
年
々
諸
用

吉
岡
銅
山
の
経
営
を
引
継
ぐ
と
と
も
に
、
直
ち
に
水
抜
工
事
に
着
手
し
た
。

「
常
秋
拙
者
出
張
見
分
仕
候
慮
、
餘

二

0



二
間

一
尺
六
寸

お
お
ぎ
り

こ
の
水
抜
の
所
在
地
は
何
処
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
大
塚
が
切
抜
い
た
疏
水
坑
を
新
水
抜
大
切
と
い
う
に
対
し
て
、

銀
座
が
稼
行
し
た
と
ぎ
切
抜
い
た
疏
水
坑
を
古
水
抜
大
切
と
よ
ん
だ
。
大
塚
も
銀
座
が
着
工
し
た
水
抜
の
跡
を
承

け
て
、
新
水
抜
を
切
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
銀
座
も
お
そ
ら
く
住
友
の
着
手
し
た
水
抜
の
跡
を
承
け
て
古
水
抜
を

切
進
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
銀
座
が
切
抜
い
た
古
水
抜
も
、
大
塚
が
切
抜
い
た
新
水
抜
も
、

に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
住
友
や
前
稼
行
者
五
右
衛
門
の
水
抜
計
画
は
、

一
番
通
洞
は
海
抜
四
五
四
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
あ
る
。
住
友
が
第
一
次
経
営
に
切
っ
た
水
抜
は
中
野
川

筋
即
ち
白
石
長
屋
付
近
に
水
抜
口
を
開
く
も
の
で
、

元
緑
十
五
年
六
月
よ
り
極
月
ま
で
、
同
年
内
に
九
間
一
尺
五
寸
を
切
っ
た
が
、
以
後
掘
進
の
速
度
が
鈍
っ
て
、

①
 

宝
永
五
年
五
月
ま
で
に
、
二
五
間
一
尺
七
寸
五
分
を
切
っ
た
。

五
間
三
尺
九
寸

三
間
五
尺
五
寸

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

わ
れ
る
。

住
友
の
着
手
し
た
水
抜
が
、

二
年
中

宝

永

元

年

中

元
緑
十
六
年
中

先
ず
千
枚
間
歩
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

と
も
に
船
鋪
間
歩

そ
の
延
長
間
数
よ
り
い
っ
て
も
、

お
よ
そ
一
〇
メ

ー
ト
ル
余
の
高
低
差
が
あ
ろ
う
。

は
た
し
て
以
上
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
は
現
在
の
一
番
通
洞
に
該
当
す
る
と
思



「
宝
の
山
」
に
よ
る
と
、
水
抜
工
事
の
年
々
の
進
捗
情
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

一
間
三
尺

一
間
五
尺
一
寸
五
分

三
年
中

五
年
正
月
よ
り
五
月
晦
日
ま
で

宝
永
五
年
ま
で
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
は
笠
岡
代
官
遠
藤
新
兵
衛
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
翌
年
よ
り
別
子
は
石

原
新
十
郎
、
吉
岡
は
京
都
代
官
平
岡
次
郎
右
衛
門
・
同
彦
兵
衛
の
支
配
と
な
り
管
轄
が
分
れ
た
。
同
年
十
月
、
住

友
よ
り
石
原
・
両
平
岡
あ
て
、
拝
借
金
一
万
両
は
七
分
通
り
は
豫
州
銅
山
の
仕
入
に
、
三
分
通
り
は
備
中
銅
山
の

入
用
（
水
抜
工
事
の
）
に
使
用
し
て
い
る
現
状
を
述
べ
、
拝
借
金
の
内
訳
方
を
願
出
た
が
、

五、

0
0
0両
は
備
中

R
 

銅
山
付
、
残
り
五
、

0
0
0
両
は
買
請
米
六
、

0
0
0
石
と
と
も
に
豫
州
銅
山
付
と
裁
定
さ
れ
た
。
正
徳
二
年
二
月

に
は
、
住
友
よ
り
水
抜
工
事
が
第
一
と
心
得
て
努
め
て
い
る
が
、
堅
固
な
巖
石
に
逢
い
、
火
を
か
け
る
な
ど
工
夫

し
た
が
、
思
う
よ
う
に
捗
ら
な
い
、

そ
れ
を
切
抜
け
ばR

 

ま
た
工
事
も
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
、
拝
借
金
の
返
納
を
来
る
寅
年
ま
で
一

0
ヵ
年
延
べ
る
こ
と
を
願
出
た
。

正
徳
二
年
が
拝
借
金
返
納
の
期
限
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
三
月
に
両
平
岡
代
官
よ
り
拝
借
金
差
延
べ
に
つ
い
て
意

見
を
活
え
て
、
御
勘
定
所
へ
伝
達
し
て
聞
届
け
ら
れ
た
。

五
尺
一
寸

し
か
し
こ
の
巖
石
は
一
〇
間
、
二

0
間
と
考
え
る
か
ら
、

四
年
中



九
間
―
―
―
尺
五
寸

五
間
四
尺
九
寸

一
間
三
尺
五
寸

一
間
四
尺
五
寸
五
分

一
間
五
尺
四
寸
五
分

三
間
五
寸

五
間
二
尺

正
徳
元
年

宝
永
五
年
五
月
の
前
に
記
し
た
水
抜
工
事
の
年
々
の
進
捗
情
況
と
少
差
が
あ
っ
て
、
同
四
年
ま
で
六
ヵ
年
に
約

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

九
間
五
寸

（

マ

）三
九
間
三
尺

計
一
間
二
尺
六
寸
五
分

一
間
五
尺
六
寸
五
分

二
間
二
尺
六
寸

四
間

一
尺

一年
二
年

七
年

ハ
年

五
年

四
年

――年
二
年

宝

永

元

年

元
緑
十
六
年

元
緑
十
五
年
六
月
よ
り

同
極
月
晦
日
ま
で



五
尺
「
宝
の
山
」
の
記
載
は
長
く
な
っ
て
い
る
。
正
徳
二
、
三
年
は
宝
永
年
間
に
比
較
し
て
、

ǹ‘ 

た
カ

や
や
工
事
は
捗
っ

④
 

そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
切
延
間
数
は
最
初
の
計
画
の
延
長
―
―

1
0
0間
に
対
し
て
は
程
遠
い
。
古
間
歩
の
稼

場
も
掘
尽
し
た
状
態
で
、

ま
た
近
年
は
物
価
高
騰
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
工
事
を
続
行
す
れ
ば
失
費
は
ま
す
ま
す
嵩

み
、
末
々
に
は
拝
借
金
返
納
も
覚
束
な
い
と
い
う
の
で
、
住
友
も
不
本
意
な
が
ら
一
旦
稼
行
を
打
ち
切
り
拝
借
金

と
銅
山
の
返
上
を
決
意
し
た
。
そ
こ
で
正
徳
―
―
―
年
十
二
月
十
日
晩
、
友
榮
自
ら
上
京
し
て
代
官
所
へ
願
書
を
提
出

去
辰
年
か
今
年
迄
水
抜
間
敷
拾
爪
間
餘
切
通
し
候
得
共
、
兼
而
奉
存
寄
候
と
相
違
仕
、
水
抜
順
道
堅
ク

禰
間
敷
尺
取
申
間
敷
と
奉
存
候
、
其
上
中
通
り
稼
山
も
掘
盪
し
唯
今
に
て
ハ
稼
可
申
場
所
も
無
御
座
候
、

此
後
御
願
を
以
相
稼
候
共
私
カ
二
難
及
奉
存
候
、
唯
今
迄
中
通
り
山
稼
水
抜
仕
入
敷
年
丈
夫
二
仕
候
故
、

賜
敷
損
銀
仕
候

二
付
、
水
抜
成
就
仕
候
ハ
、
損
銀
取
戻
し
可
申
と
奉
存
候
虞
、

近
年
諸
色
別
而
高
直
ニ

罷
成
、
此
末
失
却
相
嵩
末
ミ
御
金
上
納
仕
候
義
無
覺
束
奉
存
候
二
付
、
乍
恐
拝
借
御
金
五
千
雨
代
り
銀

三
百
貫
目
唯
今
被
召
上
、
御
山
差
上
申
様
二
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候

⑤
 

と
あ
る
。

‘、、

と
こ
ろ
カ

そ
の
一

0
日
余
り
後
に
、
手
代
勘
平
が
、

し
た
。
そ
れ
に
は

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

坂
本
村
の
古
間
歩
の
試
掘
に
つ
い
て
の
願
書
を
京
都
へ

ニ
四



抱
え
て
お
く
の
は
、
諸
物
価
高
騰
の
折
難
儀
に
思
わ
れ
る
し
、

か
え
っ
て
下
財
は
わ
が
ま
ま
と
な
り
山
師
の
命
を

銀
切
や
採
鉱
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
古
間
歩
の
稼
場
も
な
く
な
り
、

持
参
し
、
予
め
元
締
家
の
内
意
を
質
し
た
。

問
掘
い
た
し
た
く
、
問
掘
中
鉛
石
が
出
れ
ば
代
官
配
下
の
吹
屋
村
出
役
人
へ
報
告
し
て
そ
の
下
知
を
う
け
る
こ
と

と
し
、

ま
た
当
初
に
少
量
の
鉛
石
が
出
る
う
ち
は
吹
屋
村
へ
引
取
り
製
錬
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
元
締
よ
り

問
掘
の
願
書
を
差
出
す
よ
う
注
意
さ
れ
て
、
勘
平
は
下
阪
し
、
早
々
に
願
書
を
認
め
直
し
て
提
出
し
た
。

こ
の
問
掘
の
結
果
は
思
わ
し
く
な
く
、

候
様
二
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

二
五

そ
れ
は
坂
本
村
の
古
間
歩
を
見
分
し
た
と
こ
ろ
、
望
み
も
あ
る
か
ら
、

し
か
し

翌
正
徳
四
年
五
月
に
は
問
掘
中
止
を
願
う
た
め
手
代
平
助
が
上
京
し
た
。

そ
の
と
ぎ
代
官
か
ら
「
坂
本
問
掘
御
斯
申
上
相
止
候
以
後
、
禰
以
水
抜
無
油
断
相
稼
、
其
外
中
通
無
憬
怠
相
慟
見

つ
ま
り
、
前
年
暮
の
拝
借
金
返
納
、
銅
山
返
上
の
願
書
を
代
官
は
直
ち
に
受
容
れ
な

い
で
、
稼
行
の
継
続
を
強
く
勧
め
た
よ
う
で
あ
る
。
平
助
は
、

ま
た
元
締
藤
木
丈
助
へ
ロ
上
書
を
差
出
し
た
が
、

そ
れ
に
は
現
在
吉
岡
銅
山
で
は
、
掘
子
（
諸
国
鉱
山
で
は
多
く
は
掘
大
工
と
い
う
）
を
二

0
人
ほ
ど
抱
え
て
い
る
が
、

鎚
二
挺
前
即
ち
八
人
に
減
員
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
鎚
一
挺
前
と
は
、
掘
子
四
人
が
一
組
と
な
っ
て
交
替
で
、

聞
か
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
、
水
抜
工
事
に
も
不
精
と
な
る
心
配
も
あ
る
か
ら
、
練
達
し
た
掘
子
を
選
び
水
抜
工
事
に

専
念
さ
せ
、
他
の
も
の
は
古
間
歩
内
に
稼
場
が
で
ぎ
た
と
き
稼
が
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

二
0
人
も
の
掘
子
を
手
業
も
な
く
て



残
り
を
九
月
に
返
納
す
る
こ
と
を
願
出
て
い
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

正
徳
四
年
春
、

こ
の
拝
借
金
返
納
に
金
納
か
銀
納
か
が
問
題
に
な
っ
た
が
、

当

さ
ら
に
住
友
よ
り
拝
借
金
五
、

0
0
0両
の
代
り
銀
―
―

-
0
0貫
目
と
し
銀
に
よ
る
返
納
を
願
出

た
が
、
翌
五
年
春
友
芳
が
貨
幣
改
鋳
の
用
務
で
江
戸
に
あ
っ
た
と
ぎ
、
拝
借
金
返
納
は
銀
で
は
い
け
な
い
、
金
納

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
金
納
し
て
銅
山
を
返
上
す
る
か
ど
う
か
と
間
合
せ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
住
友
で
は
下
命

通
り
に
す
る
こ
と
を
願
出
で
る
こ
と
に
な
っ
た
。R

 

二
、
五

0
0
両
の
上
納
の
聴
許
を
願
っ
て
い
る
。

初
元
緑
十
五
年
拝
借
金
一
万
両
を
銀
を
も
っ
て
貸
与
さ
れ
る
こ
と
を
住
友
で
は
希
望
し
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
を
は

じ
め
西
日
本
で
は
銀
通
用
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
銀
相
場
が
金
一
両
五
八
匁
ほ
ど
で
公
定
相
場
よ
り
高
か
っ

た
事
情
に
も
よ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

に
銀
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

正
徳
四
、

そ
れ
と
と
も
に
、

明
年
九
月
金
二
、
五

0
0
両、

明
後
年
九
月

五
年
頃
は
金
一
両
は
通
用
銀
で
七
五
匁
よ
り
八

0
匁
と
い
う
よ
う

⑦
 

そ
れ
が
銀
納
を
許
さ
な
か
っ
た
お
も
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
住
友
よ
り
の
明
年
・
明
後
年
の
半
金
ず
つ
の
返
納
願
い
に
対
し
、
代
官
平
岡
彦
兵
衛
は
当
年
暮
に
半
額
、

明
年
中
に
残
り
の
返
納
を
命
じ
、

こ
れ
に
対
し
、
年
内
は
す
で
に
余
日
も
な
い
こ
と
ゆ
え
、

半
額
を
明
年
二
月
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
正
徳
五
年
中
に
、
住
友
は
吉
岡
銅
山
経
営
を
打
切
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
年
十
一
月

幕
府
は
、
公
私
領
の
諸
銅
山
に
対
し
て
一
カ
年
に
大
阪
へ
廻
送
す
る
割
合
銅
高
を
定
め
て
、
明
年
正
月
よ
り
八
月

二
六



R
 

② 

―
二

間
余
と
す
れ
ば
、

約
七
間
が
正
徳
―――

年
分
の
十
一
月
頃
ま

っ
て
、
正
徳

二
年
お
よ
び
同
三
年
十

一
月
頃
ま
で

の
切
延
間
数

④

註

⑤

の

願
書
に

衛
・
安
兵
衛
拝
借
金
内
訳
方
に
付
願
書
。

「
備
中
銅
山
控
」

宝
永
六
年
丑
十
月
泉
屋
吉
左
術
門
下
代
五
兵

二
七

い
は
銀
納
の
形
の
も
の
を
、
銀
あ
る
い
は
金
で
納
め
る
場
合
は

⑦
通
用
銀
は
、
中
銀

・
三
宝

・
四
宝
の

諸
銀
で
あ
る
。

金
納
あ
る

R
 

R 

「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
正
徳
―――年
巳
十

二
月
泉
屋
吉
左
術
門
拝

は
幾
分
翌
四
年
の
工
事
を
も
含
む
か
も
知
れ
な
い
。

① 
註 中

ま
で
に
大
阪
へ
送
ら
せ
、

そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
事
情
が
あ
れ
ば
書
面
を
も
っ
て
上
申
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

れ
ら
の
事
情
を
付
札
に
し
て
記
し
て
、
翌
享
保
元
年
六
月
、
住
友
は
じ
め
銅
吹
屋
を
大
坂
町
奉
行
所
に
呼
出
し、

R
 

鈴
木
奉
行
よ
り
申
渡
し
た
。
吉
岡
銅
に
つ
い
て

此
銅
山
之
義
唯
今
迄
之
受
負
願
二
付
山
相
止
候
二
付
、
跡
請
負
人
極
り
山
稼
取
掛
り
銅
出
方
之
様
子
可

申
越
由
、
彦
兵
衛
（
平
岡
氏
）
書
付
差
出
し
候
二
付
常
年
ハ
廻
高
無
之
積
り

「
年
々
諸
用
留

二
番
」
備
中
大
水
抜
間
敷
改
高
。

「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
正
徳

二
年
辰

二
月
泉
屋
吉
左
御
門
拝
借

金
差
延
べ
に
付
願
書
。「

辰
年
方
今
年
迄
水
抜
間
敷
拾
賦
間
餘
」
あ

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

と
あ
る
。

吉
岡
銅
の
割
合
銅
高
は
一
―
-
、

0
0
0斤
で
あ
っ
た
。

で
の
切
延
べ
と
な
る
。
従
っ

て
、
九
間
余

の
切
延
間
数
の
中
に

借
金
、
銅
山
差
上

に
付
願
書。

「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
正
徳
五

年
未
十

一
月
泉
屋
吉
左
衛
門
拝

借
金
返
納
、
銅
山
返
上
に
付
願
書
。

し
か
し
採
掘
中
止
の
銅
山
等
も
あ

っ
て
、

割
合
銅
高
と
、

そ



吹
屋
の
大
塚
文
書
に
、
吉
岡
銅
山
の
古
来
の
稼
行
人
の
次
第
を
記
し
た
文
書
が
二
種
あ
っ
て
、

（
一
八
0
四
）
年
十
一
月
大
塚
利
右
衛
門
よ
り
久
世
役
所
へ
差
出
し
た
「
吉
岡
銅
山
相
績
之
次
第
」

一
は
天
明
八
(
-
七
八
八
）
年
四
月
に
記
し
た
「
慶
長
年
中
ョ
リ
天
明
八
年
申
迄
、
備
中
図
川
上
郡
吹
屋
村
吉
岡
銅

山
請
負
人
覺
」

文
化
元
年
の
書
上
に
よ
る
と
、
享
保
三
(
-
七
一
八
）
年
九
月
、
京
都
の
片
木
屋
甚
兵
衛
が
吉
岡
銅
山
を
請
負
う

こ
と
に
な
っ
て
、
運
上
銅
を
一

0
0斤
に
つ
ぎ
一

〇
斤
ず
つ
納
め
た
と
あ
る
。

に
「
御
出
来
銅
に
外
壼
割
」

と
な
り
、

R
 

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

う
で
あ
る
。

大
塚
の
第
一
次
経
営
と
銀
座
の
稼
行

で
あ
る
。

と
記
さ
れ
る
。
外
一
割
と
い
う
の
は
、
出
来
銅
を
一

①
 

即
ち
山
師
取
分
に
対
す
る
一
割
を
運
上
す
る
法
で
あ
る
。

運
上
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
誤
聞
ら
し
い
。

五

「
年
々
諸
用
留

――一番
」

申

六
月
六

日
鈴
木
飛
騨
守
様
力
御
召
被

金
一
両
銀
六

0
匁
の
公
定
相
場

に
よ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
よ

ま
た
、

そ
の
間
の
産
銅
情
況
は
不
明
で
あ
る

し
か
し
、
片
木
屋
の
稼
行
時
代
に
外
一
割
の

で
あ
る
。

・
一
で
割
っ
た
銅
が
山
師
取
分

こ
の
運
上
銅
は
、
天
明
八
年
の
覚

逝
被
仰
渡
候
御
割
合
銅
之
書
付
之
覺
。
こ
の
書
付
は
申
五
月
付

ニ
八

の
書
上
で
あ
り
、

一
は
文

化
元



が
、
享
保
六
年
ま
で
実
施
せ
ら
れ
た
諸
国
割
合
銅
の
中
に
は
吉
岡
銅
は
見
え
な
い
。

二
九

享
保
七
年
六
月
大
塚
利
右
衛
門
（
二
代
、
宗
俊
）
が
、
吉
岡
銅
山
を
引
請
け
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
十
月
ま
で

二
―
ヵ
年
余
稼
行
し
た
。
こ
れ
が
大
塚
の
第
一
次
経
営
で
あ
る
。
天
明
八
年
の
覚
に

同
寅
（
享
保
七
）
年
か
福
岡
屋
利
右
衛
門
御
請
負
仕
、
御
運
上
銀
ハ
出
来
銅
百
貫
二
付
銅
拾
壼
貫
五
百
目

宛
此
代
銀
六
百
目
之
積
、
出
銅
御
改
之
儀
ハ
毎
日
銅
吹
申
候
度
毎
、
御
役
人
様
銅
山
吹
場
へ
御
出
、
御

改
日
ミ
御
帳
二
貫
目
御
留
置
、
毎
月
晦
日
出
銅
員
敷
之
都
合
山
師
並
同
村
庄
屋
立
合
、
月
日
録
御
役
所

へ
差
上
申
候

R
 

と
あ
る
。
大
塚
文
書
に
、
大
塚
が
銅
山
を
引
継
い
だ
と
き
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
享
保
七
年
正
月
よ

二
七
八
貫
二
五

0
匁
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
但
内
一
割
分
」
と
註
記
さ
れ
て
い
て
、
運
上
銅
は
出
来
銅
高
の

一
割
で
あ
る
か
ら
、

山
師
取
分
の
一
割
即
ち
外
一
割
で
は
な
い
。
こ
の
運
上
銅
は
片
木
屋
が
上
納
す
べ
ぎ
分
で
あ

る
。
運
上
銅
代
銀
は
上
銀
で
一
貫
六
六
九
匁
五
分
で
あ
っ
た
。
上
銀
と
は
享
保
の
新
銀
の
こ
と
で
、
銅
一
〇
貫
目

に
つ
ぎ
新
銀
六

0
匁
の
値
段
で
あ
っ
た
。
大
塚
が
代
っ
て
運
上
銅
代
銀
を
上
納
し
た
よ
う
で
あ
る
。

銅
山
に
は
片
木
屋
の
手
代
六
郎
兵
衛
が
支
配
人
と
し
て
詰
め
て
い
た
が
、
大
塚
は
六
月
二
十
日
・
ニ
十
一
日
ニ

住
友
の

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ

の
後

り
同
年
六
月
二
十
一
日
ま
で
の
出
来
銅
高
は
、

二
、
七
八
二
貫
五

0
0
匁
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
運
上
銅
高
は



山
人
数
と
し
て
、
頭
茂
兵
衛
の
八
人
組
、
頭
太
兵
衛
の
三
（
五
の
誤
り
か
）
人
組
と
い
う
よ
う
に
、
三
人
以
上
の
組

が
六
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
頭
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
一
人
組
が
一
と
、
切
売
と
い
う
こ
と
で
又
七
等
四
人

お
ろ
し
や
ま

を
挙
げ
て
い
る
。
下
山
と
は
稼
行
人
（
経
営
者
）
か
ら
山
即
ち
鋪
（
間
歩
）
を
下
稼
ぎ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
八

人
組
は
八
人
が
仲
間
と
な
っ
て
下
稼
ぎ
す
る
の
で
、
茂
兵
衛
は
そ
の
組
頭
で
あ
る
。
通
常
下
稼
人
は
一
鋪
を
請
持

つ
の
で
、
鋪
持
と
も
よ
ば
れ
る
。
切
売
と
は
、
鋪
内
の
掘
場
（
稼
場
）
を
請
持
つ
の
で
、

大
塚
が
六
郎
兵
衛
か
ら
買
取
っ
た
も
の
の
代
銀
中
で
、

此
斤
三
百
二
十
斤
八
四
二
五
、
但
茂
兵
衛
分
銅
代
、
六
月
廿
二
日
改
銅
」
と
あ
る
銅
代
銀
で
あ
る
。

衛
よ
り
片
木
屋
へ
納
め
た
銅
を
、
大
塚
が
引
継
い
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。

内
訳
は
、
太
兵
衛
分
四

0
匁
二
厘
、

ま
た
、

り‘ 

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

日
の
出
来
銅
六
六
貫
二

0
0匁
を
加
え
て
計
八
二
貫
八

0
0匁
の
銅
を
同
人
よ
り
受
取
っ
た
。
こ
の
銅
代
銀
は
四

九
六
匁
八
分
で
あ
り
、

そ
の
他
に
六
郎
兵
衛
よ
り
買
取
っ
た
鉱
山
用
の
諸
道
具
等
の
代
銀
を
合
わ
せ
て
、
銀
一
貫

八
三
匁
四
厘
と
な
っ
た
。
大
塚
が
取
替
え
上
納
し
た
運
上
銅
代
銀
と
差
引
し
て
五
八
六
匁
四
分
六
厘
が
不
足
で
あ

こ
の
記
録
の
中
に
、
片
木
屋
の
稼
行
の
内
容
に
つ
い
て
い
く
ら
か
窺
い
う
る
記
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
下

や
は
り
下
稼
人
で
あ
る
。

上
銀
二
六
四
匁
五
分
二
厘
は
「
銅
五
拾
一
貫
―
―
一
百
目
、

ま
た
、
同
じ
く
上
銀
一
八
四
匁
九
分
の

五
介
分
七
匁
五
厘
、
吉
三
郎
分
―
―
―
―
七
匁
八
分
三
厘
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
不
足
分
は
七
月
内
に
は
決
済
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

1
0
 

こ

こ
れ
は
茂
兵



1
0
1―-‘ 

こ
れ
に
よ
る
と
、
出
来
銅
高
で
は
か
な
り
良
好
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
塚
は
寛
保

二
年
十
月
で
稼
行
を
打
切
り
、
銀
（
銅
）
座
が
こ
れ
を
引
継
い
だ
。
天
明
八
年
の
覚
に
は
、
十
一
月
よ
り
大
坂
銅
座

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

六
七
、

八
二
三
斤
―
二
五

八
八
、
九
三
九
斤
―
―
―
七
五

―
二
六
、

――――-‘ 

六――-‘

八
二
七
斤
五

四
九
一
斤
八
七

九
九
六
斤
二
五

一
六
九
、
三
一
七
斤
五

四
五
七
斤
五

法
が
行
な
わ
れ
た
。

二
年

れ
も
頭
太
兵
衛
の
五
人
組
、
切
売
の
五
助
、
頭
吉
三
郎
の
三
人
組
よ
り
納
め
た
銅
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、

下
稼
人
は
各
自
に
銅
を
製
出
し
、
片
木
屋
が
こ
れ
を
買
集
め
た
の
で
、
大
塚
の
第
二
次
経
営
の
と
き
、
同
様
の
仕

大
塚
の
第
一
次
経
営
中
で
、
後
期
の
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
よ
り
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
ま
で
の
出
来
銅
高
は

R
 

次
の
よ
う
で
あ
る
。

元
文
元
年

寛
保
元
年

五
年

四
年

二
年

二
年



年
銅
座
が
廃
止
さ
れ
て
、
銀
座
に
引
継
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

が
請
負
っ
た
と
あ
る
。
十
月
に
は
、
大
塚
は
銅
座
名
代
の
長
尾
九
郎
左
衛
門
に
、
勘
庭
を
は
じ
め
、
門
長
屋
一
軒

．
砕
女
小
屋
一
軒
・
ゆ
り
物
小
屋
一
軒

・
炭
蔵
二
軒
・
床
屋
三
軒
（
鉛
吹
三
床

・
真
吹
二
床
等
の
設
け
が
あ
る
）
お

④
 

よ
び
焼
釜
七
軒
（
釜
数
五
五
あ
り
）
等
を
引
渡
し
た
。

寛
延
三
（
一
七
五
0
)
年
九
月
銀
座
年
寄
尾
本
吉
左
衛
門
か
ら
、
元
文
三
年
に
銅
座
が
設
け
ら
れ
て
以
来
銅
座
よ

り
諸
国
銅
山
に
対
し
て
、
銅
代
の
前
銀
或
は
仕
入
銀
と
し
て
貸
与
し
た
銀
高
や
、
ま
た
「
直
稼
仕
入
」
即
ち
銅
座

⑤
 

が
経
営
し
た
銅
山
へ
の
仕
入
銀
渡
の
銀
高
を
御
勘
定
所
へ
書
上
げ
て
い
る
。
そ
の
「
直
稼
仕
入
」
の
中
に
吉
岡
銅

山
の
分
も
あ
っ
て

四
百
五
十
五
貫
百
目
餘

御
代
官
所
備
中
國
吉
岡
銅
山
仕
入
銀
、
但
寛
保
二
年
戌
十
一
月
稼
始

と
あ
る
。
文
化
元
年
の
書
上
に
「
寛
保
二
年
十
月
、
京
都
銀
座
御
請
負
申
上
入
山
仕
、
同
十
一
月
朔
日
ョ
リ
相
稼

候
」
と
あ
っ
て
、
寛
政
頃
以
後
の
記
録
に
は
銀
座
の
請
負
と
記
す
場
合
が
多
い
。

し
か
し
寛
保
二
年
十
月
、
銅
山

の
家
小
屋
は
銅
座
名
代
長
尾
九
郎
左
衛
門
に
引
渡
さ
れ
て
お
り
、
九
郎
左
衛
門
は
京
都
銀
座
年
寄
で
、
銅
座
が
銀

座
加
役
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
で
彼
は
銅
座
役
人
で
も
あ
っ
た
。
吉
岡
銅
山
は
銅
座
経
営
で
あ
っ
た
が
、
寛
延
三



で
枠
銅
に
吹
い
て
、
銅
会
所
へ
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

悼
銅
で
い
う
の
で
、

寛
延
三
年
銅
座
を
廃
止
し
、
大
阪
に
長
崎
御
用
銅
会
所
を
設
け
、
翌
宝
暦
元
年
に
長
崎
会
所
よ
り
役
人
が
派
遣

さ
れ
て
長
崎
御
用
銅
の
買
入
れ
に
当
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
に
御
用
銅
定
高
を
三
一

0
万

斤
と
し
て
、
秋
田
・
南
部
・
別
子
立
川
の
ほ
か
、
柏
木
（
播
磨
）
•
吉
岡
・
生
野
・
多
田
の
諸
銅
を
買
入
れ
て
こ
れ

に
あ
て
た
。

し
か
し
宝
暦
四
年
に
な
っ
て
、
御
用
銅
は
秋
田
・
南
部
・
別
子
立
川
の
一
三
一
銅
山
に
割
当
て
、
他
の
銅

山
は
出
銅
不
定
の
理
由
で
御
用
銅
に
買
上
げ
る
こ
と
を
差
止
め
た
。
同
十
三
年
に
は
秋
田
・
南
部
銅
山
の
産
銅
が

不
足
す
る
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
明
和
元
年
に
は
三
ヵ
山
の
御
定
高
を
二
四
五
万
斤
と
し
た
。
こ
の
年

に
は
御
用
銅
と
し
て
吉
岡
銅
の
買
上
げ
が
行
な
わ
れ
、
銀
座
年
寄
よ
り
吉
岡
銅
山
は
年
々
一

0
万
斤
を
出
す
か
ら
、

1
0
0斤
に
つ
き
代
銀
一
四
四
匁
で
一

0
万
斤
を
御
用
銅
と
し
て
売
上
げ
た
い
と
申
出
て
、

上
の
出
銅
増
の
分
は
年
々
申
出
て
御
用
銅
と
し
て
増
売
す
る
こ
と
を
付
言
し
た
。

ま
た
、

1
0
万
斤
以

そ
こ
で
、
明
和
元
年
以
来
、
御

用
銅
と
し
、
吉
岡
銅
一

0
万
斤
、
増
売
あ
る
と
き
は
そ
れ
も
同
様
に
買
上
げ
ら
れ
た
。

な
お
、
御
用
銅
の
斤
数
は

こ
の
一

0
万
斤
も
山
元
の
出
来
銅
即
ち
荒
銅
で
は
な
く
悼
銅
で
あ
る
。
即
ち
大
阪
の
銅
吹
屋

明
和
―
―
―
年
大
阪
の
長
崎
御
用
銅
会
所
を
銅
座
に
取
立
て
て
、
諸
国
銅
を
一
手
に
取
捌
く
こ
と
に
し
た
。
吉
岡
銅

山
の
荒
銅
も
大
阪
へ
廻
送
し
、
大
坂
詰
の
銀
座
役
人
よ
り
廻
着
銅
を
銅
座
へ
届
け
た
上
で
銅
吹
屋
へ
渡
し
、
悼
吹

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

の
出
来
銅
分
は
こ
れ
を
吹
屋
よ
り
銅
座
へ
届
け
た
。
銅
座
よ
り
長
崎
積
下
し
の
船
を
指
示
し
、

積
入
箱
数
を
検
分

し
た
上
で
、
代
銀
を
支
払
っ
た
。

宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
よ
り
天
明
元
(
-
七
八
一
）
年
ま
で
、
銅
会
所
・
銅
座
が
御
用
銅
と
し
て
買
上
げ
た
吉
岡

銅
の
各
年
の
銅
高
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
買
上
値
段
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
、
宝
暦
四
年
ま
で
は
銀
一
四
一
匁
五
分
、

R
 

同
十
三
年
以
後
は
一
四
四
匁
で
あ
る
。

七
八
、

0
0
0斤

七
八
、

0
0
0斤

七
八
、

0
0
0
斤

買
入
御
定
高

―――-、
八

0
0
斤

1
0
0
、
0
0
0
斤

1
0
0、
0
0
0斤

1
0
0
、
0
0
0斤

1
0
0
、
0
0
0斤

増
売
上
銅

1
0
、
0
0
0斤

――1
0、
0
0
0斤

――1
0
、
0
0
0斤

―1
0、
0
0
0斤

ニ―
1
0
、
0
0
0斤

ニ―
1
0、
0
0
0斤

計

四
年 ――年

二
年

明

和

元

年

宝
暦
十
三
年

四
年 一年

宝
暦

元
年

一
四



七
八
、
六

0
0斤

1
0
0、
0
0
0斤

1
0
0、
0
0
0
斤

1
0
0
、
0
0
0
斤

1
0
0
、
0
0
0
斤

1
0
0、
0
0
0斤

1
0
0
、
0
0
0斤

1
0
0
、
0
0
0斤

1
0
0、
0
0
0斤

1
0
0、
0
0
0
斤

1
0
0
、
0
0
0斤

1
0
0
、
0
0
0斤

四

0

、-―
1
0
0斤

――1
0
、
0
0
0斤

ニ
八
、

0
0
0
斤

五
一
、

0
0
0斤

七
五
、

0
0
0斤

五
五
、

0
0
0斤

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

六
九
、

0
0
0
斤

一
六
九
、

0
0
0斤

―
二
八
、

0
0
0斤

一
五
一
、

0
0
0斤

一
七
五
、

0
0
0
斤

一
五
五
、

0
0
0斤

天

明

元

年 九
年

八
年

七
年

六
年

五
年

四
年 一年

二
年

安

永

元

年 八
年

七
年

六
年

五
年

一五



軒
か
の
吹
屋
へ
配
分
さ
れ
た
。

れ
も
地
売
銅
と
な
っ
た
。
宝
暦
十
二
年
の
買
入
値
段
は
、

万
二
、
四
六
一
斤
八
分
五
厘
七
毛
で
あ
っ
た
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

安
永
八
年
の
御
用
銅
買
入
高
は
七
万
八
、
六

0
0斤
で
あ
る
が
、
前
年
の
積
越
二
万
一
、
四

0
0斤
を
加
え
て
、

御
定
高
一

0
万
斤
を
用
立
て
た
。

の
高
」
に
な
っ
た
。

銅
座
が
吉
岡
銅
山
を
引
継
い
だ
翌
年
の
寛
保
三
年
の
正
月
よ
り
十
二
月
ま
で
に
、
住
友
へ
廻
着
し
た
備
中
国
荒

⑦
 

代
銀
八
九
貫
九
八
三
匁
―
―
―
分
四
厘
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

は
、
お
そ
ら
く
吉
岡
銅
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
吉
岡
銅
が
住
友
の
み
に
送
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

宝
暦
十
一
年
、

で
で
、
平
均
一
九
四
匁
六
分
と
な
っ
て
い
る
。
住
友
に
お
い
て
別
子
銅
山
の
よ
う
な
手
山
の
銅
は
当
然
に
住
友
の

吹
所
で
吹
く
が
、
諸
国
銅
は
そ
の
頃
一
四
軒
の
銅
吹
屋
へ
割
合
せ
配
分
し
て
吹
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
錢
屋
四
郎

兵
衛
は
南
部
銅
の
一
手
吹
を
当
時
認
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
代
り
割
合
よ
り
除
か
れ
て
い
た
。
吉
岡
銅
の
場
合
も
何

銅
は
、

四
万
七
、
九
五
六
斤
五
分
、

1
0
0斤
に
つ
ぎ
銀
一
五
六
匁
五
分
よ
り
ニ
ニ
―
―
匁
ま

こ
の
両
年
は
御
用
銅
と
し
て
の
買
上
げ
は
な
か
っ
た
の
で
、

同
十
二
年
に
大
阪
銅
吹
屋
仲
間
中
に
廻
着
し
た
吉
岡
銅
は
、

の
吉
岡
銅
山
の
出
来
銅
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
「
子
歳
（
安
永
九
）
二
到
り
鉛
石
出
方
相
減
、
拾
萬
斤
之
高
揃
兼
書
面

こ
の
備
中
国
荒
銅

九
万
一
、
三
九
一
斤
余
と
、

一
六

い
ず 1

0
 

こ
の
年



一
八
、

御
用
銅
に
比
較
し
て
地
売
銅
の
買
入
値
段
が
高
か
っ
た
に
拘
わ
ら
ず
、
銀
座
は
増
売
上
ま
で
申
出
て
積
極
的
協

力
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
も
と
銅
座
の
直
稼
ぎ
よ
り
吉
岡
銅
山
が
引
継
が
れ
て
い
て
、
銀
座
の
立
場
よ
り
い
っ
て

当
然
と
も
い
え
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

二

0
、
六

0
0斤

―1
0、
六

0
0
斤

一
七
、

二
六
、

二

0
0斤

五

0
0斤ま

た
、
銀
座
は
水
抜
工
事
に
も
巨
額
の
拝
借
金
を
受
け
て
い
て
、

七
0
0斤

1
0、
六

0
0斤

二
―
-
、
三
八
〇
斤

三
、
三
七
〇
斤

段
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
七
八
匁
一
八
五
余

一
七
六
匁
三
一
余

一
七
六
匁
二
七
余

一
七
六
匁
四
五
余

一
七
六
匁
一
詈
一
余

一
七

0
匁

一
七
六
匁
三
五
余

一
七
六
匁
五

一年
二
年

安
永
元
年

八
年

七
年

六
年

五
年

明
和
四
年

明
和
四
年
以
来
、
銅
座
は
御
用
銅
・
増
売
上
の
ほ
か
に
、

一七

地
売
銅
と
し
て
吉
岡
銅
を
買
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は

御
用
銅
が
精
銅
（
綽
銅
）
で
あ
る
の
と
異
り
荒
銅
の
斤
高
で
あ
る
。
買
入
の
吉
岡
銅
高
と
一

0
0斤
に
つ
き
平
均
値

お
そ
ら
く
返
納
に
は
銅
代



成

R
 

と
見
え
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

銀
を
も
っ
て
勘
定
し
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
知
り
え
な
い
。

銀
座
稼
行
中
に
、
金
三
万
両
と
い
う
巨
額
の
拝
借
金
を
資
金
と
し
て
、
大
切
水
抜
を
船
鋪
へ
か
け
て
切
通
し
、

盛
山
と
な
っ
た
が
、

し
だ
い
に
掘
場
が
深
く
な
り
水
抜
通
り
よ
り
樋
数
三
〇
挺
余
こ
の
間
数
一
―

1
0間
余
り
も
掘
下

げ
た
、
こ
の
た
め
ま
た
水
鋪
と
な
り
、
水
引
ぎ
の
た
め
に
は
経
費
が
嵩
ん
で
仕
当
て
に
引
合
わ
ぬ
の
で
、
船
鋪
の

水
を
抜
く
た
め
、

さ
ら
に
新
水
抜
を
切
り
か
け
た
が
、
二
四

0
間
余
切
入
っ
た
と
こ
ろ
で
天
明
元
年
十
一
月
よ
り

休
山
し
た
と
い
う
。
寛
政
二
(
-
七
九
0
)
年
十
月
の
大
塚
兵
十
郎
の
吉
岡
銅
山
の
稼
行
計
画
を
述
べ
た
願
書
に

銀
座
請
負
稼
追
ミ
深
鋪
二
成
、
水
勢
強
稼
差
支
、
御
願
之
上
金
一
―
―
万
雨
御
拝
借
被
仰
付
、
大
切
水
抜
切

通
、
其
外
風
廻
し
等
敷
ヶ
所
切
抜
、
船
鋪
と
申
所
二
而
盛
山
仕
候
虞
、
段
ミ
相
稼
候
内
大
切
水
抜
通
か

樋
敷
三
拾
挺
餘
此
間
敷
一
―
―
拾
間
餘
堀
下
ヶ
候
二
付
、

尾
本
吉
左
衛
門
の
書
上
に

又
候
水
鋪
二
相
成
鉛
石
目
営
者
御
座
候
得
共
、
水

引
取
候
入
用
莫
大
相
掛
候
二
付
、
仕
嘗
二
難
引
合
、
大
切
水
抜
か
者
―
―
―
拾
間
餘
此
樋
敷
三
拾
挺
斗
下
り

船
鋪
之
水
抜
候
積
、
銀
座
稼
中
此
新
水
抜
戴
百
四
拾
間
餘
切
込
候
虞
、
天
明
元
丑
年
十
一
月
か
休
山
相

金
三
万
両
は
寛
保
頃
の
相
場
で
銀
一
、
七
五
〇
貫
目
ほ
ど
に
も
な
る
が
、

記
す
銀
四
五
五
貫
余
の
吉
岡
銅
山
仕
入
銀
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
或
は
別
個
の
拝
借

i

八



住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

一九

草の間樹央中写
る

永
・
正
徳
年
間
別
子
銅
山
に
多
額
の
仕
入
を

真

。、
あ

跡

で

）

れ

同、
ー
そヵ

通

分

番（

部
ロ

の

坑

蔭

抜

の

水

ら

古

む

ぬ
と
い
う
。
銀
座
は
そ
れ
に
十
倍
す
る
巨
額

よ
う
や
く
そ
の
三
分
通
り
を
廻
し
た
に
過
ぎ

の
拝
借
金
を
も
っ
て
、
大
規
模
に
水
抜
工
事

両
の
う
ち
、
吉
岡
銅
山
の
水
抜
工
事
に
は
、

候
」
と
あ
る
。

必
要
と
す
る
事
情
も
あ
っ
て
、
拝
借
金
一
万

衛
門
の
書
上
に

ま
れ
る
。
住
友
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宝

古
水
抜
七

0
0
間
余
の
う
ち
に
こ
れ
は
含

に
、
四

0
間
余
を
掘
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

一
番
手
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
古
水
抜
大
切
は
現
在
の
一
番
通
洞
に
相
当
す
る
。

R
 

十
五
年
以
来
工
事
し
た
も
の
を
、
銀
座
が
切
継
い
だ
も
の
に
相
違
な
い
。
住
友
が
正
徳
五
年
稼
行
を
打
切
る
ま
で

こ
の
水
抜
は
住
友
が
元
緑

金
で
あ
ろ
う
。
銀
座
の
切
通
し
た
水
抜
は
、
後
に
古
水
抜
大
切
と

よ
ば
れ
た
も
の
で
、
文
化
元
年
の
大
塚
利
右

「
銀
座
請
負
中
金
三
万
雨
御
拝
借
被
仰
付
、
坂
本
村
川
筋
ョ
リ
戴
番
手
大
水
抜
七
百
間
餘
切
抜
申

こ
の
弐
番
手
大
水
抜
と
い
う
の
は
、
住
友
の
第
一
次
経
営
の
と
ぎ
中
野
川
筋
へ
切
っ
た
大
水
抜
を



註 る
ま
い
か
。
新
水
抜
に
つ
い
て
は
大
塚
の
水
抜
工
事
の
条
に
述
べ
る
。

お
そ
ら
く
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

帳
」
。

R

大

塚

文

書

寛

政

一――

年
亥
五
月
大
塚
兵
十
郎

「
祖
父
利
右
衛
門

⑩
 

明
和
四
年
坂
本
村
の
百
姓
二

0
人
が
大
塚
定
次
郎
か
ら
銀
三

0
0
匁
を
受
取
っ
て
い
る
が
、

水
抜
よ
り
流
れ
る
悪
水
掛
り
の
田
地
へ
、
手
当
銀
と
し
て
銀
座
よ
り
銀
三
貫
目
を
提
供
し
、

っ
て
一
カ
年
一
割
の
利
息
を
、
悪
水
掛
り
田
地
の
関
係
百
姓
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
悪
水
掛
り

田
地
に
対
し
手
当
銀
即
ち
補
償
銀
の
提
供
は
、
水
抜
切
通
し
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
手
当
銀
提
供
の
年
は
確
か
で
な

い
が
、
明
和
三
年
か
或
は
そ
れ
に
近
い
頃
か
と
想
像
さ
れ
る
。
宝
暦
末
年
に
は
吉
岡
の
出
来
銅
は
一

0
万
斤
ほ
ど

に
達
し
た
が
、
明
和
に
入
り
増
産
し
、
銀
座
よ
り
御
用
銅
定
高
一

0
万
斤
の
ほ
か
増
売
上
銅
ま
で
申
出
て
い
る
。

こ
の
頃
に
水
抜
を
切
通
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
明
和
八
年
・
安
永
二
年
に
は
出
来
銅
高
荒
銅
で
二

⑪
 

0
万
斤
を
超
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
減
産
に
傾
い
た
。
安
永
三
、
四
年
に
は
新
水
抜
工
事
に
着
手
し
た
の
で
あ

①

第

拾

参

輯

「
別
子
銅
山

の
発
見
と
開
発
L

―
二
八
頁
参
照
。

①
大
塚
文
書
「
享
保
七
年
寅
六
月
吉
日
吉
岡
御
銅
山
坑
内
改
請
取

さ
て
、

こ
の
水
抜
の
切
通
し
は
何
時
頃
成
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
定
次
郎
が
預

こ
れ
は
吉
岡
銅
山

四
〇



⑦ R
 

⑤ 

で
――.O
O
間
の
計
画
は
距
離
的
に
も
合
致
し
て
い
る
等
よ
り

千
枚
間
歩
に
向
け
た
坑
口
は
見
当
ら
な
い
ま
た
千
枚
間
歩
ま

「
銅
座
勘
定
帳
」
但
銀
座
預
り
之
節
尾
本
氏
か
之
書
上
。

「
大
意
書
」
巻

二
御
用
備
中
吉
岡
銅
諄
書

（
近
世
社
会
経
済
叢

書
第
七
巻
所
収
）
。

記
載
し
か
な
い
。
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
「
費
暦
元
年
以
来
長
崎

御
用
銅
御
買
入
高
井
長
崎
廻
銅
高
諄
書
」
に
よ
り
補
充
。

⑧

大
塚
文
書

き
願
書
L
o

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

一
番
通
洞
以
外
に

R
昭
和
四
十
四
年
五
月
三
十
一
日
付
吉
岡
鉱
業
株
式
会
社
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
報
告
に
「
以
上
の
状
況
に
よ
り
、

寛
政

二
戌
歳
十
月
大
塚
兵
十
郎
「
銅
山
仕
様
―
―
付

「
年
々
諸
用
留
六
番
」
。 た

だ
し
、
こ
れ
に
は
安
永
三
年
分
ま
で
の

小
屋
引
渡
覺
」。

④

大

塚

文

書

寛
保

二
年
戌
十
月
幅
岡
屋
利
兵
衛
「
吉
岡
銅
山
家

吉
岡
銅
山
請
負
申
出
銅
高
書
上
」
。

四

例
で
は
吉
岡
の
平
銅
と
床
尻
銅
の
産
高
の
割
合
は
二
•
五
ー

斤
を
加
え
て
ニ
―
万

0
、八

0
0
斤
余
と
な
る
。

（
寛
政
年
間
の

銅
一
九
万

0
、
二
0
0
斤
余
、
こ
れ
に
地
売
銅
―
―
万

0
、六

0
0

J

の
荒

で
あ
る
。
吉
岡
銅
平
均
吹
減
を
八
斤
と
す
れ
ば
、
安
永
二
年
の

い
た
も
の
を
大
塚
氏
が
完
成
し
た
事
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
と

あ
る
。
大
塚
で
な
く
銀
座
が
完
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

⑩

大

塚

文

書

明
和
四
年
亥
十
一
月
坂
本
村
悪
水
懸
り
百
姓
「
銀

子
請
取
證
文
」
。

⑪
住
友
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
吉
岡
平
荒
銅
吹
減
定
法
は
一

0
0
斤
に
つ
き
四
斤
五
分
、
同
床
尻
銅
は
同
じ
く
一
五
斤
五
分

御
用
銅
、

増
売
上
銅
合
せ
て

一
七
万
五
、

0
0
0
斤
、

と
一
程
度
で
あ
る
）

一
番
通
洞
の
開
坑
は
和
泉
屋
が

――1
0
間
掘
進
し
て
中
止
さ
れ
て



こ
。

f
 

よ
っ
↓ー 休

山
の
た
め
に
渡
世
を
失
う
か
ら
で
あ
る
。

...J— 
ノ‘

(-) 

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の

後

大
塚
の
第
二
次
経
営

新
水
抜
の
工
事

天
明
元
年
十
二
月
よ
り
吉
岡
銅
山
は
休
山
と
な
っ
た
が
、
吹
屋
村
庄
屋
要
助
か
ら
「
鋪
付
百
姓
稼
人
」
の
相
続

の
た
め
、
跡
請
負
人
が
決
ま
る
ま
で
、
掘
稼
ぎ
を
願
出
た
。
こ
れ
は
吹
屋
村
百
姓
で
、
鋪
付
ぎ
の
下
稼
人
が
あ
り
、

天
明
三
年
十
二
月
に
な
っ
て
、
大
阪
瓦
町
筋
百
貫
町
の
小
橋
屋
長
左
衛
門
が
、

こ
と
に
な
っ
た
。
運
上
銅
は
出
来
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
六
斤
五
分
を
代
銀
納
す
る
が
、

引
い
て
残
り
を
上
納
す
る
約
定
で
あ
っ
た
。
天
明
八
年
は
満
季
の
年
で
、

ら
ず
、
寛
政
元
年
に
は
残
留
の
掘
子
は
僅
か
三
、

四
人
と
い
う
状
態
で
、

五
ヵ
年
年
季
で
請
負
稼
行
す
る

そ
の
う
ち
一
割
五
分
を
差

小
橋
屋
は
大
坂
銅
座
・
久
世
役
所
に
拝

借
銀
三
〇
貫
目
を
も
っ
て
船
鋪
間
歩
内
の
水
を
引
い
て
樋
ニ
ニ
挺
下
っ
た
場
所
で
鉛
を
掘
る
計
画
を
立
て
て
願
出

た
。
拝
借
銀
と
明
年
（
寛
政
元
）
よ
り
一

0
ヵ
年
季
の
跡
稼
行
を
許
さ
れ
た
が
、
水
引
き
の
出
費
が
多
く
採
掘
は
捗

翌
二
年
二
月
頃
に
は
休
山
同
然
の
姿
と

四



寛
政
二
年
十
月
御
勘
定
所
の
吏
員
の
御
勘
定
笹
川
運
四
郎
・
御
普
請
役
田
口
定
八
が
、
吉
岡
銅
山
に
来
っ
て
検

分
し
、
小
橋
屋
に
休
山
の
理
由
を
礼
問
し
た
。
小
橋
屋
は
水
引
の
た
め
拝
借
銀
を
費
消
し
、
水
上
に
は
掘
場
な
く
、

水
底
を
稼
ぐ
た
め
、
大
阪
表
に
取
替
銀
が
あ
っ
て
こ
れ
を
取
立
て
樋
引
ぎ
で
ぎ
る
ま
で
猶
予
し
て
い
た
だ
き
た
い

笹
川
等
は
別
に
大
塚
兵
十
郎
（
宗
輔
）
に
、
銅
山
再
興
に
つ
い
て
意
見
を
徴
し
、
兵
十
郎
は
銅
山
稼
方
の
願
書
に

①
 

「
吉
岡
銅
山
捨
か
ら
み
出
か
ら
山
吹
方
並
出
来
銅
仕
様
書
付
」
を
添
え
て
提
出
し
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
捨
か

ら
み
、
出
か
ら
山
即
ち
荒
吹
や
選
鉱
等
の
と
善
捨
て
ら
れ
た
鉱
滓
・
鉱
石
が
幣
し
く
あ
り
、
そ
の
中
で
銅
気
あ
る

た
め
し
ぷ
き

も
の
を
拾
っ
て
吹
け
ば
、
す
で
に
試
吹
の
許
し
を
え
て

実
施
し
た
結
果
よ
り
見
て
も
一
カ
月
一
、

0
0
0斤
ほ
ど

の
出
来
銅
あ
り
、

四

ま
た
現
在
稼
い
で
お
ら
ぬ
古
鋪
の
中
で
少
々
鉛
石
あ
る
場
所
を
拾
物
同
然
に
切
取
り
吹
け
ば
、

―
ヵ
月
一
、
五

0
0斤
ほ
ど
は
出
来
銅
が
あ
ろ
う
か
ら
、
合
計
一
ヵ
年
―
―
―
万
斤
余
を
明
年
以
後
は
地
売
銅
に
売
上

げ
る
こ
と
も
で
ぎ
ょ
う
、
当
年
は
十
月
中
旬
よ
り

着
手
し
年
内
に
五
、

0
0
0斤
を
吹
立
て
大
阪
へ
廻
送
で
ぎ
る

よ
う
に
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

ぐ
こ
と
に
し
、
運
上
銅
は
出
来
銅
の
六
分
五
厘
で
地
売
銅
値
段
で
代
銀
納
し
、
小
橋
屋
は
一
割
五
分
引
で
あ
る
が
、

割
引
な
し
で
上
納
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
願
書
等
は
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
橋
屋
の
稼
行
所
の
障
り
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
古
鋪
数
ヵ
所
内
で
稼

さ
ら
に
久
世
役
所
へ
差
出
さ
れ
て
、
試
稼
方
を



住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

聴
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
、
小
橋
屋
の
請
負
満
季
の
年
、
天
明
八
年
の
十
月
に
、
兵
十
郎
の
父
定
次
郎

よ
り
冬
山
稼
行
一
カ
月
分
の
収
支
勘
定
書
を
久
世
役
所
へ
提
出
し
て
い
る
。
冬
山
と
は
九
月
よ
り
翌
年
二
月
ま
で

の
銅
山
稼
行
を
い
う
の
で
、
定
次
郎
に
よ
れ
ば
当
時
の
吉
岡
銅
山
の
情
況
よ
り
見
れ
ば
、

②
 

る
と
見
積
っ
て
い
る
。

か
な
り
勘
定
不
足
に
な

寛
政
二
年
十
一
月
、
釜
山
間
歩
の
ほ
か
、
船
鋪
・
ニ
本
・
十
枚
・
大
仙
の
諸
間
歩
で
、
水
際
よ
り
三
間
な
い
し

1
0
間
余
り
上
部
の
場
所
に
一
カ
所
ず
つ
切
込
ん
だ
と
こ
ろ
鉛
筋
模
様
の
よ
ぎ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
大
塚
よ
り
出

あ
か
り

張
の
役
人
へ
報
告
し
て
い
る
。
同
じ
頃
小
橋
屋
は
勘
場
・
建
具
を
は
じ
め
鋪
内
・
明
方
（
鋪
外
）
諸
道
具
一
切
を
、

R
 

将
来
入
山
の
と
ぎ
は
元
銀
で
買
戻
す
と
い
う
条
件
で
、
銀
一
貫
二

0
0匁
で
大
塚
へ
売
渡
し
た
。

寛
政
三
年
五
月
小
橋
屋
は
銅
山
返
上
を
願
出
た
の
で
、
久
世
代
官
よ
り
大
塚
に
対
し
、
稼
行
請
負
の
意
志
あ
る

か
を
尋
ね
た
。
当
時
の
久
世
代
官
は
名
代
官
と
評
さ
れ
た
早
川
八
郎
右
衛
門
正
紀
で
あ
る
。
大
塚
よ
り
は
直
ち
に

④
 

小
橋
屋
跡
請
負
の
願
書
を
差
出
し
た
が
、
運
上
銅
代
銀
は
前
年
の
願
書
の
通
り
で
、
年
季
は
五
カ
年
で
、
特
に
大

切
水
抜
の
切
通
し
の
下
命
を
願
っ
て
、

を
切
る
の
で
、

「
新
大
切
水
抜
切
通
シ
方
積
書
」
を
添
え
て
い
る
。

こ
の
積
書
に
よ
る
と
、

第
一
期
計
画
は
銀
座
請
負
中
に
切
か
け
た
新
大
切
水
抜
（
二
四
六
間
切
ら
れ
て
い
る
）
の
切
留
よ
り
千
枚
間
歩
ま
で

そ
う
す
れ
ば
上
千
枚
•
平
安
・
峯
山
・
大
仙
の
諸
間
歩
内
の
涌
水
は
落
ち
る
こ
と
に
な
り
、

四
四

八、



こ
。

キ
ー 九

ヵ
年
の
稼
行
が
可
能
と
な
る
、
こ
の
延
長
は
お
よ
そ
一

0
0
間、

年
の
春
か
初
夏
の
頃
ま
で
に
、

ほ
ぼ
二
三
カ
月
で
切
抜
く
予
定
で
あ
り
、
経
費
銀
二
三
貫
六
八

0
匁
、
年
々
の
切

が
あ
れ
ば
第
二
期
計
画
と
し
て
、

さ
ら
に
饂
井
・
釜
山
・
十
枚
の
諸
間
歩
よ
り
船
鋪
ま
で
切
抜
く
、

歩
の
涌
水
を
落
せ
ば
、
銅
山
は
草
創
同
然
の
姿
と
な
り
数
十
年
の
稼
行
相
続
も
期
待
で
ぎ
る
、

久
世
役
所
よ
り
は
さ
ら
に
質
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
見
え
、
大
塚
よ
り
は
こ
れ
に
多
少
の
改
変
を
加
え
て
書
上
げ

そ
れ
に
よ
る
と
、

寛
政
二
年
十
一
月
よ
り
当
年
四
月
ま
で
試
稼
ぎ
の
出
来
銅
高
一
万
五
、

0
0
0斤
余
、

れ
よ
り
見
て
水
坪
以
上
を
稼
行
し
て
も
一
カ
年
―
―
-
、

難
で
あ
る
か
ら
、
新
大
切
水
抜
工
事
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
、
第
一
期
計
画
の
経
費
中
、
半
分
は
大
塚

が
負
担
し
、
昼
夜
工
事
に
励
み
切
通
し
日
数
を
二

〇
カ
月
に
短
縮
し
、
第
二
期
計
画
の
関
係
か
ら
も
年
季
を
当
年

よ
り
一
五
ヵ
年
に
願
い
た
い
と
記
し
て
い
る
。

―
ヵ
年
一
割
の
利
息
で
貸
付
け
て
利
金
を
坂
本
村
悪
水
掛
り
田
地
の
補
償
に
あ
て
た
が
、
大
塚
が
跡
稼
ぎ
を
請
け

R
 

た
の
で
あ
る
か
ら
三
貫
目
を
差
出
す
と
付
言
し
て
い
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

上
銅
代
銀
な
り
い
ず
れ
か
で
給
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

込
情
況
に
つ
い
て
役
人
の
改
め
を
受
け
、

四
五

こ

か
せ
は
一
一
一
尺
二
寸
に
二
尺
二
寸
と
し
、
明
後

一
間
当
り
見
積
経
費
（
二
三
六
匁
八
分
と
な
る
）
を
、
御
手
当
銀
な
り
運

こ
の
新
大
切
水
抜
の
切
通
し
に
よ
り
予
想
通
り
の
出
鉛

四
万
斤
の
出
来
銅
は
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
ら
諸
間

と
述
べ
て
い
る
。

五
カ
年
も
続
く
こ
と
は
困

な
お
、
小
橋
屋
請
負
の
当
初
に
銀
一
云
一
貫
目
を
提
供
し
、
役
所
よ
り



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

同
年
十
二
月
大
塚
は
小
橋
屋
稼
所
の
跡
を
も
併
わ
せ
て
、
吉
岡
銅
山
の
請
負
を
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
と
ぎ
に
水

抜
工
事
助
成
に
つ
い
て
は
、
但
州
銀
山
同
様
の
振
合
で
、
御
貸
付
銀
を
仰
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
。

銅
代
銀
を
大
塚
よ
り
久
世
役
所
へ
納
め
る
と
、

付
け
、

そ
れ
は
、
運
上

翌
月
よ
り
村
々
の
希
望
人
に
年
一
割
三
分
の
利
付
で
役
所
よ
り
貸

四
カ
年
目
の
三
月
に
な
っ
て
利
銀
を
取
立
て
四
月
よ
り
水
抜
工
事
助
成
に
与
え
る
、
寛
政
一
一
一
年
よ
り
一
〇

の
貸
付
元
銀
は
そ
の
ま
ま
据
置
か
れ
て
水
抜
切
通
し
ま
で
年
々
利
銀
が
給
与
さ
れ
る
。
従
っ
て
寛
政
三
年
よ
り
―――

し
か
し
翌
寛
政
四
年
に
、
当
年
よ
り
向
う
一

0
ヵ
年
間
、
運
上
銅
代
銀
を
上
納
す
る
と
ぎ
、
こ
れ
と
同
額
の
自

己
の
銀
を
納
め
て
、
同
様
に
貸
付
け
、

そ
の
利
銀
も
水
抜
工
事
の
手
当
と
し
て
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
大
塚
よ
り
願

出
た
。
そ
の
理
由
は
、
千
枚
間
歩
ま
で
約
一

0
0間
の
水
抜
工
事
経
費
見
稼
額
―
―
―
―
一
貫
六

0
0
匁
余
で
あ
る
が
、

寛
政
三
年
の
運
上
銅
代
銀
四
貫
目
と
見
積
り
、

そ
の
割
で
年
々
貸
付
け
る
と
、
寛
政
六
年
よ
り
七
カ
年
間
の
利
銀

は
計
二
四
貫
余
と
な
り
、
運
上
銅
代
銀
の
利
銀
の
み
に
頼
れ
ば
、
当
寛
政
四
年
よ
り
は
約
九
カ
年
も
工
事
に
か
か

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
採
鉱
は
現
在
は
中
通
り
水
上
の
掘
場
で
行
な
わ
れ
、

ヵ
年
は
大
塚
の
自
力
工
事
で
あ
る
が
、

⑥
 ゜

る
こ
と
に
な
る

八
、
九
年
も
か
か
っ
て
は
鉛
筋
を

こ
れ
は
後
に
切
っ
た
間
数
を
改
め
た
上
で
、
利
銀
の
う
ち
よ
り
補
償
さ
れ

カ
年
間
の
運
上
銅
代
銀
が
貸
付
元
銀
と
な
り
、

―
一
カ
年
目
の
運
上
銅
代
銀
は
蔵
納
さ
れ
る
が
、
右
の
一
〇
カ
年

四
六



切
尽
く
す
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
経
費
を
増
し
工
事
を
迅
速
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

し
、
ま
ず
千
枚
間
歩
ま
で
切
延
べ
る
と
、
牛
落
・
大
仙
等
諸
間
歩
の
水
も
落
ち
、
鉛
石
が
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
い
と

⑦
 

い
う
の
で
あ
る
。

寛
政
六
年
四
月
か
ら
は
手
当
銀
を
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
大
塚
よ
り
こ
れ
ま
で
自
力
切
廷
の
入
用
内
訳

を
役
所
へ
報
告
し
、
今
後
の
見
積
書
を
差
出
し
た
。
寛
政
四
年
三
月
よ
り
同
六
年
三
月
ま
で
の
工
事
惣
入
用
は
銀

か
ざ
（
ぜ
）
ま
わ
し

ま

た

風

廻

よ

り

こ
の
う
ち
寛
政
四
年
七
月
大
雨
で
諸
鋪
内
へ
土
砂
が
流
込
み
、

新
大
切
に
土
砂
が
落
込
ん
で
埋
ま
り
、

そ
の
取
明
け
の
た
め
の
入
用
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
控
除
す
る
と
八

貫
三
六
九
匁
五
分
七
厘
と
な
る
。
切
延
間
数
が
六

0
間
余
、
切
延
ベ
一
間
に
つ
ぎ
平
均
―
―
―
―
二
匁
七
分
と
な
る
。

切
延
工
事
は
掘
子
が
入
札
し
て
請
負

っ
た
の
で
、

寛
政
四
年
三
月
切
始
め

の
と
き
―
二

0
匁
、
同
五
年
八、

は
三
九
匁
六
分
、
同
六
年
二
、
三
月
は
一
六
八
匁
六
分
で
落
札
し
て
い
る
。

に
岩
盤
の
堅
和
に
よ
る
。
今
後
、
切
場
が
深
く
な
れ
ば
運
搬
の
入
用
が
増
し
、

る
か
ら
、

四
七

工
事
日
数
を
半
分
に
短
縮

九
月

や
が
て
一
間
に
つ
ぎ
二
五

0
匁
よ
り
二
六

0
匁
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
平
均
ニ
―
―

二
匁
余
と
平
均
し
て
、

損
益
は
あ
る
ま
い
、

一
九

0
匁
の
見
積
を
役
所
よ
り
認
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
‘

と
述
べ
て
い
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と

そ
の
後

八
貫
八
九
一
匁
六
分
七
厘
で
、

さ
ら
に
、

五
、
六

0
間
切
延
べ
の
う
ち
は

五
月
以
後
は
年
内
二
五

0
匁
の
請
負
と
し
、
半
額
ず
つ
運
上
銅

か
つ
岩
盤
も
堅
く
な
っ
て
ぎ
て
い

こ
の
大
ぎ
な
落
札
額
の
差
は、

お
も



見
積
り
、

0
間
余
、 住

友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

代
銀
利
銀
の
手
当
銀
と
大
塚
拠
出
の
貸
付
銀
利
銀
を
も
っ
て
あ
て
、
明
年
中
は
こ
の
入
用
で
切
延
べ
、
明
後
年
さ

ら
に
そ
れ
ま
で
の
振
合
で
見
積
額
を
願
出
る
こ
と
に
し
、

こ
れ
の
連
走
り
を
加
え
て
合
計
延

か
く
て
船
鋪
ま
で
切
通
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
跡
請
負
は⑥

 

年
季
明
け
（
寛
政
七
）
の
節
願
う
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
銅
山
の
永
久
稼
行
を
許
可
し
て
欲
し
い
と
結
ん
で
い
る
。

同
年
十
一
月
大
塚
よ
り
詳
細
な
計
画
と
そ
の
水
抜
普
請
入
用
帳
を
差
出
し
た
。
船
鋪
ま
で
の
切
延
間
数
は
五
六

こ
れ
は
古
水
抜
大
切
の
間
数
で
も
あ
る
。
当
年
四
月
役
人
の
検
分
の
と
彦
ま
で
に
切
延
べ
て
い
た
間
数

三
一
間
余
（
四
月
の
願
書
に
こ
れ
ま
で
六

0
間
余
切
延
べ
と
あ
る
の
は
、
風
廻
の
分
を
加
え
て
い
る
）
、

抜
は
湾
曲
し
て
い
る
が
、
岩
盤
の
堅
和
を
い
わ
ず
真
直
に
切
通
す
よ
う
計
画
を
変
更
し
て
―
二
四
間
余
を
短
縮

つ
れ
ば
し

し
た
の
で
、
残
り
は
四

0
五
間
余
と
な
る
。
こ
れ
に
連
走
り
風
廻
（
本
坑
に
併
行
し
た
換
気
坑
）
四

0
五
間
余
、
平

安
・
大
黒
・
釜
山
の
一
云
一
間
歩
よ
り
新
水
抜
へ
切
下
げ
て
連
絡
し
大
風
廻
と
し
、

長
三

0
0
間
、
以
上
惣
計
一
、
一
―

0
間
と
な
る
。

一
間
の
切
延
入
用
を
堅
は
三

一
四
匁
、

並
は
二
六

0
匁
、
和
は
二

0
六
匁
と
し
、

四
九
一
匁
六
分
七
厘
と
な
り
、
明
年
寛
政
七
年
よ
り
一
五
ヵ
年
を
も
っ
て
切
通
す
と
い
う
。
寛
政
六
年
四
月
ま
で

の
貸
付
元
銀
は
二
六
貫
余
、
同
年
分
の
手
当
銀
は
そ
の
一
割
三
分
の
利
銀
一
云
一
貫
四

0
0
匁
で
あ
る
。
大
塚
の
見
込

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
来
銅
高
は
三
、

四
万
斤
で
、

岩
盤
を
堅
・
並
・
和
の
一
壬
一
段
階
に
分
け
、

三
七

0
間
ず
つ
と

入
用
合
計
二
九
七
貫

そ
の
運
上
銅
代
銀
と
大
塚
拠
出
の
貸
付
増
銀
を
合
わ
せ
て
一

四
八

ま
た
古
水



ど
う
で
あ
っ
た
か
。

に
す
る
、

四
九

貸
付
増
銀
を
適
宜
に
減
ら
し
、
以
下
の
と
ぎ
は
大
塚
よ
り
増
銀
を
加
え
て
一
〇
貫
目
の
貸
付
元
銀
に
な
る
よ
う

か
く
て
寛
政
三
年
よ
り
一
〇
カ
年
目
の
寛
政
十
二
年
中
の
貸
付
元
銀
高
は
九
六
貫
目
余
と
な
り
、
翌
年

「
申
年
（
寛
政
十
二
）
よ
り
御
貸
附
元
銀
相
定
ま
り
年

ミ
利
銀
十
二
貫
五
百
目
に
相
居
り
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
大
塚
の
貸
付
増
銀
拠
出
も
申
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

さ
ら
に
戌
年
（
享
和
二
）
よ
り
一
七
カ
年
間
の
利
銀
は
合
計
ニ
―
―
一
貫
五

0
0
匁
と
な
り
、
寛
政
七
年
よ
り

こ
れ
は
水
抜
惣
入
用
見
積
高
に
比
較
し
ニ
―
貫
―
―
―
九
一
匁
六
分
七
厘

の
不
足
と
な
る
。
こ
の
不
足
分
は
、
大
塚
拠
出
の
貸
付
増
銀
を
役
所
に
よ
っ
て
取
立
て
て
も
ら
い
充
当
す
る
と
い

R
 

う
の
で
あ
る
。

な
お
、
寛
政
七
年
は
請
負
年
季
の
満
季
で
あ
り
、
永
久
稼
行
を
も
希
望
し
て
い
た
が
、
明
年
よ
り
一

0
ヵ
年
の

跡
請
負
を
聴
届
け
ら
れ
、

七
年
四
月
ま
で
の
大
塚
の
自
分
入
用
立
替
に
よ
る
水
抜
工
事
費
八
貫
八
九
一
匁
は
、

⑲
 

月
よ
り
の
貸
付
利
銀
で
追
々
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
寛
政
三
年
以
来
の
出
来
銅
高

・
運
上
銅
代
銀
お

よ
び
大
塚
の
貸
付
増
銀
（
請
負
人
出
銀
）
の
実
際
は

「
備
中
國
吉
岡
銅
運
上
並
足
銀
共
取
立
目
録
」
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

の
惣
計
は
二
七
六
貫
一

0
0
匁
と
な
る
が
、

（
享
和
元
）
給
与
さ
れ
る
利
銀
は
ご
一
貫
五

0
0匁
と
な
る
。

カ
年
に
ほ
ぼ
銀
一
〇
貫
目
ず
つ
貸
付
元
銀
が
増
す
こ
と
に
な
る
、

四

1
0
貫
目
以
上
と
な
る
場
合
は
、
大
塚
拠
出
の



七
六
、
六
二
九

二
六
、
六
四

―-‘ 

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

出
来
銅
高
（
斤
）

三
五
、

九
九
五
・
三

四――-‘

八
九
八
•
四

四
一
、
九
一
―

10
・七

三
八
、
九
五
八

•
四

四
五
、
九

0
九
・
ニ

三
九
、
八

0
三

八
三
、
四
九
五
・
三

四
七
、
七
四
一
•
五

運
上
銅
高
（
斤
）

二
、
三
三
九

・
七

二
、
八
五
三
•
四

二
、
七
二
五
•
五

二
、
五
三
ニ
・
三

一
、
七
三
一
・
八

二、

九
八
四
・
一

二
、
五
八
七

・
ニ

四
、
九
八

0
・
九

五
、
四
二
七
・
ニ

1
0
三
・
ニ

五
、
四
六
九
・
七
八

八
、
七
九
六
・
九
七
八
、
七
九
六
・
九
七

同
代
銀
（
匁
）

1
0
五

・
九
八

五
、
0
ニ
――
•
一
七

四
、
七
八
四
・
ニ
三

四
、
四
四
ニ
・
八
四

三、

0
1
―
・
ニ
―

五
、
二
七
四
・
九
五

四
、
五
七
一
•
四
三

九
、
五
九
―
•
四
一

四、

五
、
四
六
九
・
七
八

請
負
人
出
銀

五、

0
一
三
・
一
七

四
、
七
八
四
・
ニ
―
―
―

四
、
四
四
ニ
・
八
四

三、

0
1
―
・
ニ
―

五
、
二
七
四
・
九
五

四
、
五
七
一
•
四
三

九
、
五
九
一
•
四
一

（
出
来
銅
高
は
運
上
銅
高
よ
り
算
出
）

年
度

五
〇

十
二
年

十
一
年

十
年

九
年

八
年

七
年

六
年

五
年

四
年

寛

政

三

年



一
年
七
月
大
塚
の
計
算
に
よ
る
と
、

銀
は
合
計
一
〇
八
貫
四
五
八
匁
三
分
一
厘
と
な
り
、

五

こ
れ
ま
で
に
新
水
抜
工
事
の
た
め
出
資
し
た
銀
額
は
一
五
七
貫
七

0
匁
五
分

こ
れ
が
そ
の
後
の
貸
付
元
銀
と
な
っ
て
年
々
の
利
銀
が
新
水

寛
政
三
年
分
出
来
銅
の
運
上
銅
代
銀
は
翌
四
年
閏
二
月
上
納
さ
れ
て
三
月
よ
り
貸
付
さ
れ
た
が
、
普
通
は
前
年

分
の
運
上
銅
代
銀
は
翌
年
三
月
上
納
さ
れ
、

こ
の
年
よ
り
請
負
人
よ
り
の
出
銀
（
貸
付
増
銀
）
が
同
時
に
納
め
ら
れ
、

年
関
二
月
よ
り
享
和
元
年
三
月
ま
で
一
〇
カ
年
に
上
納
さ
れ
た
運
上
銅
代
銀
と
請
負
人
の

差
加
銀
、
即
ち
貸
付
元

抜
工
事
の
入
用
と
し
て
給
与
さ
れ
た
。

貸
付
と
利
銀
の
取
立
給
与
は
、
銅
山
支
配
の
役
所
（
代

官
所
）
の
手
で
行
な
わ
れ
、
久
世
•
生
野
・
倉
敷
等
の
支

配
替
り
ご
と
に
当
該
の
役
所
や
津
山
御
預
所
と
な
っ
た
と
彦
は
津
山
役
所
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
津
山
御
預
所
と
な

っ
た
の
は
文
政
二
年
で
あ
る
が
、

翌
三
年
よ
り
年
利
一
割
三
分
を
九
分
に
引
下
げ
た
。

貸
付
元
銀
一
〇
八
貫
四
五
八
匁
三
分
一
厘
に
対
す
る
利
銀
は
一
ヵ
年
一
四
貫
九
九
匁
五
分
八
厘
で
あ
る
。
享
和

二
厘
と
な
る
勘
定
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
一
〇
八
貫
四
五
八
匁
三
分
一
厘
の
貸
付
元
銀
の
う
ち
差
加
銀
（
増
銀
）
が
計

五
二
貫
―
二
八
匁
九
分
で
そ
の
利
銀
は
計
四
四
貫
一
予
一
八

二
匁
四
分
九
厘
と
な
り
、

ま
で
に
、
別
に
出
資
し
た
工
事
入
用
が
六
五
貫
五
五
九
匁
一
分
七
厘
に
な
る
と
い
っ
て
い
る
。
享
和
元
年
に
一
〇

住
友

の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ

の
後

四
月
よ
り
貸
付
ら
れ
る
。
寛
政
四
年
分
は
翌
五
年
三
月
上
納
さ
れ
、

四
月
よ
り
と
も
に
貸
付
ら
れ
た
。
寛
政
四

ま
た
寛
政
四
年
よ
り
享
和
三
年



願
い
は
聴
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。 大

坂
銅
座
よ
り
金
二
、
五

0
0
両
を
拝
借
し
こ
れ
を
代
官
所
の
手
で
一
ヵ
年

た
し
ぎ
ん

一
割
の
利
付
で
近
国
へ
貸
付
け
、
毎
年
の
利
銀
二
五

0
両
を
水
抜
工
事
入
用
の
足
銀
と
し
て
七
ヵ
年
間
供
与
さ
れ

⑪
 

る
よ
う
配
慮
方
を
代
官
所
へ
願
出
た
。

座
拝
借
金
の
利
銀
の
足
銀
で
人
数
を
倍
増
し
て
、
期
間
を
半
減
し
六
ヵ
年
余
で
達
成
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
る
。
寛

政
九
年
の
報
告
で
は
、
銀
座
の
切
留
（
坑
口
よ
り
二
四
六
間
）
よ
り
本
口
（
本
坑
）
四
一
〇
間
、
連
走
り
四
一
〇
間
が

切
通
し
の
延
長
間
数
で
、
寛
政
四
年
三
月
よ
り
同
九
年
ま
で
に
一
ヵ
年
平
均
―
―

1
0間
余
を
切
り
計
一
八
六
間
余
を

切
進
め
、
残
り
六
三

0
間
と
し
て
い
て
、
享
和
―
―
一
年
の
願
書
と
多
少
の
見
積
り
の
ず
れ
が
あ
る
。
銅
座
拝
借
金
の

⑫
 

こ
の
頃
よ
り
文
化
年
間
に
入
っ
て
、
大
塚
の
家
計
は
か
な
り
苦
し
い
事
情
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
新
水
抜
工
事
は

よ
う
や
く
半
途
に
届
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
川
上
郡
東
組
村
よ
り
銅
山
入
用
米
を
仕
入
れ
た
が
、
文
化
五
年
に
は

間
余
の
割
合
で
、

和
三
年
五
月
ま
で
に
切
っ
た
間
数
四
一
〇
間
余
、
残
り
は
五
一
九
間
余
、

で
い
た
と
い
う
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

貫
三
九
匁
一
分
七
厘
、
同
二
年
に
一
六
貫
―
―
匁
二
分
六
厘
を
、
大
塚
よ
り
水
抜
工
事
の
た
め
支
出
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、

吹
屋
村
の
銅
山
下
稼
人
に
、

享
和
三
年
五
月
、

こ
れ
ま
で
一
―
ヵ
年
で
切
延
べ
四
一
〇

―
ヵ
年
お
よ
そ
四

0
間
ず
つ
切
る
も
の
と
し
て
一
―
―
―
力
年
で
切
通
す
見
込
み
で
あ
る
か
ら
、
銅

こ
の
願
書
に
は
、
水
抜
大
切
・
大
風
廻
の
惣
延
長
九
―
―

1
0
間
の
う
ち
、
享

大
塚
よ
り
無
利
息
で
貸
与
し
て
い
る
金
額
一
、

0
0
0両
余
に
も
及
ん

五



間
余
と
い
う
の
は
水
抜
・
大
風
廻
の
延
長
で
あ
る
か
ら
水
抜
だ
け
は
約
二
六

0
間
）
大
仙
・
脂
井
・
鎖
前
の
三
ヵ

所
は
船
鋪
よ
り
坂
本
が
わ
に
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
水
鋪
へ
は
引
立
よ
り
一

0
0間
ほ
ど
の
距
離
で
あ
り
、
便
宜
し

だ
い
で
三
ヵ
所
の
い
ず
れ
か
へ
抜
合
え
ば
、
向
寄
の
鋪
の
涌
水
も
石
目
を
通
っ
て
そ
こ
へ
集
ま
り
、
水
抜
よ
り
落

ち
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
稼
行
で
ぎ
よ
う
と
記
し
て
い
る
。
「
水
抜
泉
屋
の
手
な
ら
で
ハ
成
就
仕
り
難
し
、
と
て
も

大
塚
の
手
二
不
合
な
ど
い
う
も
の
あ
る
由
」
と
あ
っ
て
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営`

と
そ
の
後

る
と
、
水
抜
の
引
立
よ
り
船
鋪
ま
で
は
、

よ
り
給
与
の
手
当
銀
(
-
四
貫
九
九
匁
五
分
八
厘
）
の
う
ち
よ
り
直
接
に
東
組
村
方
が
受
取
る
よ
う
に
し
た
。
翌
六

年
に
も
中
野
村
の
元
治
（
廣
兼
氏
）
よ
り
の
文
銀
五
貫
目
の
借
用
証
文
に
、

や
は
り
年
利
一
割
三
分
の
利
銀
を
手
当

⑬
 

銀
よ
り
納
め
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
代
官
所
の
手
代
が
こ
れ
ら
証
文
に
は
裏
書
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

ま
た
、
文
化
十
年
に
は
濱
屋
小
十
郎
の
銅
山
入
用
取
替
銀
計
ニ
一
貫
余
を
、
明
春
の
出
来
銅
為
替
を
も
っ
て
返
済

住
友
の
手
代
太
兵
衛
、

す
る
と
し
て
い
る
。

―
1
0
0間
余
あ
る
と
い
う
こ
と
で

五

こ
れ
を
借
用
元
銀
と
す
る
借
用
証
文
を
つ
く
り
、
年
利
一
割
三
分
は
、
代
官
所

山
留
岡
右
衛
門
等
五
人
が
、
備
後
の
諸
銅
山
を
見
分
し
、
備
中
へ
脚
を
延
ば
し
て
吉
岡

銅
山
を
訪
れ
た
。
そ
れ
は
未
年
の
秋
と
あ
る
が
、

代
銀
支
払
残
り
が
六
貫
目
あ
り
、

お
そ
ら
く
文
化
八
年
の
こ
と
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
報
告
に
よ

（
享
和
―――
年
の
願
書
に
残
り
五
一
九

そ
の
頃
大
塚
は
水
抜
工
事
の
金
策
等
に
も
手
を
尽
く
し
、



こ
れ
が
一
〇
間
、
計
五

0
間
の
延
長
と
な
る
勘
定
で
あ
る
。

の
上
下
の
関
係
に
つ
い
て
、
享
和
三
年
の
大
塚
の
願
書
に

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

り
新
水
抜
ま
で
長
さ
二
間
の
樋
二

0
挺
下
り
の
積
り
で
、

つ
の
段
を
つ
く
る
の
で
、

二番通洞 （下の矢印の所、もとの新水抜を拡

大整備したものと思われる）付近より吹屋方

面（稜線鞍部）を望む。上の矢印の所が古水抜

（一番通洞）である。

こ
の
場
合
樋
二

0
梃
と
い

年
に
し
て
新
水
抜
大
切
を
切
通
し
た
の
で

と
き
に
十
一
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。

当
る
よ
う
で
あ
る
。
古
水
抜
と
新
水
抜
と

「
古
水
抜
筋
ョ
リ
桶
敷
賦
拾
町
（
挺
）
下
り
新
水
抜
切
懸

有
之
候
二
付
」
と
あ
る
。
寛
政
六
年
に
新
水
抜
の
延
長
見
積
を
記
し
た
中
に
、
平
安
・
大
黒
・
釜
山
三
間
歩
よ
り

切
下
げ
新
水
抜
と
疏
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
疏
通
の
た
め
五

0
間
を
切
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
古
水
抜
の
寛
よ

四

0
間
と
な
り
、
樋
一
挺
ご
と
に
水
溜
の
た
め
三
尺
ず

新
水
抜
大
切
は
、
現
在
の
二
番
通
測
に

あ
る
。

に
、
寛
政
四
年
に
着
工
し
て
か
ら
三
九
カ

切
っ
て
、

つ
い
に
文
政
十
三
（
天
保
元
）
年

し
か
し
大
塚
は
こ
の
難
局
を
乗
り

そ
ん
な
噂
を
な
す
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ

⑭
 。

ろ
う

銅
山
稼
行
の
苦
境
期
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

五
四



一
六
‘

ニ
四、

1
0、

六

0
0斤

二

0
0
斤

七

0
0斤

ニ
四、

0
0
0斤

二

0
、

0
0
0斤

五

0
、
0
0
0
斤

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
蛍
と
そ
の
後

文
化

十
一
年

十
年

九
年

八
年

七
年

六
年

（
傾
斜
の
あ
る
）
を
樋
の
挺
数
で

示
し
た
の
で
あ
る
。

九、

ハ
0
0斤

六

0
0斤

文
政

一年
二
年

尤
年

十
四
年

文
化
十
二
年

――
倍
の
増
産
と
な
っ
て
い
る
。

っ
て
も
、
実
際
に
樋
を
装
置
す
る
こ
と
で
な
く
て
、
大
風
廻
つ
ま
り
換
気
坑
の
延
長

し
か
し
同
時
に
古
水
抜
と
新
水

抜
の
高
低
の
垂
直
距
離
も
示
し
て
い
る
。
樋
一
挺
分
を
ほ
ぼ
六
尺
あ
る
い
は
七
尺
の

高
低
と
見
た
ら
し
い
か
ら
、
樋
二
〇
挺
は
―
二

0
尺
あ
る
い
は
一
四
〇
尺
と
な
り
、

⑮
 

古
水
抜
•
新
水
抜
の
高
低
差
を
こ
の
程
度
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る

。

な
お
、
現

在
の
一
番
通
洞
と
二
番
通
測
の
高
度
差
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
余
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
六
(
-
八
0
九
）
年
よ
り
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
ま
で
の
出
来
銅
高
が
知
ら
れ

⑯
 

る
が
、
新
水
抜
切
通
し
の

翌
年
天
保
二

年
以
後
は

二、――1
0、
0
0
0斤

一
四、

0
0
0斤

ニ―-‘四、

0
0
0斤

五、

0
0
0斤

十
三
年

五
五



六
七
、

四

0
0
斤

六
、
二

0
0斤

三
、
四

0
0斤

―――

―-、

八

0
0斤

五
八
、
二

0
0斤

五
五
、

0
0
0斤

ニ
四、

0
0
0斤

1
0
、
四

0
0斤

四
七
、

0
0
0斤

五
二
、

0
0
0斤

1
0
四、

0
0
0
斤

新
水
抜
切
通
し
の
後
も
、

分
五
厘
で
、

こ
れ
を
修
繕
し
、

人

・
山
見
廻

・
手
子
頭
を
使
用
し
た
。
文
政
十
三
年
十
一
月
よ
り
天
保
八
年
ま
で
の
入
用
銀
四

0
貫
―
二
六
匁

一

⑰
 

う
ち
二
五
貫
六
八

0
匁
四
分
五
厘
を
役
所
よ
り
手
当
銀
と
し
て
給
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
新
水
抜
切

二
年

天

保

元

年

十
二
年

十
一
年

十
年

九
年

八
年

七
年

ハ
年

五
年

文
政

四

年

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

六

0
、

0
0
0
斤

一
四
七
、

0
0
0斤

一
五

0
、
0
0
0斤

一
八

0
、
0
0
0斤

ニ
ニ
五
、

0
0
0斤

ニ
―
―
五
、

0
0
0斤

1
0
五、

0
0
0斤

1
0
二、

0
0
0斤

1
0
五
、

0
0
0斤

九
三
、

0
0
0斤

一
六
五
、

0
0
0斤
天

保

十
三
年

ま
た
諸
鋪
と
疏
通
す
る
た
め
切
渡
し
を
行
な
い
、

十
二
年

十
一
年

十
年

九
年

八
年

七
年

六
年

五
年

四
年

二
年

五
六

そ
の
た
め
鋪
役



R

大

塚

文

書

⑦

大

塚

文

書

註

付
に
付
願
書
L
o

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

上
申

一
札
」
。

木L ゚

④

大

塚

文

書

⑤

大

塚

文

書

運
上
銅
代
銀
毎
年
四
貫
目
の
貸
付
で
は
、
寛

大
塚
利
右
衛
門
（
兵
十
郎
）
「
水
抜
切
通
手
嘗
銀
貸

寛
政
三
亥
年
十
二
月
大
塚
兵
十
郎

「
請
負
—
—
付
差

亥
五
月
大
塚
兵
十
郎

「
跡
請
負
＿
＿
付
差

上
申

尋――

付
願
書
」。 寛

政
一一
一
年
亥
五
月
大
塚
兵
十
郎
「
跡
請
負
之
儀
御

五
七

之
大
著
自
レ
翁
始
、
然
資
産
亦
因
以
大

衰
突
、

先
レ
是
大

興
君

⑫
平
田
惟
新
の
撰
す
る
大
塚
兵
十
郎
宗
輔
の
墓
表
に
「
蓋
其
家
披

享
和
三
年
亥
五

月
大
塚
利
右
衛
門
「
水
抜
普
請
に

⑩
寛
政
四
年
よ
り
同
六
年
ま
で
の
貸
付
利
銀
は
元
銀
に
組
入
れ
た

代
利
兵
衛

「
勘
場
等
賣
渡
證
文
」。

①

大
塚
文
書

R

大

塚

文

書

稼
方
租
書
」
。

R

大
塚
文
書

寛
政

二
年
戌
十

一
月
十
二
日
小
橋
屋
長
左
術
門
手

置
ぎ
貸
付
け
ら
れ
、
年
々
利
銀
に
水
抜
普
請
の
手
当
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

寛
政
二
戌
歳
十
月
大
塚
兵
十
郎
「
仕
様
帳
御
見
分

様
に
差
出
ス
願
書
控
」。

天
明
八
年
申
十
月
大
塚
定
次
郎
「
備
中
吉
岡
銅
山

通
し
の
後
も
手
当
銀
は
打
切
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、

⑥

大

塚

文
書

請
に

付
願
書
」。

R

大

塚

文

書

入
用
帳
」
。

よ
う
で
あ
る
。

⑪

大

塚

文

書

付
拝
借
金
願
書
」
。

1
0
年
目
寛
政
十
二
年
の
利

（
定
次
郎
宗
茂
）
有レ
故
僻
1一
銅
局
—
‘翁乞
復
レ
之
亦
多
一函
寄
竺
。
乃

譲

嘉

務

子
宗
徳
君

一
」
と

あ
り
、
ま
た
同
じ
く
平
田
の
作
っ
た

寛
政
六
年
寅
十

一
月
大
塚
理
右
衛
門
「
水
抜
普
請

寛
政
六
年
寅
四
月
大
塚
理
右
衡
門

「
銅
山
水
抜
普

銀
四
貫
六
八

0
匁
と
な
り
、
計

二
四
貫
八
四

0
匁
と
な
る
。

政
六
年
の
利
銀
一
貫
五
六

0
匁、

1
0
八
貫
四
五
八
匁
三
分
一
厘
の
貸
付
元
銀
は
そ
の
ま
ま
据



あ
ろ
う
か
。

寛
政
九
年
大
塚
よ
り
代
官
所
へ

「
先
年
は
採
掘
し
た
鉛
石
を
請
負
人
が
―
二
貫
目
に
つ
ぎ
銀
二
匁
二
分
で
買
取

っ
た
が
、
現
在
は
出
来
銅

一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
銀
八

0
匁
で

買
取
る
仕
法
で
あ
る
」

吹
立
て
た
荒
銅
を
請
負
人
が
買
取
る

の
で
あ
る
。
先
年
鉛
を
買

っ
た
と
い
う
の
は
小
橋
屋
稼
行
時
代
を
い
う
の
で

「
諸
國
銅
山
見
分
控
」

に
も
「
先
年
豫
山
之
通
掘
子
よ
り
鉛
石
買
取
、

（二）

稼

行

法

文
」
、
文
化
六
年
巳
正
月
同
「
銀
子
借
用
證
文
」
。

⑬

大

塚

文

書

文
化
五
辰
年
四
月
大
塚
理
右
術
門
「
銀
子
借
用
證

ハ
四
頁
）

業
を
相
続
し
た
。

（
永
山
卯

i

―一郎
「
早
川
代
官
」
六
六

一
ニ
ー
六

文
化
六
年
に
兵
十
郎
の
次
子
馬
次
郎
（
後
彊
右
術
門
）
宗
徳
が
家

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

大
塚
定
――一
郎
宗
敬
の
墓
表
に
「
至
＝
大
卵
君
一
其
業
倍
盛
。
既
老

頗
破
――
産
業
一

、
大
興
君
怒
逐
レ
之
。
更
以
レ
君
為
レ
嗣
。
君
乃
以

1

1

興
復
云

9
任
。
」
と

あ
る
。

定
三
郎
宗
敬
は
定
次
郎
宗
茂
の
第

七
子
で
兵
十
郎
宗
輔
の
弟
、
文
化
四
年
よ
り
暫
く
家
督
を
つ
ぎ
、

「
諸
國
銅
山
見
分
控
」
。

三
拾
挺
餘
、
此
間
敷
三
拾
間
餘
掘
下
ケ
候
―
一
付
」
と
あ
る
が
、

高
低
の
垂
直
距
離
を
樋
の
挺
数
で
示
し
た
の
で
、

⑯

大

塚

文

書

⑰

大

塚

文

書

八
酉
年
迄
寅
年
大
切
水
抜
出
来
後
普
請
諸
入
用
御
届
書
」
。

と
報
告
し
て
い
る
。
下
稼
人
が

山
師
手
仕
成
―
一
致
し
候
由
、

大
塚
弾
右
衛
門
「
文
政
十

三
寅
年
十
一
月
方
天
保

十
一
子
年
迄
年
ミ
出
銅
高
書
上
帳
」
そ
の
下
ゲ
札
。

子
十
一
月
大
塚
張
右
衛
門
「
文
化
六
巳
年
か
天
保

と
計
算
し
て
い
る
。

一
挺
を

一
間

而
委
1

一
家
子
動
善
君
諒
宗
輔

石
竺
家
事

ー。
糊
善
君
豪
放
不
覇
。

⑮

寛

政

二
年
十
月
の
大
塚
兵
十
郎
願
書
に

「
大
切
水
抜
通
方
樋
敷

⑭ 

五
八



一
匁
五
分

-
0匁
六
分
七
厘

二
五
匁

そ
の
節
鉛
直
段
、

を
与
え
ら
れ
て
稼
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
吉
岡
銅
山
で
は
下
稼
人
は
掘
子
で
あ
っ
た
。
掘
子
は
横
番
と
も
い
い
、
諸

国
の
掘
大
工
の
こ
と
で
あ
る
。

大
塚
が
寛
政
二
年
水
上
の
鋪
を
試
稼
ぎ
し
、
寛
政
一
―
―
年
よ
り
小
橋
屋
の
跡
を
請
負
っ
た
が
、
当
時
の
仕
法
を
説

明
し
て
、
下
稼
人
手
元
で
鉛
石
五

0
0貫
目
ま
で
掘
溜
め
さ
せ
、
焼
鉛
五

0
0貫
目
を
吹
立
て
さ
せ
、
出
来
銅
一

〇
貫
目
に
つ
き
銀
八

0
匁
で
買
取
る
と
あ
る
。
鉛
五

0
0貫
目
を
吹
く
の
を
鉛
吹
一
軒
前
と
よ
ん
だ
が
、

0
0貫
目
は
焼
鉛
で
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

う
の
で
あ
る
。

さ
て
、

―
―
―
―
匁
四
分

-
0匁
七
分

五
九
匁
五
分

炭
平
均
一
七
俵
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

真
吹
入
用

鈷
吹
入
用

一
俵
に
つ
ぎ
三
匁
五
分

焼
鉛
を
吹
所
ま
で
の
持
送
人
足
賃

五

0
0貫
目
を
掘
溜
め
る
と
い
う
の
も
焼
鉛
で
そ
れ
だ
け
の
分
を
い

①
 

こ
れ
を
荒
銅
に
仕
上
げ
る
ま
で
の
入
用
銀
は
次
の
よ
う
に
見
積
っ
て
い
る
。

砕
女
五

0
人
賃
銀
、

焼
釜
入
用
木
代

一
人
に
つ
彦
五
分

鉛
石
十
二
貫
目
代
銀
二
匁
二
分
」
と
あ
る
。

下
稼
人
は
、

五
九

こ
の
五

稼
行
人
か
ら
鋪
や
鋪
内
の
掘
場



る
か
ら
、
右
の
う
ち
よ
り
支
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

計
―
―

-
0
匁
七
分
五
厘

―
二
八
匁

―
―
匁
三
分
余

計
一
四
―
―
―
匁
九
分
余

銅
座
の
買
上
値
段
が
、
平
銅
・
床
尻
銅
を
平
均
し
て
、
銀
一
七
四
匁
で
あ
る
か
ら
、
一
―

-
0匁
余
が
徳
用
銀
と
し

て
残
る
こ
と
に
な
る
。
寛
政
五
年
―
―
―
月
よ
り
は
運
上
銅
代
銀
と
同
額
の
貸
付
増
銀
を
提
供
し
た
の
で
こ
れ
を
支
出

に
加
え
る
と
、

寛
政
八
、

四
匁
六
分

1
0
0
日
で
鉛
石
五

0
0貫
目
（
焼
鈷
で
い
う
）
を
掘
溜
め
る
と
し
て
、

出
来
銅

一
箇

(1
0
0
斤
入
）
買
取
代
銀
、

1
0
貫
目
に
つ
き
八

0
匁

大
阪
ま
で
指
登
せ

の
入
用
、
荷
造

・
駄
賃

・
運
賃

・
蔵
敷
料
と
も

九
年
頃
に
は
銅
座
仕
切
銀
が
平
均
一
七
五
匁
四
分
余
で
、

に
残
る
こ
と
に
な
る
。
鋪
内
の
普
請
入
用
や
稼
行
の
諸
取
締
に
あ
た
る
手
代
等
の
給
金
は
、
稼
行
人
の
負
担
と
な

下
稼
人
は
出
来
銅
を
大
塚
へ
売
る
の
で
あ
る
が
、
収
入
の
実
態
は
ど
う
な
る
か
。

R
 

う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。
掘
子
一
人
、

れ
よ
り
銅
一
―

1
0
0
斤
余
を
吹
立
て
る
。
銅
座
売
上
値
段
は
平
床
荒
銅
平
均
一
七
五
匁
四
分
と
す
れ
ば
、
一
―

1
0
0斤

一
箇
に
つ
き
御
運
上
銅
（
六
分
五
厘
稼
）

稼
行
当
初
の
大
塚
の
勘
定
は
、
銅
一

0
0斤
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

ニ
四
匁
六
分
が
大
塚
の
手
元

ハ

0

こ



っ
て
、

一
日
分
は
二
匁
八
分
四
厘
七
毛
と
な
る
。

吹
方
諸
入
用
は
下
稼
人
の
負
担
で
あ
っ
て
、

小
計
二
四
一
匁
四
分
七
厘

六
三
匁

七
―
―
―
匁
八
分

九
九
匁
二
分
七
厘

内
一

0
匁
七
分

―
二
匁
一
分
七
厘

一
三
匁
四
分

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

六
六
匁
四
分

で
五
二
六
匁
二
分
と
な
る
。

し
か
し
、

運
上
銅
代
銀
、
貸
付
増
銀

吹
方
諸
入
用

真
吹
床
入
用

焼
釜
一
式
入
用

鉛
吹
床
入
用

炭
一
八
俵
代

銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
ニ
ニ
匁
八
分

一
俵
二
つ
ぎ
一
―
―
匁
五
分

五
二
六
匁
二
分
よ
り
こ
れ
を
差
引
い
て
残
り
二
八
四
匁
七
分
三
厘
と
な
る
。

ニ
八
四
匁
七
分
三
厘
と
吹
方
諸
入
用
を
合
わ
せ
た
も
の
が
、
請
負
人

の
銅
買
取
代
銀

(
1
0
0斤
に
つ
ぎ
―
二
八
匁
）
に
な
る
。
下
稼
人
の
右
の
収
入
は
一

0
0
日
の
稼
行
の
も
の
で
あ

っ
ち
ゃ
の
み
等
の
坑
内
の
鉄
道
具
、

み
は
毎
日
鍛
冶
の
手
で
焼
く
）
、
油
代
銀
は
、
鉱
山
の
仕
法
と
し
て
掘
子
の
負
担
で
あ
っ
た
。

そ
の
焼
賃
（
の

こ
れ
が
下
稼
人
の
収
入
と
な
る
。

請
負
人
（
大
塚
）
へ
引
取
分
銅
一

0
0斤
に
つ
き
二
四
匁
六
分



平
均
―
一
貫
目
よ
り
―
二
貫
目
、

そ
の
ほ
か
鍛
銅
五
、

焼
釜
で
一
五
ヵ
日
ほ
ど
焼
く
。
焼
鉛
五

0
0貫
目
を、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

以
上
の
よ
う
な
計
算
と
な
る
の
で
、

下
稼
人
の
渡
世
も
成
立
つ
と
い
う
。

一
六
貫
目
に
つ
ぎ
駄
賃
一
匁
五
分
）
、

六
〇
貫
目
を
う
る
。
銑
銅
一
六
〇
貫
目
を
一
度
に
真
吹
し

一
日
に
一

0
0
貫
目
ず
つ
五
度
に
鉛
吹
す
る
。
床
尻
銅
は

鉛
吹
一
軒
前
で
出
来
銅
―
―

1
0
0斤
よ
り
二
五

0
斤
ま
で
の
歩
付
で
あ
れ
ば
、

し
か
し
、
歩
付
が
―

10
0斤
よ
り
少
な
い
と
、

〇
貫
で
床
尻
銅
を
こ
め
て
出
来
銅
四
〇
貫
な
い
し
五
五
貫
六

0
0
目
あ
り
、

上
鉛
は
そ
れ
以
上
で
相
応
の
銀
垂
り

こ
の
出
来
銅
は
二
五

0
斤
よ
り
三
五

0
斤
に
ほ
ぼ
該
当
し
て
い
る
の
で
、
一
―

1
0
0斤
と

製
錬
法
は
、
元
緑
以
前
の
住
友
の
第
一
次
経
営
の
頃
と
変
り
は
な
い
。
生
鉛
を
砕
い
て
粟
粒
大
の
細
鉱
と
し
、

て
平
荒
銅
と
す
る
。
平
床
荒
銅
は
成
羽
ま
で
三
里
の
道
を
駄
送
し
（
一
箇
、

つ
ら
し
ま

成
刃
よ
り
連
島
（
倉
敷
市
連
島
町
）
ま
で
九
里
を
川
船
で
下
し
（
船
賃
一
匁
四
分
）
、
連
島
よ
り
海
上
大
阪
へ
運
ぶ

（船
賃

一
匁
六
分
）
。
梱
包
の
入
用
等
二

分
五
厘
を
加
え
て
、

る
こ
と
に
な
る
。

R
 

寛
政
二
年
十
月
大
塚
が
銅
山
試
稼
を
願
出
た
と
ぎ
‘
稼
人
に
対
し
守
る
べ
ぎ
規
則
を
申
渡
し
た
。
そ
の
中
に
掘

い
う
の
が
平
均
に
近
い
歩
付
と
さ
れ
た
ら
し
い
。

も
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
と
な
る
か
ら
生
活
が
困
難
に
な
る
。

廻
銅
の
入
用
が
一
箇
に
つ
い
て
四
匁
五
分
五
厘
か
か

「
諸
國
銅
山
見
分
控
」
に
、
鉛
吹
一
軒
前
は
焼
鉛
五
〇

一
日
分
の
収
入
が
一
匁
五
分



る
。

船
鋪
行
捨
天
井

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ

の
後

岸
山
鋪

大
仙
山

船
鋪
引
捨
天
井

ぬ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

但
、
銘
々
存
寄
之
場
所
―
―
候
と
も
鋪
役
人
工
居
候
上
、
堀
掛
り
可
申
、
様
子
二
よ
り
見
分
為
致
候
儀

も
可
有
之
事

と
あ
る
。
掘
場
に

は
大
小
良
否
の
さ
ま
ざ
ま
の
見
込
み
の
場
所
が
あ
る
が
、

閾
取
り
で
掘
場
を
ぎ
め
る
、
閻
取
り

以
外
の
場
所
は
掘
子
相
対
で
存
知
の
と
こ
ろ
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。

け
た
経
験
の
あ
る
掘
場
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
鋪
役
人
へ
届
け
て
、
掘
か
か
り
の
程
度
を
見
分
さ
せ
る
こ
と
も
あ

つ
ま
り
存
寄
と
い
っ
て
も
、
形
だ
け
で
実
績
が
な
け
れ
ば
、
割
当
に
優
先
権
を
簡
単
に
与
え
る
わ
け
に
い
か

ェ
可
参
事

久
助
、

武
吉
、
好
蔵
、
理
右
衛
門
、
兵
右
衛
門

竹
七

喜
兵
衛
、
徳
兵
衛
、
博
次
郎
、

子
に
対
す
る
掘
場
の
割
当
に
つ
い
て

（
マ
、
）

堀
場
之
儀
者
嘗
時
大
小
目
常
有
之
場
所
ハ
閻
取
に
致
し
、
く
ち
取
常
不
申
分
ハ
互
二
申
合
存
寄
之
場
所

久
蔵
、
喜
助

そ
し
て
結
局
は
次
の
よ
う
に
掘
場
を
渡
し
た
。

五
人

一
人 一人

二
人

た
だ
し
存
寄

の
場
所
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
手
が



と
あ
る
。

掘
子
数
は
三
八
人
と
な
る
が
、

廣
島
山
根
戸

廣
島
山
根
戸

十
枚
鋪
武
左
衛
門
所

十
枚
鋪
武
左
衛
門
所

大
仙
山

大
仙
山

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の

後

禰
――一郎
、
忠
兵
衛
、
國
蔵

伊
兵
衛
、
清
蔵
、
文
識
、
利
助
、
金
次
郎
、
元
八
、
次
右
衛
門
、
宇
吉
、
興
六

こ
の
掘
子
中
に
は

一二
八
人

こ
れ
と
同
じ
頃
の
留
書
が
あ
っ
て
船
鋪
の
内
の
掘
場
と
割
当
て
ら
れ
た
掘
子
名

が
記
さ
れ
て
い
て
、
以
上
の
三
八
人
中
で
三
六
人
ま
で
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

清
七
、
宇
助
、
林
兵
衛
、
喜
三
右
衛
門

清
五
郎
、
喜
四
郎
、
利
兵
斥
佃
、

安
兵
衛

幸
助

弾
右
衛
門
、
忠
太
夫
、
政
七
、
元
蔵
、
幸
次
郎
、
幸
八

な
お
、

の
外
に
一

0
人
の
名
が
数
え
ら
れ
る
か
ら
、
銅
山
の
掘
子
数
は
計
四
八
人
と
な
る
。

掘
子
の
外
に
銅
山
稼
行
の
構
成
員
と
し
て
、

鍛
冶
方
（
四
人
）
、
吹
方
（
七
人
）
、
明
方
（
六
人
）
等
が
あ
り
、

た
諸
雑
用
座
が
あ
る
。
明
方
に
は
、
風
呂
焚
・
番
人
・
釜
屋
・
木
伐
・
木
方
・
日
＿雇
が
あ
り
、
諸
雑
用
座
に
は
米

座

・
味
噌
座

・
鉄
座

・
油
座
等
が
あ
る
。
米

・
味
噌
・
鉄
・
油
等
は
、
請
負
人
（
大
塚
）

よ
り
掘
子
は
じ
め
稼
人
に

仕
送
り
す
る
の
で
そ
の
値
段
の
決
定
に
つ
い
て
は
「
諸
貨
物
直
段
等
者
、
銀
座
請
負
中
之
振
合
ヲ
以
取
計
候
事
」

こ
れ
ら
諸
品
の
仕
入
と
配
給
に
あ
た
る
の
が
、
米
座
以
下
の
諸
雑
用
座
で
あ
る
。 九

人
四
人

四
人 一人

一
人

六
人

ハ
四

ま



請
負
人
に
直
属
し
て
い
る
山
方
差
配
人
・
下
代
（
前
述
の
米
座
等
を
含
む
）
は
、
以
上
の
外
の
も
の
で
あ
る
。
文

政
十
三
年
に
新
水
抜
切
通
し
が
成
っ
た
と
き
、
稼
人
一
同
よ
り
、
諸
取
締
に
つ
い
て
こ
れ
を
忠
実
に
守
る
旨
の
請

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

合
計

炭
山
方

焼
釜
方

ゆ
り
物
師

砕

女

砕
女
は
掘
子

一
人
に
つ
き

一
人

真
吹
方

鉛
吹
方

手
子

鋪
役
人

寛
政
九
年
十
二
月
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
時
の
稼
人
内
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

手
子
役
人
（
手
子
頭
の
こ
と
）

掘
子
（
横
番
）坂

本
村
に
炭
山
を
調
達
、
炭
釜
七
枚
分
、

一
枚
に
つ

き
四
人
ず
つ

銅
色
吹
所
属

一
四
九
人

二
人

ニ
八
人

四
人

二
人

四
一
人

五
人

五
人

一
八
人

四
一
人

二
人

ハ
五



註

新
水
抜
切
通
し
を
機
会
に
、

二
年
九
月
大
坂
銅
座
で
、
向
う
五
カ
年
間
は
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
一
〇
匁
の
値
増
を
認
め
た
の
で
、
大
塚
の
買

上
値
段
も
十
月
よ
り
や
は
り
五
ヵ
年
間
は
一

0
0斤
に
つ
ぎ
銀
六
匁
四
分
つ
ま
り
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
四
匁
を
増
す

こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、

あ
る
。
も
っ
と
も
右
の
年
限
中
で
も
銅
相
場
が
下
れ
ば
値
引
す
る
と
銅
座
も
断
っ
て
い
る
。

④
 

人
へ
の
貸
米
を
増
す
こ
と
も
大
塚
は
了
承
を
与
え
た
。

①

大

塚

文

書

亥
五
月
大
塚
兵
十
郎
「
試
稼
申
仕
方
御
尋
二
付
御

釜
方
大
工

仕
道
手
子

雇
横
番

横
番

手
子
頭

四
人

一
四
人

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

一
三
人

二
九
人

一
人

下
稼
人
よ
り
の
銅
買
上
値
段
を
銅
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
銀
六
匁
を
増
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
銅
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
銀
八

0
匁
が
九

0
匁
の
買
上
値
段
と
な
っ
た
わ
け
で

風
呂
方

鍛
冶
方

一
人

五
人

吹

方

手

子

九

人

吹
方
大
工

鋪
負
方

二
人

九
人

答
書
」
。

証
文
を
津
山
役
所
へ
差
出
し
た
。

こ
の
証
文
に
は
、
鋪
役
人
鱗
平
を
は
じ
め
、
次
の
八
八
名
が
連
判
し
て
い
る
。

ま
た
、

ノ‘,. 
ノ‘

翌
天
保

こ
の
際
、
稼



元
治
元
子
年
七
月
ョ
リ
松
山
板
倉
周
防
守
代
編
山
定
兵
衛
明
治
六
酉
年
迄

と
あ
る
。
大
塚
禰
右
衛
門
は
兵
十
郎
の
子
で
初
名
馬
次
郎
で
文
化
六
年
頃
よ
り
家
督
を
相
続
し
た
。
大
塚
が
銅
山

①
 

こ
の
頃
同
家
の
経
済
事
情
は
あ
ま
り
順
調
で
も
な
か
っ
た
ら
し
く

出
来
銅
高
も
新
水
抜
切
通
し
の
後
の
数
ヵ
年
に
比
較
す
る
と
、

し
か
し
、
差
配
人
善
九
郎
が
大
塚
よ
り
直
ち
に
銅
山
請
負
を
引
継
い
だ
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
嘉
永
七
年
閏
七

住
友
の

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

経
営
を
や
め
た
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

明
治
六
年
十
二
月
ョ
リ
高
知
県
士
族
岩
崎
禰
太
郎
、
三
菱
也

嘉
永
年
中
岡
山
伊
木
、
差
配
川
原
善
九
郎

其
後
弘
化
四
未
年
迄
大
塚
禰
右
衛
門
相
稼
申
候

文
化
元
年
十
一
月
の
書
上
の
後
に
追
記
し
て

R

大

塚

文

書

七

②

大

塚

文

書

寛

政

八

年

辰

三
月
大
塚
理
右
衛
門
「
銅
山
渡
世
に

つ
ぎ
申
状
L
o

幕
末
明
治
維
新
期
の
吉
岡
銅
山

寛
政

二
戌
年
十
月
「
申
渡
之
定
L
o

し
だ
い
に
減
少
し
て
い
た
。

番
等
銅
直
段
増

に
つ
き
請
證
文
」
。

④

大

塚

文

書

ハ
七

天
保
二
卯
年
十
月
十
日
「
鋪
役
人
・
手
子
頭
・
横



住
友

の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

月
当
時
の
銅
山
請
負
人
善
九
郎
が
、
成
羽
よ
り
酒
津
へ
銅
荷
を
積
ん
で
下
る
高
瀕
船
を
、
井
尻
野
村
役
人
が
同
村

地
内
で
差
留
め
た
こ
と
を
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
六
月
以
後
、
出
役
人
の
改
め
を
四
度
う
け
て
合
計
銅
―
―

-
0箇
を
、
出
役
の
送
り
状
を
添
え

て
成
羽
の
船
問
屋
濱
田
屋
喜
三
衛
門
の
手
で
四
艘
の
高
瀕
船
で
積
下
す
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

が
先
ず
差
留

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
善
九
郎
は
井
尻
野
村
知
行
主
の
藤
田
左
衛
門
に
対
し
役
所
よ
り
右
の
四
艘
は

も
と
よ
り
将
来
も
銅
積
船
の
往
来
に
支
障
な
ぎ
よ
う
に
処
置
方
を
交
渉
し
て
欲
し
い
と
願
出
る
と
と
も
に
、

あ
た
っ
て
銅
送
り
が
遅
延
せ
ぬ
よ
う
に
、
今
回
限
り
井
尻
野
村
へ
船
よ
り
揚
げ
て
酒
津
村
ま
で
馬
付
で
送
り
届
け

善
九
郎
の
訴
え
に
対
し
て
、
井
尻
野
村
の
返
答
は
同
地
の
湛
井
堰
は
、

ぬ
慣
例
で
あ
り
、
船
の
積
荷
は
堰
の
上
で
陸
揚
げ
し
人
足
の
手
で
堰
の
下
ま
で
運
び
、
別
船
に
積
替
え
る
仕
来
り

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
い
と
申
出
た
と
い
っ
て
い
る
。

吉
岡
銅
山
は
上
下
役
所
の
管
轄
で
あ
っ
た
。

上
下
役
所
へ
訴
え
た
。
上
下
役
所
は
石
見
の
大
森
代
官
所
の
出
張
所
で
、

そ
の
う
ち
の
一
艘

用
水
取
入
れ
の
間
を
限
っ
て
通
船
さ
せ

さ
ら
に
嘉
永
三
年
に
吉
岡
銅
山
請
負
人
吹
屋
村
庄
屋
要
助
・
同
年
寄
佐
助
が
吉
岡
銅
を

湛
井
で
陸
揚
げ
し
て
岡
山
ま
で
駄
送
す
る
予
定
だ
と
倉
敷
役
所
へ
届
け
た
と
い
う
の
で
、
湛
井
の
問
屋
源
六
が
銅

山
御
用
掛
り
河
原
九
郎
と
交
渉
し
て
湛
井
へ
の
陸
揚
げ
賃
・
倉
敷
料
と
も
一
駄
分
五

0
文
、
湛
井
よ
り
板
倉
ま
で

/' 
八

そ
の
頃
は

さ
し



う
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
、

こ
れ
に
同
意
し
な
い
も
の
も
あ
っ
て
対
立
し
た
の
で
あ
る
。

善
九
郎
代
人
吉
五
郎
よ
り
反
論
し
て
、

ノ‘
九

こ
れ
に
は
請
負
人
佐
助
に

山
元
の
指
図
な
く
て
御
用
銅
を
勝
手
に
別
船
に
稽
替

え
る
例
は
な
い
か
ら
、
積
替
え
の
証
拠
書
類
を
乳
明
し
て
欲
し
い
と
述
べ
、
嘉
永
―
―
―
年
に
岡
山
へ
送
っ
た
の
は
、

当
時
の
請
負
人
吹
屋
村
庄
屋
要
助

・
同
年
寄
佐
助
で
あ
る
が
、
岡
山
の
油
屋
義
右
衛
門
が
銀
主
で
あ
っ
て
銀
主
の

都
合
で
か
く
取
計
ら
っ
た
特
例
で
あ
り
、
往
古
か
ら
銅
荷
を
岡
山
へ
運
ぶ
（
さ
ら
に
大
坂
銅
座
へ
送
る
）
こ
と
な
ど

R
 

は
あ
り
得
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
銅
荷
積
船
の
通
船
の
結
末
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
史
料
を
欠
く
が
、
嘉
永
―
―
―

年
頃
の
請
負
人
は
吹
屋
村
庄
屋
・
同
年
寄
と
な
っ
て
お
り
、
銀
主
は
岡
山
の
油
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

吹
屋
村
年
寄
佐
助
は
、
善
九
郎
の
後
に
、
文
久
年
間
銅
山
請
負
人
と
な
っ
て
い
る
長
尾
佐
助
と
同
一
人
で
あ
る
。

文
久
三
年
に
銅
山
の
下
稼
人
の
間
に
、
銀
主
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
問
題
で
対
立
し
抗
争
が
起
っ
た
。
同
年
冬

に
な
っ
て
争
論
が
上
下
役
所
へ
持
込
ま
れ
、

翌
尤
治
元
年
―
―
一
月
請
負
人
佐
助
・
下
稼
人
一
同
が
役
所
へ
呼
出
さ
れ

下
稼
人
横
番
中
に
松
山
藩
板
倉
家
の
御
用
達
饂
山
定
兵
衛
、
松
山
領
美
袋
村
庄
屋
田
邊
壽
太
郎
を
銀
主
に
し
よ

対
す
る
横
番
の
不
信
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
出
来
銅
買
上
げ
の
値
増
に
つ
い
て
、
佐
助
と
下
稼
人
で
お
も
わ
く
の

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
と
そ
の
後

て
一
件
は
大
森
陣
屋
へ
も
申
達
さ
れ
た
。

継
送
り
駄
賃
―
―
―
五

0
文
に
と
り
決
め
た
先
例
も
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
。



住
友
の

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

違
い
が
あ
り
、

元
治
元
年
正
月
に
大
塚
定
次
郎
等
の
斡
旋
で
、
佐
助
は
横
番
中
へ
の
取
替
銀
の
返
済
不
足
銀
四
〇

R
 

貫
目
余
を
容
赦
し
、
横
番
は
仕
切
勘
定
に
つ
い
て
今
後
は
申
分
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。

銀
主
に
つ
い
て
横
番
中
に
対
立
が
あ
っ
た
の
み
で
な
く
、
吹
屋
村
組
頭
中
に
も
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
ら
し

い
。
大
塚
が
経
営
か
ら
退
い
て
か
ら
、
他
に
請
負
人
が
な
け
れ
ば
、
吹
屋
村
の
庄
屋

・
年
寄
が
請
負
人
と
な
っ
て

お
り
、
善
九
郎
の
後
も
年
寄
佐
助
が
請
負
人
と
な
っ
た
。
吹
屋
村
が
「
過
半
鋪
村
百
姓
二
而
敷
代
引
績
、
銅
山
稼

方
二
而
相
績
仕
L

と
い
う
事
情
に
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
松
山
藩
御
用
達
の
定
兵
衛
等
を
銀
主
と
す
る
件
に
つ

い
て
、
横
番
の
み
で
な
く
組
頭
層
の
も
の
も
必
ず
し
も
す
べ
て
が
賛
成
し
な
か
っ
た
。

上
下
役
所
よ
り
の
召
喚
取
調
に
対
し
、
結
局
は
中
野
村
庄
屋
廣
兼
龍
一
一
一
郎
等
の
斡
旋
で
、
吹
屋
村
組
頭
惣
代
等

よ
り
銀
主
等
に
つ
い
て
は
自
儘
な
願
立
て
は
し
な
い
旨
を
申
出
た
。

④
 

元
治
元
年
四
月
、
請
負
人
長
尾
佐
助
よ
り
皓
山
定
兵
衛
・
田
邊
壽
太
郎
あ
て
に
銅
山
稼
方
銀
主
を
譲
渡
し
た
。

こ
の
場
合
、

た
だ
仕
入
銀
を
貸
与
す
る
銀
主
が
交
替
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
銅
山
稼
方
を
譲
渡
し
た
の
で
、
実
質

は
請
負
人
が
引
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
長
尾
佐
助
の
譲
渡
証
文
に
は
、

上
下
村
取
締
役
武
平
太
、
吹
屋
村
大
塚
定

次
郎
が
証
人
と
な
っ
て
お
り
、
宛
名
は
跡
稼
方
御
引
受
銀
主
と
し
て
定
兵
衛
・
壽
太
郎
の
ほ
か
に
、
松
山
表
御
銀

主
御
願
取
人
の
肩
書
で
中
野
村
庄
屋
廣
兼
組
一
一
一
郎
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
組
三
郎
は
松
山
藩
へ
出
入
し
て
い
る
有

七
〇



二
0
0
両
は
入
山
の
節
に
受
取
り
、

の
で
あ
る
。

定
兵
衛
は
松
山
御
用
達
、

十
郎
）
、
補
助
人
大
塚
定
次
郎
、

七

0
0
両
は
松
山
藩
御
山
方
の
手
形
で
、

手
形
で
受
取
り
、
残
り
―
―

1
0
0両
は
三
ヵ
年
賦
無
利
息
で
、
毎
年
十
二
月
十
日
限
り
一

0
0両
ず
つ
渡
す
と
い
う

七

0
0両
を
松
山
藩
山
方
役
所
の
手
形
で
受
取
っ
た
事
実
よ
り
考
え
、

田
邊
壽
太
郎
は
松
山
御
領
分
の
肩
書
を
つ
け
て
い
る
こ
と
よ
り
推
す
と
、
定
兵
衛
等
は

稼
方
名
義
人
で
あ
っ
て
実
質
は
松
山
藩
経
営
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
元
治
元
年
よ
り
吹
屋
村
の
無
尽
蔵
に
松
山
藩
よ

り
一
ヵ
年
に
米

一
0
石
ず
つ
一

0
ヵ
年
下
げ
渡
さ
れ
て
飢
饉
に
備
え
る
こ
と
に
な
り
、
古
米
は
銅
山
へ
の
藩
の
出

役
人
が
立
会
い
売
払
い
新
穀
に
積
替
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
無
尽
蔵
引
請
人
片
山
浅
次
郎
（
煩
い
に
つ
ぎ
代
悴
兵

世
話
人
庄
屋
彦
助
等
よ
り
松
山
役
所
に
あ
て
た
米
穀
請
取
証
文
に
、

稼
方
を
松
山
領
分
の
二
人
（
定
兵
衛

・
壽
太
郎
）
が
引
請
け
ら
れ
「
御
上
様
之
御
益
銀
」
の

う
ち
蔵
米
一

0
石
ず

つ

1
0
ヵ
年
下
げ
渡
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
銅
山
が
松
山
藩
経
営
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

慶
応
三
年
十
一
月
休
山
し
た
た
め
、
吹
屋
村
で
は
困
窮
し
、

ヘ
預
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
稼
方
預
け
証
文
は
、
庄
屋
彦
助
、
年
寄
長
尾
佐
助
あ
て
に
な
っ
て
い
る
が
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

こ
の
銅
山
稼
方
銀
主
譲
渡
の
趣
意
金
と
い
う
名
で
、

力
者
で
、
跡
請
負
人
の
後
見
・
世
話
人
の
立
場
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

七

こ
れ
は

五

0
0両
は
定
兵
衛
・
壽
太
郎
の

ま
た
銅
山
関
係
証
文
に
饂
山

吉
岡
銅
山

翌
四
年
正
月
定
兵
衛
等
よ
り
銅
山
稼
方
を
吹
屋
村

佐
助
は
金
一
、
七

0
0
両
を
受
取
る
こ

と
に
な
っ
た
。

内



ざ
わ
ざ
大
阪
ま
で
迎
え
に
来
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
と
そ
の
後

し
か
る
に
濱
田
屋
・
大
坂
屋
お
よ
び
関
係
人
か
ら
、

金
五
、

0

⑤
 

村
役
人
を
代
表
と
し
た
ま
で
で
、
村
方
一
同
の
預
り
で
あ
る
。
二
月
に
は
庄
屋

・
年
寄

・
組
頭
一
同
連
判
で
、
銅

明
治
二
年
冬
に
成
吼
の
濱
田
屋
政
太
郎
が
大
阪
に
登
り
、
吉
岡
銅
山
は
す
で
に
休
山
と
な
り
、
百
余
人
の
鉱
民

は
生
計
を
失
い
、
米
価
は
じ
め
諸
物
価
高
騰
の
時
節
飢
餓
に
及
ぶ
窮
状
を
告
げ
て
、
住
友
に
銅
山
再
興
に
力
を
貸

す
よ
う
に
求
め
た
。
住
友
で
は
金
五

0
0両
を
鉱
民
に
貸
渡
し
歳
末
の
窮
迫
を
扶
助
し
越
年
の
た
め
取
替
え
渡
し
、

山
元
の
諸
物
・
役
場
・
家
宅
は
適
当
値
段
で
買
取
る
、
前
請
負
人
・
掛
世
話
人
・
鉱
民
等
す
べ
て
故
障
は
な
い
と

い
う
書
類
を
差
入
れ
る
こ
と
、
此
度
取
替
の
金
子
は
破
談
の
節
は
濱
田
屋
よ
り
元
利
を
調
達
返
済
す
る
こ
と
、
当

地
鉱
山
役
所
（
鉱
山
司
）
に
伺
い
不
都
合
と
な
れ
ば
定
約
出
来
難
い
と
い
う
条
項
を
記
し
た
書
付
を
濱
田
屋
へ
渡
し
、

ま
た
同
文
の
も
の
を
倉
敷
県
へ
も
提
出
し
た
。

を
告
げ
、
鉱
民
も
住
友
の
稼
行
を
渇
望
し
て
い
る
ゆ
え
、
早
々
入
山
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
鉱
山
司
で
も
倉
敷
県

ヘ
願
出
て
支
障
な
け
れ
ば
速
か
に
開
発
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
住
友
の
支
配
本
役
廣
瀬
宰
平
は
生
野
銀
山
の

器
械
場
見
学
の
順
路
と
し
て
―
―
-
、

四
人
の
手
代
を
連
れ
て
吹
屋
村
へ
赴
い
た
。
吹
屋
よ
り
は
大
坂
屋
治
兵
衛
が
わ

0
0両
の
出
金
な
く
て
は
元
請
負
人
よ
り
山
元
引
渡
さ
れ
ぬ
と
い
う
意
外
の
申
出
が
あ
っ
た
。
廣
瀬
は
以
て
の
外

山
稼
方
に
つ
い
て
取
替
わ
し
た
規
定
が
あ
る
。

翌
三
年
春
、
濱
田
屋
再
び
登
阪
し
、
銅
山
元
請
負
人
に
異
論
な
ぎ

七



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一一
次
経
営
と
そ
の
後

書
寓
」
。

の
違
約
と
し
て
玉
島
へ
戻
り
帰
阪
す
る
に
当
っ
て
、
倉
敷
役
所
へ
、

こ
の
ま
ま
引
取
る
の
で
は
自
然
に
他
の
山
師
同
様
に
見
ら
れ
て
心
外

R
 

千
万
で
あ
る
か
ら
委
細
申
上
げ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

明
治
六
年
十
二
月
三
菱
は
吉
岡
銅
山
を
買
収
し
た
。
川
田
小
一
郎
の
意
見
に
よ
る
と
い
う
。
吉
岡
銅
山
譲
受
証

板
倉
家
が
稼
行
主
で
、
定
兵
衛
が
請
負
名
義
人
と
し
て
相
続
し
て
ぎ
た
の
で
あ
る
。

①

大

塚
文
書

家
屋
鋪
進
退
を
任
せ
る
に
つ
き
一
札
」
な
ど
。

R
藤
井
學
氏
採
集
、
嘉
永
七
寅
闊
七
月
「
吉
岡
銅
山
御
受
人
よ
り

（
困
力
）

上
下
御
役
所
御
添
菅
ヲ
以
テ
藤
田
左
術
門
御
役
場
へ
願
出
候
願

R

大

塚

文

書

註 文
は
、

文
久
四
年
卯
正
月
長
尾
佐
助
横
番
四
十
七
人
「
為

安
政
五
午
年
五
月
輻
岡
屋
定
一二

郎
代
「
大
坂
の
持

譲
渡
主
は
飽
山
定
兵
衛
で
あ
る
が
、

破
談
の
顧
末
を
述
べ
、
住
友
と
し
て
吉
岡
銅

取
替
演
口
證
文
」
。

④

大

塚
文
書

「
銅
山
稼
方
醸
渡
證
文
」
。

R

大

塚

文

書

|
終
|
|
l

元
治
元
子
年
四
月
吉
岡
銅
山
御
請
負
人
長
尾
佐
助

郎
組
山
定
兵
衛
「
相
渡
申
議
定
書
」
。

七

R

明
治
―――午
年
三
月

「
備
中
吉
岡
銅
山

一
件
」
。

慶
応
四
稔
辰
正
月
吉
岡
銅
山
御
請
負
人
田
邊
壽
太

旧
松
山
藩
板
倉
家
の
家
令
堀
周
平
が
証
人
と
し
て
捺
印
し
て
い
る
。

山
を
強
い
て
稼
方
い
た
す
存
念
は
な
い
が
、

こ
こ
で
元
請
負
人
と
は
、
檻
山
定
兵
衛
ら
で
あ
る
。



8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

-
（
一
七
八
二
）
年
よ
り

-
（
一
七
八

――
-
）
年
ま

で

寛
保

二
（
一
七
四
二
）
年
十
一
月
よ
り

天
明
元
(
-
七
八

一
）
年
ま

で

享

保

七

(

i

七
二
二

）
年
六
月
よ
り

寛
保

二
（
一
七
四

二
）
年
十
月
ま
で

吹
屋
村庄

屋

要

助

16
一
明
治

京
都

銀

座

吹
屋
村大

塚

利

右

衛

門
（
宗
俊
）

15 14 

元
緑
十
五
（
一
七

0
二
）
年
六
月
よ
り

正
徳
五
（
一
七

一
五
）
年
ま
で

享
保

三
（
一
七

一
八

）

年

九

月

よ

り

京

都
片

木

屋

甚

兵

衛

同

七

(

-
七
――二

）
年
六
月
ま
で

13 

同文
久

大
坂

泉

屋

吉

左

衛

門
（友
芳
）

12 

元
緑
十
一
（

一
六
九
八
）
年
よ
り

3
-

同
十
五
（
一
七

0
二
）
年
五
月
ま
で

吹
屋
村松

浦

五

右

衛

門

11 

2
 

10 

ー

□
 

元
（

一
六
八

一
）
年
正
月
よ
り

i

―-
（
一
六
八

三
）
年
末
ま
で

貞

享

元

（

一
六
八
四
）
年
正
月
よ
り

大

坂

泉

屋

古

左

衛

門

（
友
信

・
友
芳
）

元
緑
十

一
（
一
六
九
八
）
年
春
ま

て

天
和

同

稼

行

期

間

ハ
(
-
八
七

――-）
年
十

二
月
よ
り

脳
応
四
(
-
八
六
八
）
年
正
月
よ
り

元

治

元

（

一
八
六
四
）
年
四
月
よ
り

疫
応

三
(
-
八
六
七
）
年
ま
で

元
(
-
八
六

一
）
年
頃
よ
り

三
(
-
八
六

三
）
年
頃
ま
で

嘉

永

四

（

一
八
五
一
）
年
頃
よ
り

万
延
元
(
-
八
六

0
)年
頃
ま
で

嘉
永
元
(
-
八
四
八
）
年
頃
よ
り

同

三
(
-
八
五

0
)年
頃
ま
で

寛
政

三
（
一
七
九

一
）
年
よ
り

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
ま
で

膚
大
坂

呆

屋

吉

左

衛

門

一

（
友
信
）

行

者

住
友
の
第
一
次
経
営
以
降
の
稼
行
者
一
覧

，
 

1-
寛天
政明

-
（
一
七
八

――-
）
年
十
二
月
よ
り

-
（
一
七
九

一
）
年
五
月
ま
で

稼

行

期

間

一菱岩

崎

弾

太

郎

吹
屋
村村

方

一

同

（
稼
主
松
山
藩
）

備
中
松
山

亀

山

定

兵

衛

田

邊

壽

太

郎

（
稼
主
松
山
藩
）

吹
屋
村長

尾

佐

助

岡
山
伊
木

川

原

善

九

郎

吹
屋
村庄

屋

要

助

長

尾

佐

助

（

村

稼

）

吹
屋
村大

塚

兵

十

郎

（
文
化
六
年
頃
よ
り
）

同

禰

右

衛

門

膚
大
坂

小
橋
屋
長
左
衛
門

行

者



付

録

吉

岡

銅

山

第

二

次

経

営

関

係

資

料



付

録

解

題

元
緑
十
五
年
、
産
銅
の
漸
減
に
苦
慮
し
た
幕
府
は
業
界
代
表
と
し
て
泉
屋
（
住
友
）

ぎ
‘
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
よ
り
産
銅
振
興
策
に
つ
ぎ
諮
問
し
た
。
こ
れ
に
つ
ぎ
泉
屋
は
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
を
は

じ
め
幕
領
・
藩
領
の
諸
銅
山
稼
ぎ
方
に
つ
ぎ
数
十
力
条
の
有
効
な
意
見
を
具
申
し
て
そ
の
期
待
に
叶
い
、
爾
後
の

経
営
上
甚
だ
好
意
的
な
取
扱
を
受
け
た
。
住
友
は
幕
府
の
意
向
を
う
け
て
吉
岡
銅
山
を
再
稼
行
す
る
こ

と
と
な
る

が
、
こ
の
請
負
願
に
関
す
る
書
付
類
は
次
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
も
の
は
住
友
の
第
一
次
経
営
の
経
緯
、
間
歩
の
状
況
と
水
抜
工
事
の
必
要
性
を
述
べ
た
も
の
、
次
ぎ
は

坂
本
谷
よ
り
の
水
抜
工
事
の
見
積
り
で
あ
る
。
第
三

は
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
増
益
計
画
を
記
し
た
も
の
で
、
別
子

に
つ
い
て
は
採
算
の
合
わ
ぬ
間
歩
を
拝
借
金
と
買
請
米
で
補
い
稼
行
し
た
い
こ
と
、
銅
山
運
搬
最
短
路
と
し
て
立

川
道
を
使
用
し
た
い
こ
と
、
水
抜
工
事
と
別
子
・
立
川
両
銅
山
合
併
の
必
要
性
、
燃
料
確
保
の
件
、
次
ぎ
に
備
中

吉
岡
銅
山
に
つ
い
て
は
水
抜
工
事
の
見
積
り
、
古
間
歩
稼
行
の
見
通
し
、

解

題

(
-
I八
頁
）

と
大
坂
屋
と
を
江
戸
に
招

そ
し
て
両
銅
山
に
対
す
る
拝
借
金
引
当

工
禄
十
五
年
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
稼
行
請
負
願
関
係



返
上
し
た
。
こ
の
関
係
の
文
書
類
は
次
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

如
く
進
捗
せ
ず
、

家
質
の
こ
と
な
ど
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
結
局
泉
屋
は
別
子
・
吉
岡
両
銅
山
開
発
計
画
の
ほ
と
ん
ど
を
認
め
ら

れ
拝
借
金
一
万
両
、
毎
年
の
買
請
米
六
、

0
0
0
石
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

吉
岡
銅
山
返
上
願
関
係

つ
い
に
正
徳
五
年
拝
借
金
五
、

0
0
0
両
を
返
納
し
、

（
九
ー
一
八
頁
）

住
友
は
幕
府
の
銅
山
振
興
方
針
を
う
け
て
、
備
中
吉
岡
銅
山
の
第
二
次
経
営
に
着
手
し
、

歩
に
向
っ
て
―
―
一
百
間
の
水
抜
工
事
に
済
工
し
た
。

併
せ
て
諸
物
価
高
騰
の
た
め
、

第
一
は
正
徳
三
年
十
二
月
の
銅
山
返
上
願
で
、
巖
石
逢
著
、
物
価
騰
貴
に
よ
る
資
金
繰
り
の
困
難
を
理
由
に
返

上
を
願
っ
て
い
る
。
第
二
は
同
じ
く
十
二
月
付
の
吉
岡
銅
山
採
鉱
量
を
補
う
た
め
の
坂
本
銅
山
試
掘
願
で
あ
る
。

第
三
は
正
徳
四
年
五
月
の
も
の
で
坂
本
銅
山
試
掘
も
不
首
尾
に
つ
き
吉
岡
の
水
抜
工
事
に
専
念
し
た
い
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
第
四
は
翌
五
年
十
一
月
付
拝
借
金
並
び
に
銅
山
返
納
願
、
第
五
は
同
月
付
の
拝
借
金
分
割
返
納
願
、

第
六
及
び
第
七
は
同
年
十
二
月
付
の
も
の
で
元
緑
十
五
年
五
月
の
一
万
両
拝
借
金
請
書
の
写
を
つ
け
、
重
ね
て
拝

「
悶
闘
元
緑
四
未
年
か
諸
願
担
」
所
収
）

付

録

解

題

銅
山
を

坂
本
谷
よ
り
船
鋪
間

し
か
し
予
想
外
の
大
巖
石
に
逢
著
種
々
方
策
を
講
じ
た
が
意
の

（
「
元
禄
十
四

□

叶
御
銅
山
之
覺
」



付

録

解

題

明
治
三
年
三
月
の
吉
岡
銅
山
引
受
契
約
破
談
報
告
書

で
あ
る
。
掲
題
の
備
中
吉
岡
銅
山
見
立
は
文
化
八
年
十
月
の
も
の
で
、

借
金
分
割
返
納
月
変
更
を
願
っ
て
い
る
。
（
「
正
徳
賦
年
二
月
吉
日
備
中
銅
山
公
用
帳
」
所
収
）

備
中
吉
岡
銅
山
見
立

住
友
で
は
近
世
後
期
の
産
銅
不
振
期
を
通
じ
て
長
期
に
亙
り
新
鉱
山
探
索
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
つ
づ
け
た
。

こ
れ
ら
の
記
録
と
し
て
大
阪
の
本
店
で
作
ら
れ
た
も
の
が
「
宝
の
山
」
で
あ
り
、
別
子
銅
山
で
作
成
し
た
も
の
が

「
諸
國
銅
山
見
分
控
」
で
あ
る
。
後
者
は
銅
座
が
復
活
さ
れ
た
元
文
三
年
の
翌
四
年
（
一
七
三
九
）

れ
約
九

0
年
後
の
文
政
十
三
年
(
-
八
三

0
)

吉
岡
の
水
抜
工
事
は
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
請
負
人
大
塚
氏
の
苦
心
経
営
が
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

き
た
か
た

他
銅
精
錬
費
、
吉
岡
隣
接
の
北
方
銅
山
に
お
け
る
水
抜
工
事
進
行
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
「
諸
國
銅
山

見
分
控
」
所
収
）

明
治
三
年
春
、
住
友
家
支
配
本
役
廣
瀬
宰
平
（
後
の
住
友
家
総
理
人
）

（
一
九
ー
ニ
四
頁
）か

ら
着
手
さ

に
ま
で
及
ん
で
居
り
、
全
国
各
地
の
鉱
山
を
調
査
記
録
し
た
も
の

（
二
五
ー
ニ
八
頁
）

ら
は
前
年
冬
の
備
中
成
羽
濱
田
屋
政
太

こ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の



又
場
合
に
よ
り
側
傍
或
は
文
中
に

）
を
付
し
て
適
宜
註
記
を
加
え
た
。

の
大
変
革
に
処
し
た
廣
瀬
ら
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

郎
の
懇
望
を
う
け
て
、
生
野
銀
山
の
器
械
場
見
学
の
順
路
吹
屋
村
に
立
寄
っ
た
。

金
五、

0
0
0両
の
出
金
な
く
て
は
元
請
負
人
よ
り
銅
山
を
引
渡
さ
れ
ぬ
と
い
う
意
外
の
申
出
が
あ
っ
た
。

は
以
て
の
外
の
違
約
と
し
て
玉
島
に
戻
り、

帰
阪
に
際
し
倉
敷
役
所
へ
破
談
の
顧
末
を
報
告
し
た
。
行
間
に
維
新

右
諸
資
料
の
印
刷
に
当

っ
て
は
、
底
本
の

原
形
を
存
す
る
に
勉
め
、
当
字

・
誤
字
等
は
な
る
べ
く
旧
に
拠
っ
た
。

付

録

解

題

し
か
る
に
前
年
の
約
束
と
違
い

四

廣
瀬



付
録

御
銅
山
之
儀
御
尋
二
付
乍
恐
存
寄
奉
申
上
候

一
備
中
國
吹
屋
村
御
銅
山
之
儀
者
敷
百
年
以
来
掘
来
、
只
今
二
至
迄
銅
出
結
構
成
御
山
二
而
御
座
候
、
此
御
山
延

賓
八
申
年
か
元
緑
十
一
寅
年
迄
、
年
敷
十
八
ヶ
年
之
間
私
御
請
負
仕
相
稼
申
候

一
右
御
山
者
西
國
壼
番
之
水
山
二
而
御
座
候
、
峯
か
谷
底
に
段
ミ
掘
下
り
水
大
分
涌
出
山
稼
難
成
候
二
付
、
右
御

請
負
之
内
御
断
申
上
、
爪
百
間
餘
之
大
水
抜
子
年
か
未
年
迄
八
ヶ
年
之
間
、
自
分
入
用
を
以
切
貫
水
湛
在
之
間

符
悉
ク
干
水
二
仕
、
其
後
七
ヶ
年
之
間
大
分
之
銅
掘
出
し
申
候
二
付
、

又
ミ
掘
下
り
稼
成
か
た
く
、
依
之
水
抜

場
所
見
立
候
得
共
、
間
敷
三
百
間
程
有
之
大
分
之
維
用
銀
入
申
積
り
二
相
見
竺

事
難
仕
、

中
ミ
自
分
入
用
を
以
切
抜
申

土
底
ニ
ハ
大
分
銅
石
有
之
候
得
共
、
乍
存
相
止
メ
丑
年
御
山
指
上
ヶ
申
候

一
右
大
水
抜
切
貫
候
得
者、

一
此
御
銅
山
之
儀
者、

亦
ミ
新
山
同
前
二
罷
成
御
山
榮
、
前
ミ
之
通
銅
出
可
申
と
奉
存
候

場
所
廣
ク
第
一
絃
筋
多
御
座
候
二
付
、
先
年
か
掘
申
候
間
符
敷
凡
百
ヶ
所
餘
在
之
、

往
古
相
稼
候
間
符
口
者
悉
ク
潰
れ、

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

工
禄
十
五
年
の
吉
岡
銅
山
第
二
次
稼
行
請
負
願
閥
係

又
ハ

間
符
之
名
計
語
偲
候
も
御
座
候
、
惣
而
土
山
二
而
御
座
候
故
絃
筋
土
之
底



河
原

上
白
石

上

六

枚

下

六

枚

呂
粕

扇
平

檻
井

青
毛

新
十
枚

十
枚

千
枚

を
通
、

八
朔

下
白
石

瀬
戸

千
代
平

納
戸

染
山

釜
山

蒻
東

金
山

苗
田

八
枚

相
生

栗
山

午
起

坐
候
得
共
、
水
凌
成
か
た
＜
掘
残
置
申
候

日
吉

庭
山

八
丁

昔
好

櫻
山

泉
山

水
山

榔
山

下

舟

敷

澤

山

五

十

枚

大

子 悦
典

河
内

千
荷

長
門

松
金

付

録

吉

岡

銅

山

第

二
次
経
営
関
係
資
料

オ
モ
テ

山
面
言
12

鉄
筋
顕
れ
不
申
二
付
、
此
御
山
之
儀
土
中
案
内
不
鍛
練
二
て
ハ
、
中
ミ
様
子
し
れ
か
た
く
、
御

山
二
而
御
座
候
間
符
敷
ヶ
所
之
内
、
私
掘
明
銅
掘
出
し
申
候
間
符

右
十
壼
ヶ
所
之
内
、
間
符
大
分
土
底
に
掘
下
り
候
、
先
年
か
銅
大
分
出
大
榮
仕
候
、

舟
敷

末
廣

車
山

茶
ノ
木

土
底
ニ
ハ
未
銅
憶
二
御



付
録

右
爪
通
（
註
・
別
子
銅
山
分
共
）
之
書
付
正
月
廿
二
日
近
江
守
様
に
持
参
差
上
申
候

仕
候
ハ
ヽ
、
前
ミ
之
通
繁
榮
銅
出
可
申
と
奉
存
候
、

御
座
候

己
上

右
四
十
ヶ
所
私
御
請
負
之
内
、
連
ミ
何
れ
も
稼
銅
掘
出
し
申
候

泉

屋

吉

左

衛

門

（
マ
、
）

是
ハ
田
地
二
障
申
由
二
而
御
百
性
衆
山
稼
致
さ
せ
不
申
候
、
銅
ハ
有
之
候
由
先
年
か
申
博
候
古
間
符
二
て

右
之
通
御
山
之
儀
‘

土
底
ニ
ハ
銅
造
二
在
之
所
御
座
候
得
共
、
水
凌
難
成
近
年
銅
出
お
と
り
申
候
、
水
抜
成
就

（
註
、
元
緑
十
五
年
）
午
正
月

御
銅
山
之
儀
御
尋
二
付
乍
恐
申
上
候

一
備
中
園
御
銅
山
去
ル
延
賓
八
申
年
か
元
緑
十
一
弓
年
迄
、
十
八
ケ
年
之
間
私
御
請
負
仕
銅
大
分
掘
出
し
申
候
得

共
、
段
ミ
土
底
ヽ
は
切
下
水
凌
か
た
＜
賂
敷
維
用
銀
失
却
御
座
候
二
付
、
地
中
ニ
ハ
掘
残
置
候
銅
鉛
御
座
候
得
共
、

乍
存
相
止
メ
寅
年
御
山
指
上
申
候
、
此
御
山
大
水
抜
切
貫
キ
候
ハ
ヽ
、
亦
ミ
銅
出
増
可
申
様
二
乍
恐
奉
存
候

北
山

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

白
長
山

明
場

横
鉄

鼠
山

桐
ノ
木



午
正
月

召
上
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

之
上
ハ
九
拾
萬
斤
出
高
之
外
二
而
御
座
候

付

録

吉

岡

銅

山

第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
坂
本
谷
か
大
水
貫
キ
仕

此
普
請
入
用
金
凡
三
千
賦
三
百
雨
計
入
申
積
二
奉
存
候

但
此
間
敷
三
百
間
程

年
敷
八
ヶ
年
計
二
而
切
立
可
申
候

右
之
通
御
座
候
、
然
共
切
入
ル
内
堅
か
り
或
ハ
留
山
等
、
各
別
之
雑
用
入
増
可
申
も
難
計
奉
存
候
、
拝
借
金
九

千
雨
奉
願
候
、
右
御
山
之
儀
近
年
米
諸
色
高
直
二
御
座
候
二
付
取
立
申
者
も
無
御
座
候
、
拝
借
金
被
為

被
下
候
ハ
ヽ
、
其
御
影
を
以
相
稼
申
度
奉
存
候
、
壼
ヶ
年
二
銅
凡
八
九
拾
萬
斤
程
出
可
申
様
二
奉
存
候
、

抜
切
申
候
内
古
間
符
共
取
明
ヶ
‘
於
今
年
二
も
凡
戴
拾
萬
斤
ハ
出
増
可
申
と
奉
存
候
、
但
是
ハ
右
水
貫
キ
出
来

右
地
中
之
儀
出
銅
多
少
難
計
御
儀
二
御
座
候
得
共
、
乍
恐
私
存
寄
候
積
を
以
申
上
候
、
拝
借
金
上
納
之
儀
ハ
十

ヶ
年
賦
二
被
為

銅
壻
盆
之
儀
御
尋
二
付
乍
恐
書
付
を
以
申
上
候

泉

屋

吉

左

衛

門

四

又
水

仰
付



付
録

此
上
納
之
儀
ハ
御
米
請
取
候
以
後
十
ヶ
月
延
二
上
納
可
仕
候

直
段
壼
石
二
付
五
拾
目

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

一
御
米
六
千
石
但
毎
年
買
請
二
奉
願
候

五
千
雨
二
都
合
仕
、
無
遅
滞
急
度
上
納
可
仕
候

五：

一
伊
豫
國
別
子
村
御
銅
山
十
壼
ヶ
年
以
前
未
年
か
新
山
見
立
、
私
御
請
負
仕
於
子
今
銅
掘
出
申
、
間
符
八
ケ
所
壼

ヶ
年
二
凡
戴
百
爪
三
拾
萬
斤
程
出
申
候
、
此
鋪
之
内
只
今
二
至
普
請
相
加
に
候
所
何
ヶ
所
も
御
座
候
、
右
普
請

憎
怠
仕
候
而
者
銅
段
ミ
出
劣
り
申
儀
二
御
座
候

一
右
間
符
之
外
五
ヶ
所
仕
常
二
相
不
申
候
二
付
相
止
メ
置
候
、
此
間
符
相
稼
候
ハ
、
壼
ケ
年
二
凡
銅
六
拾
萬
斤
程

出
可
申
様
二
奉
存
候
、
此
間
符
之
鉛
ハ
下
鉛
二
而
御
座
候
故
、
銅
二
相
仕
立
侯
吹
損
凡
千
四
五
百
雨
程
可
有
御

座
候
、
近
年
米
諸
色
共
二

高
直

二
御
座
候
而
、

存
知
寄
も
無
御
座
罷
過
候
、
然
共
此
度
拝
借
被
為

相
慟
申
様
二
仕
度
奉
存
候

一
御
金
五
千
雨

銅
直
段
殊
之
外
高
直

二
出
来
仕
営
二
相
不
申
候
二
付
、
取
立
申

但
此
内
爪
千
五
百
雨
ハ
今
年
か
右
間
符
仕
入
二
仕
、
残
戴
千
五
百
雨
ハ
利
廻
二
仕
置
、
中
年
十
ケ
年
目
辰
年
二
至
元
金

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
其
御
影
を
以
吹
立
申
損
銀
を
も
入
合



吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

右
五
ヶ
所
之
間
符
普
請
仕
立
候
維
用
、
掘
入
候
人
夫
造
用
井
大
坂
に
銅
指
廻
候
失
却
御
座
候
間
、
御
金
五
千
雨

拝
借
御
米
六
千
石
買
請
奉
願
候、

知
寄
之
積
を
以
奉
願
候
、
被
為

地
中
之
儀
二
御
座
候
故
出
銅
之
多
少
難
計
御
儀
二
御
座
候
得
共
、
乍
恐
私
存

一
別
子
御
山
之
舟
津
者
天
満
村
と
申
所
二
而
御
銅
山
に
ハ
道
法
九
里
餘
、
此
間
大
難
所
二
而
荷
物
上
下
背
負
二
仕

三
日
目
二
参
着
仕
候
、
依
之
滞
多
難
儀
仕
候
、

立
川
銅
山
之
道
筋
新
居
濱
と
申
舟
場
に
ハ
別
子
御
銅
山
か
道
法

四
里
半
計
御
座
候
故
、
各
別
手
廻
能
荷
物
上
下
井
銅
大
坂
に

差
廻
候
二
も
無
遅
滞
御
山
勝
手
宜
奉
存
候
二
付
、

御
代
官
遠
籐
新
兵
衛
様
、
は
御
斯
申
上
置
、

下
候
様
二
以
書
付
願
置
候
得
共
、
唯
今
二
至
被
仰
渡
も
無
御
座
候
、
此
道
筋
御
通
被
下
候
得
者
上
下
荷
物
指
支

無
之
失
却
之
費
も
無
御
座
候
―
―
付
、
銅
氣
蒟
キ

山
も
段
ミ
取
立
末
ミ
銅
出
お
と
り
不
申
様
二
奉
存
候
間
、
右
之

道
筋
御
通
被
下
候
様
二
奉
願
候
御
事

去
ル
巳
六
月
松
平
左
京
大
夫
様
御
役
人
衆
迄
右
立
川
道
筋
御
通
シ
被

一
右
御
山
段
ミ
土
底
に
切
下
り
、
銅
在
所
ヽ
は
深
成
候
二
付
次
第
二
水
強
涌
出
候
故
、
末
ミ
御
山
相
績
之
儀
を
相
考

水
貫
キ
場
所
見
立
候
所
二
、
立
川
銅
山
者
別
子
御
山
之
鉄
先
二
而
谷
深
御
座
候
得
者
、

可
申
様
二
奉
存
候
得
と
も
他
領
之
御
儀
二
御
座
候
故
、
別
子
山
内
二
而
場
所
見
立
四
年
已
前
か
切
掛
申
候
、
然

共
此
間
敷
三
百
間
餘
御
座
候
上
二
、

付
録

存
之
外
山
石
堅
御
座
候
而
未
鐙
な
ら
て
ハ
切
不
申
候
、

仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候

立
川
之
方
に
間
近
切
抜

唯
今
之
積
二
而
者



付
録

近
年
之
内
難
切
届
様
二
奉
存
候
、
右
立
川
銅
山
之
儀
別
子
銅
山
と
一
所
二
被
為

水
立
川
に
早
速
切
落
シ
地
中
之
普
請
仕
能
罷
成
候
二
付
、
銅
出
方
禰
相
増
可
申
と
奉
存
候
御
事

一
別
子
御
銅
山
銅
吹
入
用
炭
木
同
村
御
林
維
木
を
以
吹
立
申
候
、
銅
多
出
増
候
得
者
お
の
つ
か
ら
末
ミ
炭
木
手
支

可
仕
と
奉
存
候
、
別
子
御
山
績
一
柳
櫂
之
丞
様
御
知
行
所
二
御
林
御
座
候
、
御
銅
山
入
用
二
被
為

者
末
ミ
手
支
不
仕
積
奉
存
候
、
媛
木
幣
敷
入
申
二
付
、
中
ミ
他
所
か
買
集
申
様
成
儀
二
て
ハ
手
廻
成
か

た
＜
銅

吹
方
指
支
申
候
、
右
御
林
近
年
之
内
御
切
盛
被
成
候
得
者
、

と
奉
存
候
御
事

此
外
隣
山
―
―
御
林
無
御
座
候
故
、
末
ミ
手
支
可
仕

一
備
中
國
吹
屋
村
御
銅
山
去
ル
延
賓
八
申
年
か
元
緑
十
一
寅
年
迄
十
八
ヶ
年
之
間
、
私
御
請
負
仕
銅
大
分
掘
出
申

候
得
共
、
段
ミ
土
底
、
12

切
下
水
凌
難
成
膠
敷
造
用
銀
失
却
御
座
候
二
付
、

地
中
二
掘
残
置
候
銅
鉛
御
座
候
得
共
、

乍
存
相
止
メ
寅
年
御
山
指
上
申
候
、
此
御
山
大
水
抜
切
抜
候
ハ
、
亦
ミ
銅
出
増
可
申
様
奉
存
候
、
右
普
請
維
用

金
凡
―
―
―
千
戴
三
百
雨
計
入
申
積
り
二
御
座
候
、
年
敷
八
ヶ
年
計
ニ
ハ
切
立
可
申
候
、
右
御
山
水
抜
普
請
出
来
仕

候
ハ
ヽ
、
凡
壼
ヶ
年
二
銅
八
九
拾
萬
斤
程
出
可
申
様
二
奉
存
候
、

然
共
近
年
米
諸
色
高
直
二
御
座
候
二
付
取
立

申
者
も
無
御
座
候
、
依
之
奉
願
候
ハ
御
金
九
千
雨
、
中
年
十
ヶ
年
拝
借
被
為

七

五
百
雨
者
銅
仕
入
―
―
仕
、
残
四
千
五
百
雨
利
廻
二
仕
置
、
利
足
相
重
来
辰
年
右
御
金
九
千
雨
急
度
上
納
可
仕
候

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
此
内
四
千

仰
付
候
得

仰
付
候
得
者
、
別
子
御
山
之



吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
右
普
請
仕
候
内
古
間
符
相
稼
候
ハ
ヽ
、
於
今
年
二
も
銅
戴
拾
萬
斤
程
出
可
申
様
二
奉
存
候
、
拝
借
金
之
御
影
を

以
相
稼
申
様
二
仕
度
奉
存
候
御
事

二
拝
借
金
為
家
質
御
常
地
井
京
大
坂
二
而
右
御
金
高
之
積
を
以
家
屋
敷
差
上
置
可
申
候

右
之
通
被
為

難
有
可
奉
存
候
以
上

元
緑
十
五
午
ノ
年

右
之
書
付
二
月
二
日
指
出
候
慮
、
江
州
様
御
披
見
二
御
入
被
成
候
得
者
御
尤

―
一
思
召
候
得
共
、
文
言
長
候
ま
4

随
分
短
ク
書
取

候
様
二
と
被
仰
御
戻
し
被
遊
候
由
、
夫
二
付
御
金
壼
萬
四
千
雨
―
―
而
者
殊
之
外
重
サ
高
二
相
聞
へ
候
、
御
金
壼
萬
雨
と
御
米
六

千
石
と
―
―
認
メ
替
候
得
と
被
仰
候
由
二
て
、
認
直
し
候
て
孫
兵
衛
持
参
仕
御
披
見
之
上
二
而
、

文
言
い
ま
た
長
ク
候
間
此
方
か

書
付
可
遣
と
御
申
、
則
孫
兵
衛
二
御
書
せ
被
成
候
、
右
書
付
長
面
二
△
如
此
印
有
之
候
由
二
て
前
ー
ー

書
留
メ
在
之
候
、
右
書
付

之
内
二
家
質
之
夏
書
乗
せ
不
申
候
二
付
、
前
方
指
上
候
二
月
二
日
江
州
様
御
披
見
被
遊
候
書
付
も
一
所
二
差
置
候
由
五
兵
衛
存
、

御
金
之
古
盃
禰
壺
萬
雨
―
―
認
申
候
、
右
孫
兵
術
持
参
仕
候
て
書
付
も
其
ま
4

指
置
申
候
、
御
金
高
も
無
之
候
二
付
判
形
も
無
之
候

付
録

泉

屋

吉

左

衛

門

聞
召
届
御
金
壼
萬
四
千
雨
拝
借
被
成
下
、
井
御
米
六
千
石
宛
毎
年
買
請
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
｀
、

八



吉
岡
銅
山
返
上
願
関
係

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

井
の
こ
と
く
水
涌
出
土
底
稼
成
不
申
候
二
付
、
水
抜
切
申
度
願
上
候
虞
願
之
通
被
為

五
千
雨
中
年
拾
ヶ
年
之
間
拝
借
被
為

九

地
中
莫
太
廣
ク
掘
下
り
間
符
敷
ヶ
所
有
之
候
得
共
、

仕
、
猶
又
水
抜
畳
夜
無
油
斯
切
通
シ
候
得
共
、
地
中
二
而
巖
石
へ
切
嘗
テ
間
敷
尺
取
不
申
難
儀
仕
罷
有
候
内
、

右
御
金
去
辰
年
御
年
限
御
座
候
二
付
、
辰
二
月
奉
願
御
金
今
拾
ヶ
年
延
納
被
為

仰
付
被
下
、
巖
石
之
甲
を
切

抜
候
ハ
、
間
敷
尺
取
可
申
と
奉
存
罷
有
候
虞
、
去
辰
年
か
今
年
迄
水
抜
間
敷
拾
爪
間
餘
切
通
し
候
得
共
、
兼
而

奉
存
寄
候
と
相
違
仕
、
水
抜
順
道
堅
ク
彊
間
敷
尺
取
申
間
敷
と
奉
存
候
、
其
上
中
通
り
稼
山
も
掘
盛
シ
、
唯
今

ニ
て
ハ
稼
可
申
場
所
も
無
御
座
候
、
此
後
御
影
を
以
相
稼
候
共
私
カ
二
難
及
奉
存
候
、
唯
今
迄
中
通
り
山
稼
水

抜
仕
入
敷
年
丈
夫
二
仕
候
故
幣
敷
損
銀
仕
候
二
付
、
水
抜
成
就
仕
候
ハ
、
損
銀
取
戻
ジ
可
申
と
奉
存
候
慮
、
近

年
諸
色
別
而
高
直
二
罷
成
、
此
末
失
却
相
嵩
末
ミ
御
金
上
納
仕
候
義
無
覺
束
奉
存
候
二
付
、
乍
恐
拝
借
御
金
五

付
録
吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

仰
付
難
有
奉
存
候
、
依
之
中
通
り
敷
ヶ
所
之
古
間
符
取
明
大
造
成
普
請

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
御
銅
山
敷
百
年
稼
申
御
山
二
而
、

仰
付
、

去
ル
午
年
御
金



平

岡

彦

兵

衛

様

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

正
徳
三
年
巳
十
二
月

仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

千
雨
代
り
銀
三
百
貫
目
唯
今
被
召
上
、
御
山
差
上
申
様
二
被
為

泉

屋

吉

左

衛

門

右
之
願
書
十
二
月
十
日
晩
、
吉
左
衛
門
京
都
へ
持
参
仕
候
虞
、
願
書
相
納
候
二
付
同
十
二
日
晩
京
か
下
ル

付
録

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
候

一
備
中
國
川
上
郡
坂
本
村
先
年
稼
捨
置
候
古
間
符
之
内
、
銅
絃
筋
有
之
候
由
及
承
候
二
付
見
分
仕
候
虞
、
間
符
之

内
競
宜
相
見
へ
申
候
二
付
問
掘
仕
度
奉
願
候、

右
問
掘
之
内
鉛
石
切
常
候
者
、
早
速
吹
屋
村
御
役
人
中
へ
御
断

申
上
御
下
知
請
を
可
申
候
、
右
銅
山
取
付
之
義
二
御
座
候
故
、
少
ミ
鉛
石
出
申
内
ハ
鉛
石
を
吹
屋
村
銅
山
へ

引

取
燒
吹
仕
度
奉
存
候、

右
之
通
被
為

正
徳
三
年
已
十
二
月

平

岡

彦

兵

衛

様

仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

泉

屋

吉

左

衛

門

1
0
 



右
之
願
書
十
二
月
廿
二
日
、
手
代
勘
平
京
都
へ
持
参
平
岡
様
元
/
衆
へ
内
意
相
伺
候
虞
、
成
程
問
掘
願
書
出
し
可

然
と
の
儀
二
付
、
同
廿
五
日
朝
勘
平
京
か
下
り
同
晩
右
願
書
認
直
し
、
赤
坂
政
右
衛
門
殿
藤
木
丈
介
殿
へ
添
欣
致

備
中
坂
本
銅
山
問
掘
相
止
申
度
願
之
儀
二
付
、
手
代
平
助
京
都
へ
罷
登
平
岡
様
御
内
藤
木
丈
介

殿
へ
差
出
候
口
上
書
之
担

一
備
中
坂
本
間
掘
御
断
申
上
相
止
候
以
後
、
禰
以
水
抜
無
油
断
相
稼
、
其
外
中
通
無
憬
怠
相
働
見
候
様
二
被
仰
渡

（抱）

奉
承
知
、
掘
子
廿
人
計
子
今
召
拘
罷
有
候
、
先
逹
而
申
上
候
通
中
通
稼
場
唯
今
迄
段
ミ
穿
堅
仕
相
稼
盛
シ
、
常

節
一
圏
生
付
無
御
座
候
、

稼
方
も
無
御
座
召
抱
置
候
而
ハ
、

抜
稼
方
も
若
ハ
不
情
二
可
仕
哉
と
乍
憚
氣
遣
奉
存
候
、
鎚
壼
挺
前
と
申
候
ニ
ハ
人
敷
四
人
ッ
、
二
て
相
務
申
候
、

鎚
戴
挺
前
召
拘
置
候
様

二
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
人
敷
之
内
逹
者
を
撰
ひ
差
置
水
抜
情
二
入
相
稼
せ
、
其
餘

之
者
共
ハ
中
通
存
寄
之
場
所
出
来
次
第
、

早
速
相
稼
せ
候
様
二
仕
度
奉
存
候
、
以
上

付

録

吉

岡

銅

山

第

二
次
経
営
関
係
資
料

差
上
を
く

覺

然
虞
右
人
敷
手
業
も
無
之
召
抱
置
候
儀
、
諸
色
高
直
之
節
別
而
難
儀
奉
存
候
、
其
上

却
而
下
財
共
我
儘
ヲ
申
山
師
申
付
候
義
も
用
ひ
不
申
様
二
罷
成
候
而
ハ
、
水



平

岡

彦

兵

衛

様

四

午
五
月
十
九
日

藤

木

丈

助

様

差
上
申
願
書
之
事

備
中
園
吹
屋
御
銅
山
、

上
、
拝
借
金
五
千
雨
代
り
銀
三
百
貫
目
銀
二
而
返
上
納
仕
度
旨
去
午
春
奉
願
候
二
付
、

泉

屋

吉

左

衛

門

十
四
年
以
前
午
年
私
御
請
負
仕
、
中
年
拾
ヶ
年
之
御
請
合
二
而
水
抜
普
請
入
用
金
と
し
て

五
千
雨
拝
借
仕
、
今
年
迄
右
御
銅
山
二
掛
り
罷
在
候
得
と
も
、
巖
石
二
掘
常
テ
水
抜
成
就
不
仕
候
故
右
御
銅
山
差

右
之
段
御
窺
之
上
銀
二
而

返
納
ハ
不
罷
成
候
間
、
金
二
而
返
納
仕
御
銅
山
差
上
可
申
哉
之
旨
、
営
春
江
戸
二
而
罷
有
候
節
御
尋
二
而
御
座
候
ニ

付
、
内
證
吟
味
仕
候
得
共
兎
角
右
御
銅
山
急
ミ
水
抜
成
就
不
仕
儀
二
御
座
候
間
、
金
二
而
返
納
仕
候
而
御
銅
山
差

上
申
度
旨
奉
願
候
二
付
、
禰
金
子
二
而
返
納
可
仕
哉
之
旨
再
應
御
尋
二
而
御
座
候
、
先
逹
而
願
上
候
通
御
拝
借
金

五
千
雨
金
二
而
返
納
可
仕
候
間
、
御
銅
山
被
召
上
被
下
候
様
二
奉
願
候
、

正
徳
五
年
未
十
一
月

付
録

吉
岡
銅
山
第

―}
次
経
営
関
係
賢
料

以
上

泉
屋
吉
左
衛
門
下
代

平

助



乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
候

ニ
付
、
拾
四
ケ
年
以
前
午
年
私
御
請
負
仕
、
水
抜
普
請
為
入
用
家
質
指
上
御
金
五
千
雨
拝
借
被
為

奉
存
候
、
右
水
抜
切
立
申
内
二
而
も
銅
掘
出
申
様
二
被
為

仰
付

一
備
中
闘
川
上
郡
吹
屋
村
御
銅
山
之
儀
、
及
百
餘
年
候
古
山
二
而
御
座
候
得
共
、
土
中
水
底
二
者
未
鉛
石
御
座
候

仰
付
候
二
付
、
先
年
か
打
潰
れ
有
之
候
古
間
符
と

も
悉
ク
普
請
仕
、
午
年
以
来
拾
四
年
之
内
妥
か
し
こ
切
明
候
得
共
鉛
石
難
掘
出
御
座
候
、
尤
水
抜
之
儀
者
其
節

か
早
速
切
掛
り
畳
夜
無
油
斯
相
稼
候
所
、

地
中
二
而
巖
石
二
逢
以
之
外
堅
ク
尺
取
不
申
故
、
火
を
掛
ヶ
様
ミ
勘

辮
仕
切
入
候
得
共
難
切
貫
キ
難
儀
仕
候
、
是
迄
水
抜
井
古
間
符
普
請
彼
是
大
分
之
失
墜
仕
候
二
付
、
何
と
そ
水

抜
切
負
セ
右
損
失
も
取
戻
シ
申
度
色
ミ
相
働
候
得
共
、
兼
而
奉
考
候
積
り
相
違
仕
、
此
後
水
抜
井
古
間
符
普
請

入
用
自
カ
二
難
相
叶
奉
存
候
二
付
、
拝
借
御
金
五
千
雨
之
代
り
銀
―
―
―
百
貫
目
上
納
仕
、
御
山
指
上
申
度
先
逹
而

奉
願
上
候
虞
、
銀
上
納
難
叶
候
間
金
子
二
而
上
納
仕
候
様
二
被
為

仰
付
奉
畏
候
、
早
速
上
納
可
仕
筈
二
御
座

候
得
共
、
乍
恐
右
申
上
候
通
年
ミ
御
銅
山
二
而
過
分
之
損
銀
も
仕
候
得
者
、

只
今
金
返
上
納
急
二
被
為

被
下
候
而
ハ
禰
以
迷
惑
至
極
仕
候
、
依
之
恐
多
願
事
二
奉
存
候
得
共
、
右
之
御
金
来
申
九
月
爪
千
五
百
雨
、
酉

付
録

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
賢
料

五

是
ハ
奥
書
な
し

仰
付
難
有



知
候
、

御

勘

定

所
未
十
一
月

平

岡

彦

兵

衛

様

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

ノ
九
月
戴
千
五
百
雨
都
合
五
千
雨
雨
年
二
返
上
納
仕
度
奉
願
候
、
乍
恐
願
之
通
被
為

可
奉
存
候
、
以
上

正
徳
五
年
未
十
一
月

平

岡

彦

兵

衛

印

右
者
拙
者
御
代
官
所
備
中
園
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
師
泉
屋
吉
左
衛
門
願
之
儀
、
吉
左
衛
門
申
上
候
通
水
抜
仕
候
内

も
古
間
符
掘
明
山
稼
仕
候
へ
共
、
存
候
様
鉛
石
出
不
申
其
上
水
抜
之
儀
第
一
―
―
稼
候
所
、
存
知
之
外
巖
石
二
掘
営

り
水
抜
尺
取
不
申
候
二
付
、
右
雨
様
仕
入
二
損
銀
仕
候
儀
も
紛
無
御
座
候
様
奉
存
候
、
依
之
拝
借
金
五
千
雨
之
儀
、

吉
左
衛
門
願
之
通
来
申
年
爪
千
五
百
雨
酉
年
爪
千
五
百
雨
都
合
五
千
雨
雨
年
二
返
納
之
稼
可
被
仰
付
哉
奉
得
御
下

以
上

右
二
口
願
書
十
一
月
三
日
江
戸
へ
早
便
二
博
七
方
へ
指
下
し
、
博
七
か
飯
村
藤
太
夫
へ
相
渡
候
筈
二
申
下
ス
、
尤

平
岡
様
か
藤
太
夫
殿
へ
添
状
御
下
シ
被
成
候

付
録

泉

屋

吉

左

衛

門

印

仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有

一
四



右
是
者
、

付
録

第
二
返
納
可
仕
候
、
初
如
件

金
合
壼
萬
雨
者

一
五

江
戸
新
右
衛
門
町

證

人

糸

屋

忠

助

印

大
坂
長
堀
茂
左
衛
門
町

銅
山
御
請
負
人
卑
｛
屋
吉
左
衛
門
印

伊
豫
國
別
子
村
備
中
図
吹
屋
村
銅
山
前
ミ
か
私
御
請
負
仕
罷
在
候
所
、
自
分
之
入
用
計
二
而
者
山
稼
存

様
無
御
座
候
故
、
今
度
銅
山
之
様
子
御
尋
二
付
、
右
之
金
高
家
質
を
以
御
拝
借
被
仰
付
候
者
銅
山
稼
随
分
情
出
シ

可
申
由
奉
願
候
所
、
願
之
通
被
仰
付
難
有
奉
存
候
、
御
金
壼
萬
雨
只
今
憶
二
請
取
り
候
、

雨
所
銅
山
早
速
取
掛
り

可
申
候
、
右
御
拝
借
金
壼
萬
雨
返
納
之
儀
者
、
中
年
拾
ヶ
年
来
ル
辰
年
急
度
返
上
納
可
仕
候
、

少
も
遅
ミ
致
候
者

差
上
置
候
家
質
可
被
召
上
候
、
其
節
一
言
之
御
訴
訟
申
上
間
敷
候
、
家
質
泊
券
證
文
ハ
名
主
五
人
組
加
判
二
而
別

紙
差
上
申
候
、
右
雨
所
山
銅
出
高
少
分
二
而
御
用
二
難
立
御
座
候
ハ
ヽ
、
右
年
敷
之
内
二
而
も
御
拝
借
金
御
意
次

元
緑
十
五
年
午
五
月

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

...I... 
✓ 、

請
取
申
御
拝
借
金
之
事

但
小
判
也



付
録

午
五
月

表
書
之
金
壼
萬
雨
被
相
渡
、
来
ル
辰
年
返
納
之
節
此
手
形
可
被
相
返
候
、
断
ハ
本
文
有
之
候
、
以
上

午
五
月

者
私
方
二
取
置
申
候
、
以
上

久
保
七
郎
左
衛
門
殿

小

泉

市

太

夫

殿

諸

星

清

左

衛

門

殿

永

井

内

蔵

助

殿

煩

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

豊

後

御

印

前
書
之
通
、
伊
豫
備
中
銅
山
私
御
代
官
所
二
而
御
座
候
間
、
致
吟
味
候
慮
相
違
無
御
座
候
、
家
質
相
改
泊
券
證
文

荻

近

江

守

御

印

久

因

幡

守

御

印

井

封

馬

守

御

印

な

し

戸

備

前

守

御

印

遠

籐

新

兵

衛

御

印

一
六



付
録

七
平

岡

彦

兵

衛

様

右
拝
借
御
金
御
證
文
窯
相
違
無
御
座
候
、
十
四
年
以
前
雨
銅
山
遠
藤
新
兵
衛
様
御
支
配
二
而
御
座
候
虞
、
賓
永
六

年
丑
年
別
子
銅
山
ハ
石
原
新
十
郎
様
御
支
配
二
罷
成
、
其
節
御
窺
申
上
右
金
子
雨
銅
山
に
五
千
雨
宛
拝
借
被
為

仰
付
候
、
別
子
銅
山
拝
借
御
金
ハ
仕
入
元
手
銀
二
仕
置
候
二
付
、
年
季
明
候
後
段
ミ
御
願
奉
申
上
候
、
備
中
吹
屋

村
御
銅
山
此
度
差
上
申
度
奉
願
候
虞
、
願
之
通
被
為

正
徳
五
年
未
十
二
月

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
候

一
備
中
吹
屋
村
御
銅
山
拝
借
御
金
五
千
雨
返
上
納
之
儀
、
来
ル
申
酉
雨
年
差
上
度
旨
御
願
申
上
候
虞
、
年
季
明
候

而
年
敷
も
過
候
ヘ
ハ
此
上
延
願
難
被
仰
付
候
間
、
常
暮
半
分
来
年
中
二
不
残
上
納
仕
候
様
二
と
被
仰
遣
候
趣
被

仰
渡
奉
畏
候
、
早
速
御
請
申
上
度
奉
存
候
得
共
、
嘗
暮
之
義
最
早
餘
日
無
御
座
候
故
、
大
分
之
金
子
早
速
難
調

御
座
候
間
、
嘗
暮
被
仰
付
候
金
子
爪
千
五
百
雨
未
申
二
月
、
残
戴
千
五
百
雨
同
九
月
都
合
五
千
雨
、
来
申
年
中

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

一
七

泉

屋

吉

左

衛

門

仰
付
返
上
納
御
請
別
紙
書
付
差
上
申
候
、
以
上



平

岡

彦

兵

衛

様

付
録

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

-
―
急
度
返
上
納
仕
度
奉
願
上
候
、
以
上

正
徳
五
年
未
十
二
月

泉

屋

吉

左

衛

門

一
八



付
録

り
遠
丁
二
付
行
地
漸
爪
百
間
―
―
し
て
常
時
銀
切
ハ
相
止
居
候
支

備
中
吉
岡
銅
山
見
立

一
九

一
備
中
國
吉
岡
銅
山
之
儀
ハ
誠
二
年
来
之
古
鋪
二
御
坐
候
得
共
、
惣
罷
平
山
二
而
水
抜
庭
所
西
之
方
坂
本
卜
申
谷

而
巳
尤
深
ク
候
二
付
、
前
年
銀
坐
請
負
之
節
よ
り
右
坂
本
よ
り
水
抜
銀
切
立
初
候
得
共
、
元
来
平
山
二
御
座
候

故
、
開
道
法
凡
三
拾
丁
餘
も
御
坐
候
由
、
右
水
門
成
就
仕
候
得
ハ
樋
敷
三
拾
四
挺
相
減
候
趣
申
博
候
得
共
、
餘

一
右
水
抜
甚
遠
町
二
付
、

其
後
又
ミ
開
拾
四
五
丁
位
樋
敷
拾
九
挺
相
減
候
積
に
て
、
矢
張
坂
本
よ
り
銀
切
相
立
此

節
迄
六
七
歩
通
り
切
抜
有
之
候
由
、
尤
風
廻
し
と
連
走
二

重

二
切
申
古
吝
尺
八
三
ヶ
所
相
見
へ
申
候

一
間
符
口
敷
ヶ
所
御
坐
候
得
共
、
兼
而
噂
高
ク
相
聞
候
船
敷
と
申
ハ
鋪
巾
壼
間
餘
有
之
鉛
も
随
分
宜
敷
候
由
、
然

共
何
分
水
強
先
年
相
稼
候
節
ハ
九
月
頃
よ
り
樋
爪
挺
立
に
て
取
明
ケ
、
翌
年
二

三
月
頃
迄
涸
水
之
間
計
相
働
候

由
、
明
り
よ
り
樋
七
梃
下
り
込
水
抜
有
之
、
常
時
出
水
ハ
此
虞
へ
流
れ
申
候
、
右
七
挺
尻
よ
り
下
樋
爪
拾
爪
挺
、

此
分
爪
挺
立
に
て
四
拾
四
挺
竿
柄
替
二
引
候
由
、
尚
又
右
戴
拾
戴
挺
尻
よ
り
下
樋
拾
七
挺
下
り
込
有
之
候
得
共
、

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

文
化
八
未
十
月

作
砧
御
代
官
山
田
常
右
衛
門
様
御
支
配



吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
納
敷
之
外
大
仙
饂
井
疑
前
鼈
山
拾
枚
爪
本
松
杯
此
餘
古
敷
ロ
ミ
相
見
へ
申
候
得
共
、
嘗
時
少
ミ
宛
相
稼
候
間
符

一
常
請
負
大
塚
利
右
衛
門
鋪
中
之
義
一
向
身
二
入
不
申
候
二
付
、
最
早
三
拾
ヶ
年
餘
も
船
敷
取
明
ヶ
致
し
候
事
無

之
候
よ
し
、
先
年
船
敷
取
明
ヶ
候
節
ハ
外
二
鋪
中
水
石
目
よ
り
右
船
敷
ヽ
は
す
ぎ
寄
候
二
付
、
船
敷
取
明
ヶ
致
候

得
者
一
競
之
間
符
稼
方
出
来
候
由
、
素
か
船
敷
ハ
谷
端
之
事
故
上
水
強
候
得
共
、
尚
又
右
等
之
繹
二
寄
禰
水
多

ク
候
事
卜
相
聞
へ
申
候
、
敷
方
い
つ
れ
も
百
間
之
餘
ハ
相
下
り
不
申
候
よ
し
、
甚
浅
ク
承
り
申
候

（
百
力
）

一
嘗
時
水
抜
引
立
よ
り
船
敷
迄
ハ
開
爪
拾
間
餘
有
之
候
様
申
事
二
御
坐
候
得
共
、
大
仙
饂
井
鎚
寄
此
―
―
―
ヶ
所
ハ
坂

本
よ
り
向
寄
に
て
、
右
水
門
へ
抜
合
候
時
ハ
百
間
内
外
之
物
二
御
坐
候
よ
し
、
船
敷
ヘ
ハ
い
ま
だ
間
遠
ク
候
得

共
、
見
合
ヲ
以
て
右
三
ヶ
之
内
勝
手
之
方
へ
抜
合
候
得
者
、

向
寄
之
敷
水
も
石
目
よ
り
自
然
ニ
ハ
庭
所
へ
す
き

出
随
分
稼
方
出
来
候
趣
、
彼
地
之
者
恰
二
申
事
二
御
坐
候
、
何
れ
之
坪
二
も
相
應
二
鉛
石
有
之
趣
二
相
聞
へ
候
得

共
、
右
之
次
第
二
御
坐
候
間
最
上
之
鈷
所
ハ
皆
ミ
水
底
二
相
成
、

上
廻
り
計
わ
づ
か
に
相
稼
候
よ
し
相
聞
申
候

一
右
水
抜
二
付
従
御
公
儀
拝
借
銀
ハ
一
向
無
御
坐
候
よ
し
、
尤
前
年
大
塚
よ
り
御
用
銀
差
上
候
事
有
之
、
右
為
御

恵
繹
年
ミ
銀
子
七
貫
四
百
目
ッ
、
被
下
置
、
右
銀
子
ヲ
以
テ
追
ミ
水
抜
成
就
仕
候
様
被
仰
渡
有
之
趣
二
相
聞
へ

ハ
先
右
等
之
庭
所
二
御
坐
候
由

是
ハ
一
挺
立
に
て
宜
敷
候
由
、
右
水
抜
勿
論
此
船
敷
目
常
二
御
坐
候
趣
承
申
候

付
録

二

0



付
録

相
應
銀
垂
り
之
よ
し
委
敷
ハ
よ
く
吹
所
二
御
存

一
常
時
銅
一
ヶ
月
―
―
―
拾
丸
程
出
候
由
、
尤
是
ハ
掘
子
銘
ミ
仕
賣
二
而
、

申
候
、
然
共
水
抜
甚
無
情
二
て
同
所
横
番
共
仕
事
無
之
、
次
第
―
―
土
地
相
衰
へ
嘗
銀
主
甚
不
請
二
て
、
右
水
抜

泉
屋
様
御
手
な
ら
で
ハ
成
就
難
仕
、
辻
も
大
塚
之
手
ニ
ハ
合
不
申
杯
卜
悪
言
申
者
も
多
分
御
坐
候
よ
し

大
塚
へ
賣
上
候
よ
し
、
勿
論
大
塚
よ
り
仕
入
米
鋏
油
之
類
ひ
貸
渡
し
候
よ
し
、
併
米
直
段
相
庭
か
ハ
八
九
匁
も

高
直
二
鎮
油
迄
も
右
二
准
じ
相
應
口
錢
相
掛
り
候
よ
し

一
御
運
上
之
儀
承
合
候
得
共
相
分
り
不
由
事

銅
百
斤
二
付
代
銀
百
四
拾
四
匁
ツ
、
に
て

一
水
抜
引
立
時
ミ
相
替
り
候
得
共
、
此
節
ハ
一
間
銀
四
拾
七
匁
宛
に
て
切
候
よ
し
、
尤
豫
山
之
仕
方
ト
ハ
相
代
り

三
眉
二
而
堅
媛
を
以
て
火
を
掛
ヶ
候
由
、
右
引
立
只
今
下
夕
千
枚
と
申
人
家
も
少
ミ
有
之
其
下
迄
走
り
御
坐
候

よ
し
、
右
下
千
枚
二
古
間
符
有
之
、
則
是
を
以
て
尺
八
二
相
兼
候
暢
二
御
坐
候
、
勿
論
此
敷
も
水
上
り
居
候
慮

水
抜
追
ミ
間
近
ク
相
成
候
二
付
、

石
目
よ
り
水
門
へ
す
ぎ
出
流
れ
自
然
と
涸
敷
二
相
成
、
依
之
尺
八
二
存
付
候

よ
し
、
是
等
之
様
子
相
考
見
候
時
ハ
、
外
二
鋪
中
迄
も
禰
噂
之
通
水
す
ぎ
合
申
物
成
と
被
察
申
候

一
鉛
吹
壼
間
所
燒
鉛
五
百
貫
目
宛
相
掛
り
、
床
尻
込
出
来
銅
四
拾
貫
目
よ
り
五
拾
五
六
貫
目
、

坐
候
由
、
鉛
石
見
請
候
所
豫
山
之
鉛
性
ト
ハ
少
し
代
り
、
中
二
も
一
段
見
事
二
相
見
へ
候
分
も
有
之
候
、
素
か

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

上
鉛
者
其
餘
も
御



付
録

壼
人
前
爪
匁
八
分

一
五
匁
六
分
手
子
戴
人

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
先
年
豫
山
之
通
掘
子
よ
り
鉛
石
買
取
、

一
三
匁

一
拾
匁
八
分

/
拾
-
―
―
匁
八
分

一
間
吹
ち
ん

ニ
―
―
匁
賦
分

一
壼
匁
七
分

ス
灰
壼
人

一
鉛
吹
ち
ん

一
鉛
石
拾
爪
貫
目

大
工
壼
人

手
子
四
人

大
工
壼
人

一
水
引
ち
ん
片
番
銀
壼
匁
ッ
、
之
よ
し

但
山
切
ハ
豫
山
之
通
、
切
地
之
見
合
ヲ
以
掛
ヶ
遣
し
候
由
、

代
銀
戴
匁
戴
分
が
ヘ

山
師
手
仕
成
二
致
し
候
由
、
其
節
鉛
直
段

―
ッ
ト
唱
壼
匁
ッ
、



付
録 メ

拾
匁
五
分

一
大
炭
拾
貫
目
二
付
―
―
―
匁
内
外
、
尤
奥
山
家
よ
り
澤
山
仕
成
出
し
候
よ
し

一
堅
木
代
壼
匁
二
付
爪
拾
貫
目
よ
り
―
―
―
拾
貫
目
迄

一
松
木
代
壼
匁
二
付
三
拾
貫
よ
り
四
拾
貫
目
迄
、
惣
腔
松
木
澤
山
二
相
見
へ
申
候

一
鐵
拾
貫
目
二
付
代
四
拾
四
五
匁
迄

ズ＞

（
マ
、
）

一
銀
坐
請
負
之
節
右
水
抜
切
初
、

其
節
三
萬
雨
御
拝
借
金
仕
候
所
、
追
ミ
皆
上
納
仕
候
よ
し
咄
二
承
候
事

一
同
國
松
山
板
倉
様
御
領
北
方
銅
山
、
是
も
古
敷
二
御
坐
候
得
共
、
矢
張
吉
岡
銅
山
同
様
之
姿
二
而
、

手
後
二
相
成
、
常
時
樋
敷
拾
七
挺
有
之
、
此
節
切
懸
居
候
水
抜
今
六
拾
間
程
に
て
成
就
致
し
、
左
候
ヘ
ハ
九
挺

相
減
候
よ
し
、
明
り
燒
至
て
見
事

二
有
之
間
符
口
四
五
所
相
見
へ
候
、

内
泉
敷
別
て
見
込
有
之
候
よ
し
、
是
亦

山
師
近
ミ
相
代
り
就
中
大
塚
も
相
稼
其
節
大
二
立
身
仕
候
よ
し
、
吉
岡
北
形
と
も
何
分
水
二

差
支
候
ゆ
へ
、
兎

角
上
廻
り
宜
敷
所
の
ミ
せ
A

り
取
り
、

敷
中
仕
替
二
物
入
不
仕
候
よ
し
、
嘗
春
よ
り
讃
州
高
松
之
者
願
ひ
請
取

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
松
木
炭
壼
俵
二
付
六
七
分
よ
り
俵
二
よ
り
壼
匁
迄

一
吹
前
入
用
炭
鉛
屋
百
五
六
拾
貫
、
間
吹
三
拾
／
位
之
よ
し

是
も
水
抜



方
へ
も
掛
合
候
事
、

一
吉
岡
止
宿
所

右
見
分
二
参
候
人
名

付
録

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

(0
下
略
）

ダ＞ ／ヽ 横

番
山

留

元

/

柏

屋

博

蔵

半

太

郎

政

役

人

手

子

平

太

兵

岡

右

衛

門

兵

七 衛 衛

明
ケ
、
何
角
凡
爪
百
雨
程
も
仕
入
銅
四
拾
丸
出
来
候
へ
共
跡
仕
込
得
取
績
不
申
、
殊
二
仲
間
内
少
ミ
差
縫
出
来

稼
か
た
相
休
居
申
候
、
小
紐
瞑
二
仕
候
得
ハ
相
應
割
合
二
相
掛
リ
、
其
内
ニ
ハ
水
抜
成
就
仕
候
ハ
、
一
先
ハ
盛
山

ニ
相
成
可
申
趣
相
聞
へ
申
候
、
吉
岡
北
形
と
地
名
井
御
領
所
境
有
之
候
迄
之
事
二
御
坐
候

右
者
備
後
銅
鍾
見
分
序
二
人
扉
用
相
兼
吉
岡
へ
罷
越
候
二
付
、
其
節
見
聞
及
候
之
儘
如
斯
、
尚
前
段
之
次
第
上

ニ
四



付
録

一
前
請
負
人
井
掛
世
話
人
鎖
民
二
至
迄
、

天
朝
ノ
御
土
地
二
付
出
銀
等
一
切
相
断
申
度
支

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

但
御
山
者

書
附
左

ニ

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

一
切
無
故
障
書
類
等
差
入
為
取
替
致
度
支

及
哉
浩
歎
之
至
、
依
之

吉
左
衛
門
‘Vz

稼
方
再
興
致
呉
候
様
逹
二
歎
出
候
二
付
、

一
山
元
諸
有
物
井
役
場
家
宅
至
営
直
段
ヲ
以
買
取
之
出
銀
可
致
支

明
治
三
年
三
月
の
吉
岡
銅
山
引
受
契
約
破
談
報
告
書

二
五

一
常
御
縣
御
支
配
下
川
上
郡
吹
屋
村
吉
岡
銅
山
之
儀
二
付
、
奮
冬
成
羽
御
藩
御
支
配
下
濱
田
屋
政
太
郎
大
坂
に
罷

（
マ
ヽ
）

登
り
、
右
銅
山
元
請
負
人
費
弊
ヲ
極
稼
績
ぎ
難
出
来
既
二
休
業
仕
、
凡
百
餘
人
之
鎖
民
生
計
ヲ
失
餞
餓
に
も
可

得
と
遂
示
談
書
附
ヲ
以
應
接
仕
、

無
擦
金
五
百
雨
取
替
遣
シ
、
其
金
子
彼
鎖
民
に
貸
渡
、
歳
晩
之
窮
迫
ヲ
扶
助
仕
無
事
越
年
為
致
候
、
乍
恐
具
に

一
此
度
取
替
之
金
子
者
山
元
引
受
二
不
抱
自
然
破
談
之
節
者
濱
田
屋
か
元
利
速
二
調
逹
之
支



破
談
仕
私
始
召
連
之
者
玉
島
迄
引
取
婦
坂
之
積
二
御
座
候
、

可
仕
段
被 但

倉
敷
御
縣
、
口
も
同
断

吉
左
衛
門
儀
ハ
乍
恐
御
承
知
も
被
成
下
候
哉
、

御
役
所
に
願
取
之
上
他
二
故
障
等
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
速
二
開
拓

右
之
書
面
相
渡
政
太
郎
蹄
足
、
早
春
二
至
同
人
再
度
登
坂
、
約
定
之
通
銅
山
元
請
負
人
更
ミ
異
論
無
之
、
於
鎖

民
者
吉
左
価
門
稼
方
日
夜
渇
望
二
附
早
ミ
銅
山
に
入
込
世
話
致
呉
候
様
歎
出
候
間
、

右
銅
山
開
拓
之
儀
奉
願
候
所
、

地
元
営
御
縣

仰
附
、
私
儀
ハ
但
州
生
野
、
12

器
械
場
一
見
二
罷
越
シ
、
其
順
路
二
付
以
下
手
代
三
四
人
召
連
下
向

仕
候
折
柄
、
吹
屋
村
大
坂
屋
治
兵
衛
と
申
者
も
態
ミ
大
坂
迄
迎
―
―
罷
登
候
間
、
聯
害
障
有
之
間
敷
と
存
嘗
着
之

所
、
右
雨
人
井
掛
り
之
者
か
意
外
之
儀
申
出
、
金
五
千
雨
出
金
不
仕
而
ハ
元
請
負
人
か
山
元
引
渡
シ
難
相
成
旨
、

以
之
外
之
違
約
二
而
全
以
彼
等
二
被
欺
無
盆
之
出
費
仕
、
彼
是
争
論
二
及
候
而
者
劉
御
上
奉
恐
入
候
間
、
速
ニ

百
年
来
銅
業
ヲ
以
奉
蒙

御
國
恩
薔
政
府
以
来

天
朝
鎮
山
御
用
厚
被

御
一
新
後
二
至
候
而
も
、
従

仰
附
候
間
御
趣
意
奉
閥
認
盛
力
仕
候
、
賓
二
鎖
民
共
者
地
中
暗
夜
之
難
業
ヲ
以
生
計
を
螢

ミ
天
下
之
大
窮
民
二
御
座
候
、
殊
更
方
今
米
債
如
玉
其
産
業
ヲ
失
候
段
不
便
―
―
奉
存
候
、
元
吉
岡
銅
山
者
元
緑

一
嘗
地
鎖
山
御
役
所
に
奉
窺
自
然
不
都
合
二
も
候
ハ
、
定
約
難
出
来
支

付
録

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

一
應
鎖
山
司

二
六

御
役
所
ヽ
は



付
録

以
前
、
元
小
泉
銅
山
者
文
化
年
間
吉
左
衛
門
先
祖
之
者
稼
方
仕
居
候
二
付
賓
地
も
能
承
知
仕
、
奮
因
緑
と
奉
存

候
而
奮
稜
仕
候
虞
案
外
之
次
第
二
御
座
候
、

仰
附
候
開
拓
之
御
趣
意
二
背
、
往
古
か
開
来
之
賓
山
土
中
二
埋
メ
、
剰
鎖
民
生
活
ヲ
失
可
申
段
千
萬

歎
ヶ
敷
奉
存
候
、
未
曾
有
米
債
之
高
貴
ヲ
以
只
今
鎖
山
開
業
仕
候
而
者
算
勘
之
目
的
難
相
立
、
何
國
之
諸
山
も

追
ミ
麿
物
二
及
候
、
過
日
小
泉
山
内
見
仕
候
虞
、
是
亦
休
業
其
鎖
民
他
郷
に
離
散
、

残
、
餞
渇
之
姿
人
顔
菜
色
ヲ
生
シ
悲
歎
無
窮
二
奉
存
候
、
彼
山
者
出
銀
多
ク

御
皇
図
之
急
務
ヲ
御
凌
被
為
遊
候
第
一
二
而
、
速
二
御
開
拓
之
御
指
揮
被
為
仰
付
候
ハ
、
難
有
奉
存
候
、
吉
左
衛
門

儀
ハ
豫
州
別
子
大
山
奉
請
負
盛
力
仕
居
候
二
附
異
論
有
之
候
、
吉
岡
山
之
儀
者
強
而
稼
方
仕
候
存
念
も
無
之
候

得
共
、
此
儘
引
取
候
而
者
自
然
他
之
邪
魔
師
同
様
―
―
被
思
食
候
も
心
外
千
萬
二
奉
存
候
間
、

上
候
、
尚
私
家
蔵
書
之
鼓
銅
圏
録
一
冊
奉
備

合
二
奉
存
候

右
乍
恐
奉
願
上
候
、
以
上

明
治
―
―
―
午
年
三
月

天
朝
厚
被

吉
岡
銅
山
第

二
次
経
営
関
係
資
料

銅
吹
師
頭
取
大
坂
住
友
吉
左
衛
門
代

廣

瀬

宰

平

印

山
元
譲
渡
シ
金
杯
と
唱
害
障
ヲ
入
、
従

尊
覧
候
、
幸
二
御
一
覧
被
為

二
七

仰
付
候
ハ
、
如
何
計
欺
難
有
仕

煙
氣
ヲ
絶
シ
妻
子
而
巳
居

不
顧
恐
委
細
奉
申



倉

敷御

役

所

付
録

吉
岡
銅
山
第
二
次
経
営
関
係
資
料

ニ
八



幾
度
か
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

の
坂
本
谷
へ
と
り
か
か
っ
た
。

吉
岡
銅
山
は
、

そ
の
確
実
な
資
料
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
近
世
以
前
か
ら
引
き
つ
づ
ぎ
稼
行
さ
れ
来
た
っ
た

数
少
な
い
銅
山
の
―
つ
で
あ
る
。
近
世
に
は
、

西
国
第
一
の
銅
山
と
い
わ
れ
て
多
く
の
業
者
に
よ
り
稼
行
さ
れ
て

来
た
。
そ
の
代
表
的
稼
行
者
と
し
て
前
半
期
に
は
住
友
が
あ
り
、
後
半
期
で
は
大
塚
氏
が
あ
る
。

宿
命
と
し
て
深
鋪
涌
水
と
な
り
、
水
抜
が
鉱
山
再
興
に
欠
く
可
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
。
吉
岡
の
場
合
も
水
抜
工
事

に
よ
り
沈
滞
し
た
銅
山
が
復
興
し
た
。
そ
の
最
初
の
水
抜
工
事
を
完
成
し
た
の
が
住
友
で
あ
っ
た
。
住
友
は
こ
の

水
抜
を
銅
山
東
側
の
中
野
川
筋
へ
切
り
抜
ぎ
大
ぎ
な
成
果
を
収
め
た
。
次
い
で
第
二
次
の
水
抜
と
し
て
銅
山
西
側

こ
れ
は
住
友
が
中
止
し
た
あ
と
を
銀
座
が
う
け
つ
い
で
切
り
抜
い
た
。
第
三
の
水

抜
は
同
じ
く
坂
本
谷
に
銀
座
が
切
り
か
か
り
大
塚
氏
が
切
り
抜
い
た
。
こ
れ
ら
の
水
抜
工
事
に
よ
り
吉
岡
銅
山
は

吉
岡
銅
山
は
住
友
に
と
り
別
子
銅
山
以
前
の
、

れ
生
か
さ
れ
て
、

後

記

一
般
に
鉱
山
の

そ
し
て
別
子
に
次
い
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
銅
山
で
あ
っ
た
。

別
子
銅
山
の
繁
栄
は
、
誠
に
こ
の
吉
岡
で
経
験
を
積
み
か
さ
ね
た
鉱
山
仕
法
の
数
々
が
別
子
の
経
営
に
う
け
つ
が

は
じ
め
て
招
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
六
年
、
幾
変
遷
の
の
ち
、
吉
岡
銅



と
を
付
記
し
た
い
。

住

友

修

史

室

山
は
三
菱
の
有
に
帰
し
た
。
鉱
業
経
営
の
意
義
・
比
重
は
三
菱
と
住
友
と
で
は
自
ら
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
実

に
吉
岡
銅
山
は
三
菱
が
鉱
山
経
営
に
乗
り
出
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
岡
は
奇
し
く
も
わ
が
国
の
代
表
的

ニ
大
企
業
集
団
に
そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
因
縁
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
現
在
吉
岡
銅
山
は
、

株
式
会
社
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、

本
輯
は
第
十
二
輯
「
住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営
」
と
併
せ
て
近
世
の
吉
岡
銅
山
史
を
形
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、

こ
の
輯
は
修
史
室
の
研
究
編
纂
事
業
に
御
指
導
を
賜
わ
っ
て
い
る
京
都
大
学
名
誉
教
授
小
葉
田
淳
博

士
の
御
執
筆
で
あ
る
。

な
お
三
菱
系
の
吉
岡
鉱
業

ま
た
つ
い
最
近
ま
で
そ
の
鉱
石
が
住
友
の
四
阪
島
製
錬
所
に
送
ら
れ
て
い
た
こ

ま
た
、
前
回
に
引
き
つ
づ
き
貴
重
な
資
料
を
御
提
供
い
た
だ
い
た
大
塚
家
並
び
に
吉
岡
銅
山
古
水
抜
坑
口
跡
の

調
査
・
写
真
撮
影
を
快
く
御
引
含
受
け
下
さ
り
、
御
協
力
賜
わ
っ
た
吉
岡
鉱
業
株
式
会
社
に
対
し
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
十
二
月




